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1幼 少年期か ら亡命以前

(1880～1932年)

σり伝記関係

0001戸 籍謄 本

1952年5月29日 神 戸 市 兵 庫 区[同 一2

部]1一 ア.1

0002戸 籍謄 本

1953年4月25日 神 戸 市 兵 庫 区[同 一2

部](付 平 野 義 太郎 選 挙 事 務 所 西 村 四 郎

よ り岩 村三 千夫 宛封 筒)1一 アー2

0003大 山郁 夫略歴

筆 者不 明 大 山 の 死亡 後 に執 筆[共 同 通 信

社原稿 用紙]1一 アー3

0004「 娘 の こ ろ 」 〈65>

大 山 柳 子 掲 載 紙 不 明1971年11月21日

1一アー4

0005「 制 棘 の道 を開 い た大 山郁 夫 氏 夫 人柳 子 さ

ま」

『文芸 倶楽 部 』1930年1一 アー5

0006『 我家 の歴 史 と家 系』

福 本武 雄1969年7月 1一 ア ー6

㏄07東 京専門学校 英 語政治科 一年級 賞2等 賞状

1902年7月15日1一 アー7

0008東 京専 門学校 英語政 治 科一 年級 特 待 生 学

費免 除 の賞状

1902年7月15日1一 アー8

0009早 稲 田大 学 政 治 経 済 学 科 一年 級 特 待 生

学費 免除 の賞 状

1903年7月15日1一 アー9

㎝0早 稲田大学 政 治経済学 科一年級 賞2等 賞状

1903年7月15日 ト ァー10

0011早 稲 田 大学 政治 経済 学科 二 年級 特 待 生学

費 免除 の賞状

1904年7月15日1一 アー11

㎝2早 稲 田 大学 賞2等

1904年7月15日 1一 ア ー12

㎝3早 稲 田 大 学 大隈 伯 爵 夫 人 よ り写 真 帖 授 与

の賞状

1905年7月15日1一 アー13

㎝4早 稲 田大学 大 学部 政治 経済 学 科 特 待 研 究

生任命 書

1905年7月15日[一 アー14

㎝5早 稲田 大学 大 学部政 治 経済 学科 学 科 完修

考 試登 第証 書

1905年7月15日1一 アー15

㎝6早 稲 田 大学 大学 部政 治経 済 学科 講 師 薦挙

状謄 本

1905年7月15日1一 アー16

(イ)労働農民党

㎝7『 労働 組 合法 案の批 判』

産 業 労 働 調 査 所 編1927年3月 希 望 閣

[パ ンフ レッ ト]1イ ー1

0018『 府 県会 選挙 に対 す る労 働 農民 党 の政 策 一

労 働者 も農民 も市 民 も読 め一』

労 働 農民 党 本部1927年8月[パ ン フ レ ッ

ト]1イ ー2

㎝9「 五法 案獲 得運 動 と労働 農民 党 」

大 山郁 夫 『労 働 者』 第2巻 第9号(pp20

～23)'1927年9月1一 イー3

OC20『 労 働農 民党 は如 何 に闘 つ たか』

労働 農 民党 調査 部編1927年12月 世界 社

1一イー4

0021「 雑 誌 「農民 運動 」 の再 興 に際 して 」

大 山 郁 夫 『農 民 運 動』 第14号(pp15～

17)1928年12月 ト ィー5

一45一



0022「 階 級勢 力対抗 表」

1928年?[ガ リ版 刷]

0α23新 聞 記事 ス ク ラ ップ ブ ック

1一 イ ー6

1一 イ ー7

0024「 大 山郁 夫氏 後援 会 趣 旨」・会 計報 告

(断片)1928年1月25日1一 イー8

0025『 嵐 に立 つ 一 日本 に 於 け る無 産 階 級 政 治 闘

争 の一 記録 一 』

大 山郁 夫1929年7月 鉄 塔書 院1一 イー9

R-2

0026「 無 産 階級 指 導 下の 言 論 自由 獲 得闘 争 」

大 山郁 夫 『文 芸戦 線 』 第4巻 第8号(pp9

～13)1927年8月1一 イー10

0027〈 普 選 転 戦 記〉 「労 働 農民 党 は香 川 県 に お い

て如何 に戦 ったか一 記者 と大山氏 との対話 一」

『プ ロ レ タ リア芸 術 』 第2巻 第4号(pp24

～27)1928年4月1一 イー11

(ウ)マ ルクス・エ ンゲルス全集計 画

0028『 フ ラン ス にお け る階 級 闘 争』 に つ い て の

大 塚 金之 助 の 指摘

1928年7月21～26日1一 ウー1

0α29後 始 末 に関 す る今 迄 の 記録

(大 内兵 衛記)1928年10月21日 ～?

1一ウー2

0030マ ル クス・エ ンゲ ル ス全集 刊行 中 止の 声明 文

(大山郁 夫 氏)1928年1一 ウー3

0031「 昭 和 三 年七 月 分計 算(マ ル ・エ ン全 集編 輯

部)」

1928年8月7日1一 ウー4

㏄G2現 金 ・切 手 支 出表

(滝 口寿敏 記?)1928年10月31日

1一 ウ ー5

0033大 塚 金 之助 宛 電 報頼 信紙 と切 手

1928年1一 ウー6

0034『 カー ル ・マル クス フ リ ド リヒ・エ ンゲ ル ス

著書 名 附 原 著 頁数 』

1928年[パ ンフ レ ッ ト]1一 ウー7

0035「 マ ル ク ス・エ ンゲ ル ス全 集編 輯 出 版 二 関 ス

ル覚 書 」(案)

[ガ リ版 刷]1928年6月1一 ウ_g

0036書 類 、メモ 類

1928年 1一 ウ_g

0α37「 ブ リ ュ メ ー ル 十 八 日 」

(校 正 刷)(P1～28、31～34が 欠 、大 山 郁 夫

校 正)1928年1一 ウー10

㏄G8「 ドイ ツ農 民戦 争 」

(校正 刷)1928年

OCG9「 革命 お よび反 革 命 」

(校正 刷)1928年

R-3

1一 ウ ー11

1一 ウ ー12

0040「 フ ラ ンス に於 け る階級 闘 争」

(校正 刷 、初 校)(大 山郁 夫 校正)1928年

1一ウー13

0041「 フ ラン ス に於 け る階 級 闘 争」

(校正刷 、再校)(第2節 が 欠、大 山郁 夫 によ

る補 足 メモ あ り)1928年i一 ウー14

0042「 ケ ル ン共 産 党 事件 の 暴露 」

(校正 刷)1928年

0043「 我が 労 農 党 の立 場 」

(演説 レ コー ド)と 宣伝 チ ラ シ

(エ)新労農党

1一 ウ ー15

1一 ウ ー16

0044『(親 愛なる全国同志諸君の前に)新 労農党

樹立の提案』

大山郁夫・上村進1929年8月[パ ンフレ

一46一



ッ ト、2種]

0045「 労 農党 人党 案内 」

1930年6月30日

1一 工 一1

1一 工 一2

0046① 労 農党常 任 中央 執行 委員 会 「声 明 匿鐸}」

② 〈達 〉 「河[:、t村 、神道 、 三氏除 名 に関 す

る件」

①1930年10月23日

② 労農 党常 任 中央委 員 会1930年10月24

日[ガ リ版刷]1一 エー3

0047『 労 農党 第二 回大 会議 案』

労 農党本 部(於 東 京芝 協調 会 館1930年12

月19～21日)1930年12月[パ ン フ レ ッ

ト]1一 工一4

0048新 聞記 事 ス クラ ップブ ック

1930年 1一 工 一5

0049「 左 翼労 働組 合の 任務 」

大 山郁 夫談(原 稿 用紙 に手 書 き、4枚 、文 責

記者)1930年?1一 工一6

CC60労 農 党本 部指 令第4号 「合 同問 題 に関 す る

件 」

[ガ リ版刷]1931年2月25日 トエー7

0051労 農党 本部 指 令第5号 「山宣 記念 日闘 争 を

決 行せ よ!」

[ガ リ版 刷]1931年2月26日1{-8

0052『 労 農党 東京 北部 支部 闘 争ニ ュー ス』

[ガ リ版刷]1931年3月12日!一 工一9

0053労 農党 本 部 指 令 第10号 「至 急 党 員 整 理 を

断行 せ よ!」

[ガ リ版刷]1931年5月24日1一 工一10

0054労 農 党 本 部 指 令第11号 「六 月 一 日に は 立

入禁止 反 対デ モ を敢 行 せ よ!」

[ガ リ版刷]1931年5月24日1一 工一11

0055中 央 一般 労働 組 合 豊 島 第 一 支 部 『ニ ュ ー

ス』

第3号1931年6月20日1一 エー12

0056『 東 京製 パ ン争議解 決 報告 ・批 判』

東京 製パ ン争 議団 残務 整理 委 員会 編[パ ン

フ レッ ト、ガ リ版刷]1931年6月 【一工一13

0057「 反動 的労 働組 合法 案 を粉砕 せ よ!」

労 農 党 東 京 府 支 部 連 合 会[ビ ラ]1931

年?1-=-14

0058「 常任 委正1たるの権 利」

[ガ リ版 刷]1931年? 1一 工 一15

0059「 第3回 合 同協議 会常 任 委員 会報 告」

[ガ リ版 刷]1931年?1-=-16

0060第 一共 立(名 称 暫定)病 院設 立 事務 所 発起

人 有志案 内 ビラ

(2枚)1931年?1-=-17

0061「 組 織 方 針 決定 に関 す る件(第 二 回 中 央執

行委 員会 決定)」

[ガ リ版刷]1931年?1一 工一18

0062『 関 西労働 新 聞』

第4号1929年9月28日

R-4

0063『 日本社会 運動 通信 』

第88号193〔}年1月19日

㏄64『H本 社会 運動 通信 』

第103号1930年2月6日

0066『 労農党結党大会議案』

1一 工 一19

1一 工 一20

1一 工 一21

新 労農 党準 備 会本部1929年10月20日

1一 工 一22

0066労 農 党 本 部 「激」・ビ ラ(霧 社 肇 件 に つ い

て)

[ガ リ 版 刷2枚]1930年10月 以 後1931

年?1-=-23

0067労 農党 「第 一三回常任 中 央執 行委 員 会 得集」

[ガ リ版 刷]1930年1月12日i一 工一24

一47一



0068「 第四回拡大中央執行委員会に関する報告」

労農党本部[ガ リ版刷]1930年11月6日

1一 工 一25

0069「 労 農 党 第 二 回大 会招 待 券 」

1930年12月19～21日 開 催 1一 工 一26

0σ70『 労農 党 東 京府 支 部 連 合会 活 動報 告 』

[ガ リ版 刷 、パ ン フ レ ッ ト]1930年10月25

日1一 工一27

∞71無 産 政党 合 同 促 進青 年 協 議会

ビ ラ(付 封 筒)[ガ リ版 刷]1930年3月

23日1一 工一28

CC72労 農党 本 部 財政 部 よ り大 山 郁 夫 あ て借 用 証

(本部 費)

(付1930年10月 口 日消 印 封 筒)1930年9

月30日i一 工一29

0σ73労 農党本部徳納憲保より大山郁夫委員長あ

て領収証(維 持会費)

1931年1月15日 1一 工 一30

0σ74日 本 社 会運 動通 信 社 原稿 受 領通 知

1929年12月27日1一 工一31

OC75松 尾茂 樹(治 安維 持 法違 反)保 釈 願

(保証 人 大 山 郁 夫)[草 稿 筆 跡 他 者]1929

～30年?1一 工一32

OC76目 杢鯨夫組合本部より大山郁夫あて領収証

(築 豊炭 田 ゼネ ス ト応 援資 金)

1931年5月13日1一 工一33

OC77『 全 国 労働 組合 会 議 日本 労働 組 合 総 評議 会

創 立 大会 議案』

[ガ リ版 刷 、パ ン フ レ ッ ト]1931年4月18

～19日1一 工一34

㈲1930年 衆議院議員選挙活動

0σZ8「 大 山郁 夫氏 後援 会 趣 旨」

1930年1月27日 1一 オ ー1

0σ79笹 塚 尋常 小学 校 運 動演 説 会領 収 証

1930年2月1一 オ_2

0080大 山 郁夫 自筆 書

(8枚 、色 紙)内1枚 に1930年 の記 載 あ り

1一オー3

0081「 大山旧労農党委員長の立候補取 りやめ並

に外遊に就いて」

旧労農党残務整理委員会1932年2月1日

1一オー4

0082「 巨 星 乱 れ 飛 ぶ 東 京 五 区 大 山 、松 岡 、加 藤 の

諸 氏 」

(『日本 社 会 運 動 通 信 』第99号)1930年2

月1日i一 オー5

0083「 七 日 の 立 会 演 説 会 大 山 さ ん の 人 気 沸 騰

既 成 政 党顔 色 な し」

(『日 本 社 会 運 動 通 信 』第107号)1930年

2月11日 トオー6

0(B4労 農 党 中 央 執 行 委 員 長 大 山 郁 夫 『立 候 補

に際 して』

1930年1月i一 オー7

0085『 社 会 民主 々 義 と議 会 』

選挙 闘 争 同 盟全 国 委 員会[パ ン フ レ ッ ト]

1930年2月1一 オー8

(カ)議会活動

0086『 官 報』 号 外(大 山郁 夫 の 質議 あ り)

1930年4月28日1一 カー1

0087『 労 働 者 ・農 民 の 代 議 士 大 山郁 夫 は欺 く叫

ぶ』

1930年5月 、春 秋 社1一 力一2

0088『 帷 握 上奏 問 題 と世 論 』

[パ ン フ レ ッ ト]1930年5月 1一 カ ー3

0089「 謹 而 内 閣総 理 大 臣浜 口雄 幸 閣 下 二 呈 ス」

鎮 海 遺 族 同 志 代 表 宮 川 達 之 助 他1930年

10月22日1一 カー4

.・



0α90演 説会 ビ ラ・ポス ター

(付 「労 農党 東京 府支部 連合 会 印」 の封 筒)

1930年5月9日 ・11日 開催1一 か5

0091東 京瓦斯 工組 合政 治部 よ り大山 郁夫 あ て メ

ツセー ジ

(付1930年5月7日 消 印 封 筒)1930年5

月6日1一 カー6

㏄92大 山 郁 夫 「議 会 争 闘 報 告 失 業 反 対 大 演 説

会」

労 農党東 京府 支部 連合 会 主催 ビラ?年5

月11日 開催1一 カー7

0αお1931～32年 議会 関係 書類

1一 カ ー8

0094『 官 報 』

※1930年5月20日 ～1932年1月22日

1一カー9

0095『 反 動 的 小作 法 案 を粉砕 せ よ!一 第 五 十 九

議会 に於 け る大 山郁夫 氏 の質 問演説 一』

〈労 働者 農民 パ ン フ レッ ト>1931年3月

1一カー10

㈱ 全国労農大衆党

0096『 「生活防 衛」 に関す る資 料』

全 国 労 農 大 衆 党 調 査 情 報 部[ガ リ版 刷]

1931年7月31日1一 キー1

OC97『 府 県会 選挙 闘 争方針 書』

全 国労 農大 衆党 本部1931年?1一 キー2

0098『 社会運 動通 信』

第719号1932年3月13日

0099『 社会 運動通 信』

第720号1932年3月15日

は880・780号 との 記載)

1一 キ ー3

(内 側 の 頁 に

ト キー4
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(ク)その他 に関する著作

αoo『 紀 念 金蘭簿 』

早稲 田 大学大 学部 政 治経 済科第 一 回生 級 友

会1905年4月(一 部 分 の コ ピー)1一 クー1

0101「 大学 と研究 と方法 学 ・大 学生 活 と思 想 の 自

由」

(『早稲 田大 学 史 紀 要』 第2巻 第2号 、初 出

は 『大 学 及 大 学 生』1917年11・12月)[抜

届羽1一 クー2

0102『 国家 学』

大 山郁夫 教授述[ガ リ版 刷]1522年

1一クー3

0103『 大 学の使 命 とそ の社 会的 意義 』

(青潮社 出版部 、1923年7月)1一 クー4

0104「 〈普選後 の 政界 〉 期 待 され る無 産階 級」

(『東京 日日新聞 』1925年1月15日

1一クー5

0105「 レー ニ ン主義 の胎 生」

校 正 原 稿(付1931年1月15日 消 印 封

筒)『 改 造』 第13巻 第1・2号(1931年1・

2月)に 「イス ク ラ時代 の レー ニ ン」 と題

して掲載1一 クー6

α06邦 訳 ・イエ リネ ッ ク 『国家 学概 論』

筆跡 他者 大 山 に よる書 き込 み あ り 年 代不

明1一 クー7

R-6

0107書 「冷 徹」

(布)

0108「 鹿角 を祝 して、余 の感 想 を述 ぶ」

1一 ク ー8

青 年 乃鹿 角社編 纂 『新 鹿 角』1922年11月

ト クー9
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0109「 民 主 主義 批 判」

河上 肇 ・大 山 郁 夫監 修 政 治 批判 社 編 輯 『マ

ル ク ス主義 講 座 』 第13巻1929年3月

1一クー10

0110「 新 国家 主 義 よ り観 た る国際 連 盟 規約 」

『黎 明講 演 集 』第1巻1919年11月

1一クー11

㈲ 雑

0111戸 塚第 二 尋常 小 学 校 建築 費 領収 証書

1919年8月2日 、1920年(月 日不 詳)[2

枚]i一 ケー1

0112家 建築の際の大工(宮 川庄次郎)の 領収証

1916年5月30日 ～12月29日

0113大 工 ・植 木職 等 領収 証

1917年

0114植 木職(福 本)領 収 証

1918年

0115植 木職 ・銅 鉄 請 負業 領収 証

1919年5月21日 ～8月21日

0116植 木職(福 本 尾五 郎)領 収 証

1920年9月30日

1一 ケ ー2

1一 ケ ー3

ト ケ ー4

ト ケ ー5

1一 ケ ー6

0117関 東 大震 災 時使 用 の高 田 早苗 名刺

(添書 、封 筒)1923年9月1一 ケー7

0118同 上の 写 真

※(「 高 田 早 苗 先 生 生 誕 百 年 記 念 展 示 会 」 出

品)1960年11月1一 ケー8

0119土 地 賃貸 借契 約 書

(戸塚 町 の宅地 を森 下 国 雄 に 貸与)1924年

5月1日1一 ケー9

01201930年 協会 第 三回 洋 画展 覧会

チ ラシ その他1930年2月11～26日

1一ケー10

01211930年 協 会 第二 回講 演会

ビラ 1一 ケ ー11

0122「 昭 和 五 年分 第 三種 所 得 金 額 及 乙種 資 本 利

子金 額 決 定書 」

淀橋 税 務 署1930年6月10日1一 ケー12

0123日 記帳

※(記 載 な し) ト ケ ー13

0124大 山展 一 郎 ・玖 羅埋 葬 夢 野 墓 地 移 転 に関 す

る書 類

(神戸市 役 所)1967年6月19日1一 ヶ一14

0125『 英 語 四週 間 』

松 本 環(東 京 大 学 書 林)1931年 以 後 に購

入 、中 に大 山郁 夫 が 大 山 柳 子 に教 え るた め

に用 い た と思 わ れ る メモ あ り1一 ケー15

0126『 世 界 の平 和 と国 民 負 担 の 軽 減 とを期 す る

倫 敦 会議 の 由 来 と経 過 と結果 』

[パ ンフ レ ッ ト]1930年5月1日1一 ケー16

0127『 日本 に於 け る情 勢 と 日本 共 産 党 の任 務 に

関 す るテ ーゼ 』

1932年1一 ケー17

0128大 日本 雄 弁 会 講 談 社 写 真 部 よ り、大 山郁 夫

宛 写 真 送付 の依 頼状

1930年5月31日1一 ケー18

0129大 山郁夫肖像

※ 大山柳子画(早 稲田大学教授時代)[油 絵]

1一 ケ ー19

II東 京 日記

(1907年2月6日 ～4月1日)

01301907年2月5～7日

(3月 の誤 り)

01311907年2月6～9日

01321907年2月9～ll日

01331907年2月12～13日

01341907年2月15～17日

n-i

II-2

II-3

1卜4

II-5
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0135

0136

0137

0138

0139

0140

0141

0142

0143

0144

0145

0146

0147

0148

0149

0150

0151

0152

0153

0154

1907年2月18～20H

l907年2月21～2311

1907年2月27H

1907年2月27H夜 半

1907年2月28H

1907年2月28H～3月2日

1907年3月2～4日

1907年3月9～ll日

1907年3月12～13日

1907年3月14～16日

1907年3月17日

1907年3月19日

1907年3月20～21H

l907年3月22日

1907年3月24H

l907年3月25日

1907年3月26H

l907年3月27～28日

1907年3月30日

1907年4月1日

u-6

u-7

11-8

11-9

n-io

n-il

II-12

11-13

11-14

11-15

11-16

11-17

11-18

11-19

11-20

n-zi

II-22

11-23

11-24

11-25

R-7

mア メ リカ ・ドイ ツ留 学時 代

(1910～14年)

(ア)ア メ リ カ 留 学 時 代(1910～12年)

0155TheFamily

‐ACourseofLecturesbyProf .Charles

R,HendersonoftheUniversityof

Chicago‐

1910年10～12月[手 稿]lll一 アー1

0156LegislationMethod

1912年1月4日 ～2月15日?[手 稿]

ni一アー2

0157タ イ トル な し

?年7月21日[手 稿]lll一 アー3

0158TheConflictofClassee

[手 稿]lll一 アー4

0159BibliographyTheMonroeDoctrine

Since1895

[タ イ プ]ni一 アー5

0160AReviewofMore's"Utopia"from

theStandpointofPresentDaySocial

Problem

[手 稿 ・タ イ プ1部 ず つ]lll一 アー6

0161PrinciplesofLegislationasReflected

ontheVetoMessagestotheGovern-

ment

[手 稿]ni一 アー7

R-8

0162Rowe:PloblemsofCityGovernment

[手 稿]川 一アー8
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0163Dewing:Gov'nofAm.Cities

[手 稿]

0164Maltbie:City-madeCharters

[手 稿]

「ll一ア ー9

ni一 ア ー10

0165SchoolAdministration

(CharterDigest,pp.335～41)[手 稿]

nト ア ー11

0166Zeblin:MunicipalProgress

[手 稿]Ill一 アー12

0167Robinson:The

TownsandCities

pp.18～33[手 稿]

Inprovementof

lll一ア ー13

0168Brooks,B.C.:TheNewUnearned

IncomeTaxinGermany

(YaleReview,1907,pp.237～61)[手

稿]ni一 ア ー14

0169Brook:PrussianMunicipal

tions

[手 稿]

Educa一

ni一 ア ー15

0170ProceedingsoftheNationalMunici-

palLeague1905

pp.103^-7Willard:MunicipalProgress

inLosAngeles[手 稿]lll一 アー16

0171ThePartofthePeopleinMunicipal

Government

(CharterDigest,pp.49～73)[手 稿]

lll一ア ー17

0172DeForest:TheTenementHouse

Problem,1,pp.129^-90

AHistoryConditionsandTenementLaw

inLeadingAm.Cities.ByLaurence

Veiller[手 稿]IIト アー18

0173CentralControlofCitiesinPrussia

(CharterDigest,pp.47～8)[手 稿]

lll一ア ー19

0174TheRelationoftheCitytotheState

(CharterDigest,PP.1～16)[手 稿]

ni一 ア ー20

0175Shaw:MunicipalGovernmentin

ContinentalEurope,pp.35^-45

Ch.1,Paris:theTypicalModernCity

[手 稿]nト アー21

0176Chapin:MunicipalSanitation

pp.23～49[手 稿]ni一 アー22

0177TheCity-Council

(CharterDigest,pp.74～87)[手 稿]

lll一ア ー23

0178ProceedingsofNationalMunicipal

League,1906pp.365^-81.

LouisF.Port:TheInitiativeandthe

Referendum

[手 稿]川 一アー24

0179<TermPaperfortheCourseofCivil

Goverment)

TheStatusofCounsuls,ni一 アー25

0180StateSocialisminGermany

[タ イ プ2部]lll一 アー26

018112Wilcon:TheAmericanCity

[手 稿]lll一 アー27

0182MacGreger

Commission

[手 稿]

CityGovernmentby

川一ア ー28

0183TheMonroeDoctrineSince1895

[タ イ プ]Ilト アー29

x184<TermPaperfortheCourseofPoliti-

calParties

TheMeritSysteminCongress[手 稿]

川一ア ー30

0185Woodruff:City

Commission

pp.242～64[手 稿]

Governmentby

nト アー31
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0186Munro:TheGovernmentofEuro-

peanCities

Ch.1.ThegovernmentofFrench

cities.

①PP.40～620PP.62～910PP.294～

309[手 稿]llト ァ ー32

0187Redlich:LocalGovernmentinEng-

land

II:302～21[手 稿]Ill一 アー33

0188Naring:ModernMethodsofSewage

Disposal

Ch.XISewageFarming[手 稿]lll一 アー34

0189Durand,E.Dana:CouncilGov'tvs.

MeiyorGov't

(PoliticalScienceQuarterly,1900)

[手 稿]ui一 ア ー35

R-9

0190Goodnow:MunicipalProblems,90

^-110

Ch.V,TheGeneraladministrativecon-

trolovercitiesinEurope.lll一 アー36

0191PrinciplesofPoliticalScience

‐ACourseofLecturesbyProf
.C.E.

MerriamforSummer,1912‐

[手 稿]lll一 ア ー37

0192Pond:MunicipalControlofpublic

Utilities

Ch.IX.MunicipalRegulationofRates

forPublicUtilities[手 稿]ni一 アー38

0193Howe,Thecity,theHopeofDemoc-

racy

pp.92～135.(Ch.VIIandVIII)[手 稿]

川一アー39

0194TheEvolutionoftheFamilySystem

inOldJapan

[手 稿]lll一 アー40

0195ConclusionsofCivic

Committee'sReport

Vo1.1.pp.20～32[手 稿]

Federation

Ill一ア ー41

0196Fairlie:MunicipalAdministration.

Ch.VIIIpublicHealthandSafety.Ch.

IX.CharitiesandProvidentInstitutions.

Cleveland:MunicipalAdministra-

tionandAccounting.

Ch.IV.Whatwedonotknowaboutthe

AffairsofourCities.

[手 稿1冊 綴]lll一 ア ー42

0197AnIntroductiontoSociology

ByProf.GeorgeE.Vincent,Ph.D.

[手 稿]ni一 ア ー43

0198MunicipalCorporationsLectures

byProf.E.FreundSummer,1912.

[手 稿]lll一 ア ー44

R-10

α99StateSocialismに つ い て の 講 義 ノ ー ト

[手 稿]lll一 アー45

0200講 義 ノー ト

[手稿] 川一ア ー46

0201講 義 ノ ー トII.ConstitutionalLaw

[手 稿]lll一 アー47

0202SomePhasesofthePresentGovern-

mentofChicago

[手 稿]ni一 アー48

R-11

020CiGovenor'sVetoMessages

[手 稿] lll一ア ー49

0204PoliticalParties

‐AcourseofLecturesgivenduringthe

SummerQuarter,1911‐
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byProf.CharlesE.Merriam,ph.D.ofthe

UniversityofChicago.III一 ア ー50

0205CivilGovernmentintheUnited

States

‐AcoursefoLecturesgivenduringthe

SummerQuarter,1911byProf.Charles

E.Merriam,ph.D.,oftheUniversityof

Chicago-[手 稿]llト ア ー51

0206SomePhasesoftheGovernmentof

Chicago

‐ToProfessorC .E.Merriam,Report

fortheSeminarinMunicipalGovern-

ment-1912年 春[手 稿]ni一 アー52

02(77DiplomaticHistoryoftheUnited

States.

RevolutionaryPeriodInternationalSitu-

ationofEurope[手 稿]lll一 ア ー53

R-12

020MunicipalGovernmentandPublic

Administration

AutumnQuarter,1911.[手 稿]2つ の 綴

が 上 記 の 表 題 の 袋 にlll一 アー54

α209政 党 論 に関 す るメモ

[手稿]

0210Socialism

[手 稿]

lll一ア ー56

0211TheUniversityofChicago

School)

AdministrativeLaw.

Prof.Freund.

1908年3月20日

1910年3月15日

1911年8月26日

ConstitutionalLaw.I

Prof.Hall.

1911年3月21日

川一ア ー57

Law

ni一 ア ー58

0212C.E.Merriamに よる大 山郁 夫 の推 薦状

1912年10月11日

0213ス クラ ップ ブ ック

←f)ドイツ留学 時代

ヨーロ ツパ旅行

nト ア ー59

ni一 ア ー60

(1912～14年)・

02141nhalts-undLiteratur-verzeichnis

zurVorlesungdesProfessorsDr.W.

LotzfiberFinanzwissenschaft

(ロ ッ ツ 教 授 の 財 政 学 の 講 義 の た め の 文 献

目 録)[書 き込 み あ り]ni一 イー1

0215ErganzungzurVorlesungderProf.

Dr.W.LotzfiberFinanzwissens-

chaft

(ロ ッ ツ 教 授 の 財 政 学 の 講 義 の た め の 追 加)

1908年lll一 イー2

0216DeutschesandBayerischesVer-

walungsrechtII

(ド イ ツ バ イ エ ル ン地 方 の 行 政 法II)

lll一イー3

0217〈ZurVorlesungdesProf.Dr.Lotz

fiberFinanzwissenschaft>Furdie

RuckwirkungderdeutschenVer-

brauchssteuernandZolleaufverse-

hiedenesozialeSchichten

(〈ロ ッ ツ 教 授 の 財 政 学 の 講 義 の た め に 〉

諸 社 会 階 層 に 与 え る消 費 税 と関 税 の 遡 及 効

果 に つ い て)川 一イー4

0218(ZurdenVorlesungenvonProf.Dr.

W.LotzfiberFinanzwissenschaft.

1,Gesetz,betreffenddieFeststel-

lungdesReichshaushalts-Etatsfur

dasRechnungsjahr1910.

Vom21.Marz1910

(〈ロ ッ ツ 教 授 の 財 政 学 の 講 義 の た め に>

1.1910年 度 国 家 予 算 の 確 立 に 関 す る 法

律)lll一 イー5

0219パ ー テ ィ招待 状

1914年1月22日

㎜

lll一イ ー6

TheRelationsbetweenJapanand
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theUnitedStates

ByJiujiG.Kasai,HarvardUniversity

l914年7月ui一 イ ー7

0221〈UniversitatMunchen>Zeugnis

zumAbgangevonderUniversitat

(大 学 卒 業 証 明 書)1914年4月30日

川一イー8

αと22ロ ッ ツ 教 授 の 講 義 に 関 す るプ リ ン ト

[1枚 、両 面]lll一 イー9

02230ddenino'sImprerialRestaurantの

メ ニ ュ ー カ ー ド

1914.9.2.(ロ ン ド ン)lll一 イ ー10

R-13

IV亡 命 時代(1932～1947年)

励 入国時のホノルルでの講演活動

0224「 大山郁 夫氏 大獅 子吼 」

ホ ノル ル オ ア フ劇 場 での 講 演 会 ポ ス ター 、

主催 ホ ノ ル ル有 志1932年3月25・26日 開

催iv一 アー1

α25加 屋 晃堂宅 で の大 山 夫妻送 別 会の と きの サ

イン帳

1932年4月7日iv一 アz

(イ)著作 ・翻訳活動

0226"NipponKeizaiNempo

AnnalsofJapan"

1939年7月5日

Economic

lV一 イ ー1

0227"ProgramofAction(KodoKoryo)

oftheCommunistPartyofJapan"

(草 稿)1945年12月1～3日IV一 イー2

0228"OfficialsoftheImperialRuleAssis-

tanceAssociation"

年代不明
lV一 イ ー3

OQ29"ReflectionontheFutureJapanese一

AmericanRelations"

lV一 イ ー4

0230「 米国 を去 るに臨 んで 知友 への 告 別の 言 葉」

大 山 郁 夫(『 北 米 新 報』VoLIINo.84)

1947年6月26日lv一 イー5

0231美 濃 部達 吉 『逐 条憲 法精 義』(1931年)

英文 目次 ・英訳 年代 不 明IV一 イー6

0232美 濃 部 達 吉 『憲 法 精 義 』

英 訳 年 代 不 明Introduction,ArticleIII-V

lV一イー7

α233美 濃部 達吉 『憲 法精 義』

英訳 年代 不明ArticleIX-XII

α234美 濃 部 達 吉 『憲 法 精 義 』

英 訳 年 代 不 明ArticleVI,

ArticleI-II

R-14

iv一 イ ー8

ChapterII

IV一イ ー9

α235美 濃 部達 吉 『憲法 精義 』

英訳 年代 不 明ArticleIII・VIII iv一 イ ー10

C236美 濃 部 達 吉 『憲 法 精 義 』

英 訳 年 代 不 明ArticleXXXVIII-XLIV

lV一イー14

α237美 濃 部 達 吉 『憲 法 精 義 』

英 訳 年 代 不 明ArticleXLV-XLIX

iv一イー11

α238美 濃 部 達 吉 『憲 法 精 義 』

英 訳 年 代 不 明CommentariesonArticle

ElevenIV一 イー12

0239"RiseCapitalismduringEarlyDays

oftheMeijiEraasReflectedinBibli-

ographyofPoliticalEconomy&

Finance"

福 沢 諭 吉 『西 洋 事 情 』 よ り[タ イ プ ・鉛 筆
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原 稿]年 代 不 明IV一 イー13

0240"RegenerateJapanandWorldCivili-

zation"

1946年3月17日 → 「再 建 日 本 と 世 界 文

化 」 と 題 し て 『民 報 』(5月23・24日)、 及

び 『世 界 文 化 』(第1巻 第4号 、5月)に 邦

訳 が 掲 載iv一 イー15

㈲ 書簡草稿

0241F.ア ー ノル ド宛(在 ハ ワ イ)

[断片]1947年9月25日

α≧42ト ム リン ソン宛

1947年10月10日

Q243コ ー ル グ ロー ブ夫 妻宛

1947年10月10日

α≧44旅 券 課 長1.J.Hearing宛

1947年10月24日

国 コール グローブ執筆論文

iv一 ウ ー1

iv一 ウ ー2

iv一 ウ ー3

lV一 ウ ー4

X45"ProfessorIkuoOyama:Japanese

ScholarandStatesman"

(N.V.AlumniNewsVol.12)1933年6月

iv一工一1

0246"TheTreatyMakingPowerin

Japan"

(TheAmericanJournalofInternational

Law、 第25巻 第2号)1931年4月[抜 刷]

lV一 工 一2

㈲ 日本 の 各 界 人 に あ て た コ ー ル グ

ロ ー ブ の 質 問 に 対 す る 回 答

0247大 山 郁 夫

[タイ プ原稿 と自筆 草稿]IV一 オー1

Q248山 川菊 栄 「現下 の 児童 問題 」

「現 下 の児 童問題 」1946年iv一 オー2

0249大 内兵 衛

1946年7月7日

0250岩 淵辰 雄

1946年7月7日

0251伊 佐 本 九雄

1946年7月7日

02521shizaki「 毎 日新 聞 の概 況 」

0253H.Nakajima

Q254松 岡 松 平

0255瓜 生清 「日本新聞将来への展望」

Q256秋 澤修 二

α257氏 名記載なし

N室 伏高信

R-15

(カ)新聞報道

lV一 オ ー3

lV一 オ ー4

iv一 オ ー5

lV一 オ ー6

iv一 オ ー7

lV一 オ ー8

iv一 オ ー9

lV一 オ ー10

iv一 オ ー11

iv一 オ ー12

0259「 帰 心 矢 の 如 き大 山 郁 夫 氏 コ教 授 に 託 し 本

社 へ 感 謝 状 」

(『毎 日新 聞 』1946年7月4日)iv一 カー1

0260"Osamantesdaguerraforamsem-

preosmilitares,nuncaopovo

Japone(　　)(リリ)s

『パ ウ リ ス タ 新 聞 』No.56サ ン パ ウ ロ、ブ

ラ ジ ル1947年7月23日)IV一 カー2

0261「 思 い 出 の ア ル バ ム 帰 朝 待 つ 大 山 郁 夫 氏 邸
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か ら奇 し き発 見 」

(『読 売 新 聞 』1947年11月14日)IV一 カー3

α162「 新fl本 建 設 の 指 導 者 大 山 郁 夫 氏 を 送 る 会 」

(『シ カ ゴ 新 聞 』TheChicagoJapanese

1947年7月17日IV一 カー4

0263「 大山郁 夫先 生講 演 会 と歓迎 会」

(掲載紙 不明1947年 月 日不詳)lv一 カー5

0264「 羅府の 帰化 権獲 得の 連 中の決 議 文 大 山郁

夫氏 に依頼」

(『新 新 新 聞』No.259サ ン・フ ラ ン シ ス コ

1947年7月8日)lv一 カー6

0265「 大 山 郁 夫 氏 講 演 会 」

(『新 新 新 聞 』No.262サ ン ・フ ラ ン シ ス コ

1947年7月11日)lv一 カー7

/..ア メ リカか ら帰 国 の際 のハ ワ イ訪問 関係 記

事 及び 自筆英 文草稿

lV一カー8

αヨ67シ カ ゴ新 報

大 山 郁 夫 関 係 記 事(1946年1月24日 ～

1947年11月28日)lv一 カー9

囲 税金関係書類

0268"1946ReducedIncomeTaxWithhol-

ding"

(月 刊)lv一 キー1

0269所 得 税見積 り申 告書

(大山郁 夫 ・柳 子)1946年 iv一 キ ー2

α!70ア メ リカ政府 よ り税金 返却 の 書類

1947年9月24日iv一 キー3

(ク)日記・住所録

0271大 山柳 子 亡命 時代 日記

1932年3月17～26日?

0272カ リホルニ ア ダイア リー

lV一 ク ー1

①②(付 名刺等)

0273ア ドレス帳

㈲ 帰国準備

lV一 ク ー2

iv一 ク ー3

α174「 大山郁 夫氏帰 国 促進 運動趣 意1警」

大 山郁 夫氏帰 国促 進 会1946年lv一 ケー1

0275帰 国許 可 申請 書類 草稿

1947年 lV一 ケ ー2

α⊇76ア メリカ出国許可申請のための書類草稿

1947年

D帰 国時の旅券購入書類

1947年9月12日

(コ)雑

iv一 ケ ー3

iv一 ケ ー4

αど78「 ア メ リカ 便 り(大 山 夫 人)」

(『批 判 』 第4巻 第5号)1933年5月

lV一コー1

0279"QuestionforIkuoOyama"

(9項 目 に 及 ぶ 質 問 、1945年?)[手 稿]

iv一 コ ー2

020"ProspectusoftheKearneyNlemo-

rialRegionalExhibit"

1946年1月4～31日(theMilwaukee

ArtInstitute)[パ ン フ レ ッ ト](付 封 筒)

lV一 コ ー3

0281"MapofEvanstonforNothwestern

UnivesitySummerSession"

lV一コー4

0282M.E.Howardよ りPopaあ て 大 山郁 夫

とその 友人 の紹 介状

[手稿]年 月 日不明iv一 コー5

Q2B3エ ヴ ァンス トン病 院組 合発 行領 収 吾

1947年1月8日IV一 コー6
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0284チ フ ス ・コ レ ラ予 防 接 種 証 明 書

(F,A.Kyserの 署 名)1947年9月4日

lV一コーア

02B5講 演 旅 行 滞在 中 の協 力へ の礼 状 印刷 葉 書

(向山 照男 との連 名)1947年iv一 コー8

0286草 野 ホ テル(サ ンフ ラ ン シス コ)の 請 求 書

(1947年10月10日)及 び 同 ホ テ ル の 宣 伝

広 告切 り抜 き

iv一コー9

0287マ リ ン ・ス ワ ロ ー 号 のOutgoingService

1947年10月IV-}10

㈱ シール 、領収 爵類

(かん 入 り) lV一 コ ー11

0289大 山柳 子 の ため の求 職依 頼状

コー ル グ ロー ブ執 筆1945年7月21日

iv一コー12

⊂290ポ ッダ ム宣 伝 受 諾 ・日本 労 働 組 合 組 織 に 関

す る勅 令、政 令等 の写 し、及び 新聞 記 事

(毎 日新 聞 社 よ り送 付 され た ものか?)

1V一コー13

0291"Forty-fourthAnnualExhibition

ArtistsofChicagoandVicinity"

!!.theArtlnstituteofChicago1940年3

月14日 ～4月14日IV一 コー14

0292"HandbookforStudentsincluding

FacultyListandCourseDescrip-

tions

'theSchooloftheArtInstitutsof

Chicago、 ・1941年lv一 コー15

029Ci"ParisMeetingofForeignMinisters"

(ReportofSecretaryByrnes)1946年5

月2f}日lv一 コー16

0294「 遥 か に 大lll郁 夫 看 へ 」

佐 々木 惣 一(『 社 会 』 第1巻 第3号)1946

年12月lv一 コー17

0295元 シカゴ日本難民救済会委員長向山照男書

の功 績 調書(厚 生 省 調 書)及 び 「新 聞社 に

配布 した手 記 」
iv一コー18

R-16

V帰 国か ら死亡 まで(1947～55年)

㈲ 帰国歓迎メッセージ・報道等

0296早 稲 田大 学 学 生 自治 会 「決 議 」

1947年10月28日

α⊇97早 稲 田大 学 新 聞学 会 「祝辞 」

1947年10月28日

V一 ア ー1

V一 ア ー2

Q298早 稲田大学政治経済学部代表新聞学科2年

松 本 一郎 「歓 迎 之辞 」

1947年10月28日 V一 ア ー3

0299早 稲田大学雄弁会代表早稲田大学政経学部

2年 須藤 正 己 「祝 辞 」

1947年10月28日 V一 ア ー4

0300早 稲 田 大 学 大 山 郁 夫 先 生 帰 校 促 進 会 代 表

橋 本進 「メ ッセー ジ」

1947年10月28日v一 アー5

0301東 京 高 等 学校 自治 委 員 会 馬 場 隆 之 「メ ッ

セー ジ」

1947年10月28日v一 アー6

α菊2東 京 大学 学 生 自治 会 中 央 常 任 委 員 会 阿 部

肇 「メ ッセ ー ジ」

1947年10月28日v一 アー7

0303全 国 学 生 自治 会連 合幹 事 馬 場 隆 之 「メ ッ

セ ー ジ」

1947年10月28日V一 アー8

α304慶 応 義 塾 塾 生 自 治 委 員 会 代 表 志 岐 英 次

「メ ツセ ー ジ」

1947年10月28日V一 アー9
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0305「 大 山郁夫 氏歓 迎国民 大 会」収 支明細 薔

代 表 浅沼 稲次郎1947年11月15日

V一アーio

oeo6名 刺

山紫会(三 四 会)開 催 時(1947年11月20

日 於 神田 日本 雑誌 記念館)に 入手

V一アー11

α∋07沖 縄 青 年同 盟大阪 府本 部 「メ ッセー ジ」

1947年12月3日v一 アー12

0308在 日本朝 鮮民 主青 年 同盟京 都府 本 部 「メ ッ

セ ー ジ」

1947年12月11日v一 アー13

CGng「 社 会主 義 実現 えの 道 一 大 山郁 夫 先 生 に期

待す る一 」

田部 井 健 次(『 月 刊 労 働 文 化 』)1947年11

月V一 アー14

0310日 本 農 民 組 合 京都 連 合 会 長 坂 本 兵 蔵 「歓

迎 の辞 」

1947年12月11日v一 アー15

0311〈 顔 〉 「大 山 郁 夫 」

(『週 刊 朝 日』 第51巻 第18号)1947年11

月2日V一 アー16

0312「 大 山 郁 夫 氏 と の 一 と き」

(『週 刊 朝 日』 第51巻 第19号)1947年11

月9日V一 アー17

0313大 山郁 夫 自筆サ イ ン 「一 切の 虚偽 を排 除 し

よ う」 と写 真

写 真(『 ア サ ヒ グ ラ フ』)1947年11月19

日V一 アー18

0314〈 亡 命十 六 年大 山郁 夫氏帰 る〉

細 川嘉 六 「大 山郁夫 さん と私 」

田部 井健 次 「二 度 の横浜 」

(『旬 刊 ニ ュ ー ス』No.31)1947年10月25

日V一 アー19

0315「 自由 の闘 将大 山郁 夫 の横顔 」

加 藤 豊 治(『 朝 日』 第2巻 第1号)1948年

1月v一 アー20

0316大 山郁夫 氏帰 国歓 迎国 民大 会集 会許 可 申請

(堀真琴)V一 アー21

(イ)大山門下会

0317「 大山門 ド会創 立趣 意 書」

1948年5月21日

0318「 大 山門 下会 々員 名簿 」

[手稿]1948年10月

0319「 大 山門 下会 」会 員名 簿

[ガ リ版 刷]年 代 不明

V一 イ ー1

V一 イ ー2

V一 イ ー3

αヨX20大 山門 下会総 会 報告

1956年1月17日 開 催[ガ リ版 刷]1956

年2月V一 イー4

(ウ)国際問題研究所

0321「 国際 問題研 究所 創 立案 【草 案]」

1948年V一 ウー1

ce22『 国際 問題研 究所 創 立趣 意書』

[パ ン フレ ッ ト]1948年8月

国 参議院議員活動

㏄23立 候補 の際 の提 出 書類(含 草稿)

1950年4月 末?

0324選 挙 演説 原稿

[手稿]1950年5月?

0325選 挙 演説 原稿

[ガ リ版 刷]1950年5月?

OG26選 挙演説原稿

V一 ウ ー2

[手稿][2種 類 、1部 の筆 跡 は他 者]

0327演 説 草稿

(選挙演 説 を含 む)

V一 工 一1

V一 工 一2

V一 工 一3

V一 工 一4

v一 工 一5
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㎜ 「京都 統 一 メー デ ー ス ロー ガ ン」

[メ モ1枚 、裏 表 、筆 跡 他者]1950年?

V一 工 一6

0329せ んす 大 山郁 夫 書 「平 和 」

1950年5月 の 選挙 運 動 時?v一 工一7

0G30「 四候 補 、最 後 の舌 戦 円 山公 園 で立 会 演 説 会

内閣 批 判で 攻防 」

(『京 都新 聞 』)1950年6月4日v一 工一8

0331「1950年6月4日 執 行 参 議 院 地 方 区 開 票 結

果 調」(郡 部 、市 部)そ の他 、1955年 まで の

京都 府選 挙 結果 調

[ガ リ版 刷]v一 工一9

α認2第 一 ク ラブ よ り大 山郁 夫宛 党 費 領収 書

?年7月14日V-=-10

α鎚 「軍 国 主義者 もア プ レだ 平和 は も う一 押 し

大 山 さん元 気 で語 る」

「病 身 をお して 憂 国の熱 弁 大 山 さん に答 え

ぬ首 相」

(『講 和新 聞 』第50号)1951年10月23日

V一工一11

0334議 会 質 問原稿

[速記?筆 跡 他 者]1951年?v{-12

α335『 昭和26年 参 議院 手帖 』

V一工一13

0G36「 地 方議 員会 議 の 申合せ ㈱ 」

[ガ リ版刷]1951年8月16日v一 工一14

α337出 入 国管 理 令反 対 国会演 説 原稿

1952年4月(推 定)(筆 跡 他者)V一 工一15

α認8「 第 十 九回 国 会 に お け る外 務 大 臣 の 外 交 方

針 演 説」

1954年1月27日V一 工一16

(Civ'「 第 十九 回 国 会 にお け る 吉田 内 閣 総 理 大 臣

施 政 方針 演説 要 旨」

1954年1月27日V一 工一17

脳0参 議 院議 員 地 方鉄 道 ・軌道 乗 車証

1955年10月1日 発 行

0341『 昭 和30年 参議 院 手 帖』

V一 工 一18

V一 工 一19

脳2参 議院 議事 録

(『官報 号 外』4月7日 、 『参 議 院 議 事 録 』

第11号)V一 工一20

脳3「 発 言 申込 書 」

V一工一21

脳4「 参 議院 無 所属 ク ラブ 秘書 会 名 簿」

[ガ リ版 刷]V一 工一22

R-17

㈲ 国際スターリン平和賞受賞

脳5「 国 際 平和 賞 を祝 う」

岩 村 三 千 夫 を は じ め とす る21名 の 署 名

1951年12月25日V一 オー1

0346「 大 山氏 を訪 ね て」

柘 植 秀 臣(『 科 学 文 化 ニ ュー ス』 第47号)

1952年1月25日V一 オー2

0347五 反 田 自由 労働 組 合 代 表執 行 委 員 長 「メ ッ

セ ー ジ」

1952年1月12日V一 オー3

0348新 日本 文 学 会 中央 委員 会 総 会 「大 山郁 夫氏

の 国際 ス ター リン平和 賞 受 賞 に対 す るメ ッ

セ ー ジ」

1952年1月20日v一 オー4

α349楽 団 カ チ ュー シ ャ 岡 田實 「祝 辞 」

1952年2月1日 送 付V一 オー5

0350在 日朝鮮 統 一民 主 戦 線 中央 議 長 団首 席 金董

(記念 品)「 贈 呈 」

1952年2月8日V一 オー6

0351横 浜 国 立 大 学 新 聞 編 集 委 員 会 「メ ツセ ー

ジ」
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1952年3月6日 V一 オ ー7

CB52横 浜 市 労 働組 合連 盟 中 央執 行 委 員長 久保

政 占 「祝 辞」

1952年3月6日v一 オー8

α353横 浜朝 倉病 院患 者 自治会 「激励 文」

1952年3月6日V一 オー9

αヨ54横 浜 国立 大学 学生 自治 会 「大山郁 夫 先生 国

際平和 賞 記念 祝賀 会 に送 る」

1952年3月6日v一 オー10

α355横 浜 市立大 学学 生 自治会 「メ ッセ ー ジ」

1952年3月6日v一 オー11

(t..『 労 新 ツル オカ』

第15号(1952年6月14日)第16号

(1952年6月29日)(「 大 山 郁 夫 先 生 国 際

ス ター リン賞授 賞 記念 文化 コ ンクー ル」応

募作 品)V一 オー12

α357民 衆音 楽研 究会 神奈 川合 唱団 よ りス ター リ

ン首相宛 書 簡

(大山郁 夫 に こ とづ けた もの)1952年3月

6日v一 オー13

㈱ 朝鮮 統 一 民 主戦 線 三 重 県 委 員会 代 表 李 圭

換 「平和 の父 大山 郁 夫先生 に捧 げ る辞」

1952年5月20日v一 オー14

α359〈 ス ター リン賞 は真 の 平和賞 か〉

大山郁 夫 「世界 平和 へ の道 を求 め て」

佐 野学 「共 産主 義運 動へ の授 賞」

(『日本週 報』 第200号)1952年3月1日

V一オー15

0360『 吾 が祖 国 の た め に一 国 際 平 和 賞 に輝 く大

山郁 夫一』

早 大 祝 賀 記 念 出 版 委 員 会1952年2月 、学

園評 論社V一 オー16

(カ)松川事件

03創 「松川事件の問題点」

弁護人 岡林辰雄・大塚一男[ガ リ版刷]年

月日不明

0362ア ピールの ため の ビ ラ

1955年1月19日

(キ)公職追放審査

V一 カ ー1

V一 カ ー2

αヨ631.早 稲 田大 学教 員適 格審 査 委員 長 「判 定

書」

1948年3月15日v一 キー1

α3642.内 閣 総理 大臣 「確 認書 」

1950年4月30日 付

(ク)地方講演活動

V一 キ ー2

㏄65日 本社 会党 石巻 支部 有志 メ ッセー ジ

1948年10月29日v一 クー1

0366日 本 青年 共 産 同 盟石 巻 地 区 委 員 会 メ ッセ

ー ジ

1948年10月29日V一 クー2

OG67日 本共産 党 石巻地 区 委員 会 「メ ッセ ー ジ」

1948年10月29日v一 クー3

(Xヨ68河 上祭(1952年1月30日 於 同 志 社 大 学)

への 出席 記事

(『同志 社 学 生新 聞 』第73号)1952年2月

1日v-7-4

0369「 大 山郁 夫先 生 柳 子夫 人歓 迎 につ い てつ く

して くれ た電 友人 」

付 函 館 市 手塚 末 松 よ り秘書 相 川 理 一 郎 宛

封 筒1952年7月25日v一 クー5

0370大 山郁夫先生夫妻歓迎実行委員会 「偉大な

平和の戦士大山郁夫先生 柳 ヂ夫人夫妻来

る」

1954年7月15日 ビ ラ]V一 ク ー6

0371早 大札 幌校 友 会 「大山郁 夫 氏歓 迎 晩餐 会 」

出 席者 名簿

1954?年8月10日v一 クー7
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0372室 蘭市本輪西自由労働組合 「大山氏夫妻を

室蘭に迎へてメッセージ」

1954年7月26日

(ケ)早稲田大学関係

0373早 稲田大学教授嘱任状

V一 ク ー8

政 治 経 済 学部 教 授 専 門 部 教 授(政 治 経 済

科)1948年4月1日

本 大 学 教 授 授 業 担 任 委 嘱(第 一 政 治 経 済

学 部 ・第二 政 治経 済 学部)1949年4月1日

V一ケー1

0374早 稲 田 大学 政治 経 済学 部 教授 会 開催 通 知

(1948年4月14日 開催)付 封 筒1948年

4月12日v一 ケー2

0375早 稲 田 大学 商 学 部 『1948年 度 卒 業 生 名 簿 』

(商学 部 学友 会)1949年3月v一 ケー3

0376『 創 立七 十 周年紀 念 早 稲 田大 学 ア ルバ ム』

1952年V一 ケー4

(コ)在日朝鮮人問題

㏄77在 日本朝鮮民主愛国青年同盟第三次全国大

会準備委員会 「御招請状」

(1954年11月4～5日 開催 於麻布公会

堂)1954年10月20日)v-}1

0378在 日朝 鮮統 一民 主 戦線 「朝鮮 問 題 の平 和 的

解決 の た め に」

[ガ リ版 刷]1954年4月18日v一 コー2

・c・ 「親愛 な る在 日朝 鮮人 民 の皆 様!」

[手稿]1954年9月7日v一 コー3

㈹ 国際スター リン平和賞受賞式 出

席のための東欧・中国・朝鮮旅行

0380イ イ ノ海 運会 社T.Ikomaよ り東京 ・パ リ

間の切 符 代金 受領 証

1953年4月24日v一 サー1

0381世 界 婦人 会 議(於 コペ ンハ ー ゲ ン)に お け

る速 記録(独 語)

1953年6月6日v一 サー2

0382世 界婦 人 会議(於 コペ ンハ ー ゲ ン)に お け

る大 山 柳 子 演 説 原 稿(「 占領 お よび 再 軍 備

下 の 日本 婦人 の 生 活」 につ い て)

1953年6月10日v一 サー3

(C・:i第4回 世 界 平 和 評 議 会(1953年6月15～

20日 於 ブ タペ ス ト)、及 び 第5回 世 界 平

和 評 議 会(1953年11月23～28日 於 ウ ィ
ー ン)大 山郁 夫 ・柳 子 招待 状

V一サー4

ce84国 際 ス タ ー リン 平 和 賞 受 賞 時(1953年7

月9日)の 模 様 につ い ての 大 山柳 子 草稿

[鉛 筆 書 き]v一 サー5

αヨi86国 際 ス ター リン平 和 賞 を大 山 郁 夫 が受 賞 し

た こ とにつ い て ア ン ド リュー ・ス テ イ ガー

の イ ン タ ビ ュー に答 えた 記事

1953年7月9日(イ ン タ ビュ ー)

1953年7月10日(執 筆)

(同 日、ス テ イガ ー よ り大 山郁 夫 に送付)

V一サー6

0386「 モ ロ トフ外 相 と会 見 して 一 モ ス ク ワ にて

大 山 郁 夫一 」

(『日東 新 聞 』 第72号 夕 刊)1953年8月4

日V一 サー7

0387「 政 府 間 な ら応 ず 在 ソ戦 犯 の 引 揚 交渉 外

務 省 、見解 を表 明」

(『毎 日新 聞 』)1953年8月5日[切 り抜

き]v一 サー8

OG88国 際 ス ター リン平 和 賞受 賞 に対 す る ソ連各

界 人の 挨 拶[露 文]

① 国際 ス ター リン平 和 賞議 長 ア カ デ ミー会

員D,V.ス コベ リテ ィ ンに よ る開会 の辞

② ソ連 邦 科 学 ア カ デ ミー 会 員 、ソ連 邦 科 学

ア カデ ミー 哲学 研 究 所 長 ア レ クサ ン ドロ フ

G.F.

③ 平 和 擁 護 ソヴ ィエ ト委 員 会 議 長 作 家N.

S.テ ィー ホ ノ フ

④ ソヴ ィエ ト作 家 同盟 作 家 ポ リス ・ア ガー
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ポ フ

⑤ ロモ ノ ソフ記念 モ スク ワ国 立大 学 ロ シア

語講 座主 任A.1.エ フ ィー モ フ教授

⑥ ソヴ ィェ ト婦 人反 フ ァシス ト委 員会 医学

博 士 ヴ ァシ ュコー ヴ ァ

1953年7月9日?Vサ ー9

0389中 国中央 人民 政府 政務 院周 恩来総 理 との会

見談 話(1953年9月28H)記 録

(新華 社9日 電)V一 サー10

0390北 京放 送局 か らの 日本 向け放 送草 稿

1953年9～10月?v一 サーll

0391金 日成 首相 との 会 見 を 報 じる記事(「 金 日

成 首相接 見 日本 人民代 表 団」)

(『人 民 日報 』)1953年10月11日[切 り抜

き]V一 サー12

α迎 『日本 人民 芸術 家木 刻選 集』

中華 全国 美術工 作者 協会 編1953年10月

V一サー13

OG93日 中貿 易促 進議 員連 盟視 察団 歓迎 大 会準 備

会 『中 国視 察団歓 迎 大会 ニ ュー ス』

第2号(1953年11月5日)v一 サー14

0394人 物 の デ ッサ ン(大 山柳 子面?)

23～28日 、第5回 世 界平 和 評 議 会(於 ウ ィ

ー ン)の 出席 者?V一 サー15

0395第5回 世 界平和 評議 会(於 ウ ィー ン)の た

めの メモ フ ァイル

V一サー16

0396第5回 世界平 和 評議 会(於 ウ ィー ン)で の

大 山郁 夫 メ ッセ ー ジ

[仏文]1953年11月v一 サー1ア

C旧97大 山柳子 「心 に平和 の燈 を!」

(『婦 人 画 報』 第594号)1954年2月(旅

の 回想文)V一 サー18

α398「 大 山郁 夫氏 の報 告」

(平和 国民 大 会 『大 会 ニ ュ ー ス』 第6号)

[ガ リ版 刷]他 に第3・4・6(別 種)号1953

年12月?V一 サー19

0399大 山 郁 夫 「モ ロ トフ との"50分"」

(『日本 週 報 』 第272号)1954年1月15日

V一サー20

α100早 稲 川 人学 第… 文'影部 学 生委 貝会 委 員長 小

熊均 によ る渡 仏 に際 して の 「メ ッセー ジ」

1953年5月22日v一 サー21

0㎝ 『平 和一 大山郁 夫 夫妻帰 朝 報告 一』

平 和 擁 護 日本 委 員 会 ・日本 文 化 人 会 議 編

臨時増 刊(1954年2月 、大 月書 店)

V一サー22

(1,早 稲 田大 学社会 科 学研 究会(渡 仏 に際 して

の)「 メ ッセ ー ジ」

1953年5月22日v一 サー23

餌03第3回 世界 青年 大会(於 ブ カ レス ト1953

年7月25日 ～8月6日)の フ ァイ ル

(中身 な し)V一 サー24

0404「 世界 平和 評 議会 ウ ィー ン会 議 決 議(ll月

23日 ～28日)」

1953年11月23日 ～28日[ガ リ版 刷]

V一 サ ー25

㎝05第5回 世 界 平和 評議 会(1953年ll月23～

※28日 於 ウ ィー ン)の 際 の フ ァイル

(記載 な し)V一 サー26

0406"StatementbytheScientistsatthe

MeetingoftheWorldCouncilof

Peace"

"RecommendationoftheCult
ural

Commission"

1953年11月28日 於 ウ ィ ー ン[タ イ プ]

JeanLa箭tte(世 界 平 和 評 議 会 事 務 局 長)

よ り大 山 郁 夫 宛 に 送 付(1953年12月7日

プ ラ ハ よ り)V一 サー27

0407「 大 山郁 夫先 生歓迎 準備 会御 案 内」

1953年11月21日 於 参 議 院 会 館 第 三 会

議 室 発 起 人 石 橋 湛 山・北 玲 吉 外[葉 書 、

ガ リ版 刷]V寸 一28
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R-18

(の 平和 のための ヨー ロ ッパ講演旅

行(1955年)

㏄α3メ ッセー ジ草 稿

[英文 、大 山 柳 子 との 連 名]1955年5月15

日V一 シー1

㎝C9ヘ ル シン キ世 界 平和 大 会 準 備 会(於 ブ カ

レス ト)フ ァイ ル(1)

大 山柳 子 メモ

出席者 の サ イ ン

大 山郁夫 の 演説 草稿 等

1955年5月22～23日v一 シー2

0410ヘ ル シ ンキ 世 界 平 和 大 会 準 備 会(於 ブ カ

レ ス ト)フ ァイル(2)

演 説 草稿 等

1955年5月22～23日v一 シー3

0411"WorldAssemblyforPeace"

(於 ヘ ル シ ン キ1955年6月22～29日)

No.61955年5月25日v一 シー4

0412国 際 ス ター リン責受 賞 者大 山郁 夫 に対 す る

ブ ル ガ リア 人 民 共 和 国 閣 僚 会 儀B.K.P.

(ブ ル ガ リア 共 産 党 中 央 委 員 会)に よ る祝

賀 会招 待状

1955年6月3日20:30開 催v一 シー5

0413大 山柳 子 よ り日本 国民救 援 会宛 書 簡 草稿

(於 ブル ガ リア)1955年6月10日

V一シー6

0414「 広 島、長崎 の原 爆 被害 者 の状 態 とその 救 援

につ いて」

日本 国 民 救 援 会 代 表 大 山柳 子[タ イ プ印

刷]1955年6月18日v一 シー7

0415"ToAllFriendsFrom

PeaceLovers"

[新 聞]1955年6月19日

Japanese

V一 シ ー8

㎝6世 界 平和 愛 好 者大 会(於 ヘ ル シン キ1955

年6月22～29日)「 日本代 表 者 団名 簿 」

[ガ リ版 刷]v曽 シー9

0417世 界 平 和 愛 好 者 大 会(於 ヘ ル シ ン キ)に

お け るRameshuariNehruの ア ピー ル

1955年6月14日[断 片 、仏文]v一 シー10

0418「 ヘ ル シ ンキ ア ピー ル 」

(草案)[タ イ プ、英 文]フ ァイ ル と大 山柳

子 メ モ1955年6月22～29日v一 シー11

0419"CommissionforNationalSover-

eigntyandPeace.Subcommission

Countrieswhoseindependenceis

threatened."

(草 案No.1)1955年6月22～29日[タ イ

プ 、英 文]V一 シー12

餌20中 国 平 和 委 員 会 主 催 、ヘ ル シ ンキ 大 会 報告

会 に お け る演説 原 稿

(1955年7月27日 於 北 京)[手 稿 、筆 跡

他 者]V一 シー13

0421南 京・上 海 ・抗 州 を 巡 った 際 に同 行 した中 国

人(氏 名 不詳)が 詠 んだ 詩

←)大山 先生 游 玄 武湖

(二)寧濾 道上

(三)上海 感懐

(●)抗 有 感

1955年7月V一 シー14

0422"FurdauerhaftenFrieden,furVolks-

demokratie!"

[新 聞]ブ カ レ ス ト

第26号(通 巻347号)1955年7月1日

第27号(通 巻348号)1955年7月8日

第28号(通 巻349号)1955年7月15日

第31号(通 巻352号)1955年8月5日

第32号(通 巻353号)1955年8月12日

V一シー15

0423「 ア メ リカ国 民 よ 、共 に進 も う」

大 山郁 夫 『お りぞん(地 平 線)』 〈記 念 大特

集 ヘ ル シ ン キ平 和 大 会 〉 第491号(1955

年9月)V一 シー16
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0424大 山柳 子旅 の回 想文 草稿

1955年[鉛 筆書] V一 シ ー17

加25TWAの チ ケ ッ ト・パ スポ ー トケ ー ス(中

身 な し)と 写 真葉 謁(世 界 平和 会議)

V一シー18

04,26QHangaryatHelsinki

[パ ン フ レ ッ ト]1955年6月? V一 シ ー19

(ス)平和運動等関係書類(大 山郁夫
の著作は除 く)

0427"WorldReport"thetypeofpeace

Japanwantstextofforeignoffice's

secretproposalsforsubmissionto

alliedpowers

[タ イ プ]1947年12月9日v一 スー1

0428"WorldReport"ReportonJapan

Tokyo'ssecretplansforpeace

[タ イ プ]1947年12月9日V一 スー2

0429〈MagazineServicing>世 界 人 権 宣 言

案 の 最 初 の 草 稿

UnitedNationsBulletin,N,Y.(1948年1

月15日)よ り転 載v一 スー3

0430「5.新 世 界精神 の 誕生 と更 生 日本 の進 路 」

大 山郁 夫 レ ジ ュ メ(pp,10～13)朝 日新 聞

社 ・民 主 外 交協 会 主 催 『国 際 問題 講 座 テ キ

ス ト』1948年1月17・24・31日 於 朝 日新

聞社講 堂v一 スー4

0431"TextoftheDraftInternationalDec-

larationofHumanRights"

NewYorkTimes1948年6月19日 よ り

[タ イ プ 印 刷 、外 務 省 調 査 局 第 二 課 の 印 あ

。 り]V一 スー5

043"DeclarationdesDroitsdeL'homme

etduCitoyen"

(世 界 人 権 宣 言 の 仏 訳)[タ イ プ 印 刷]1948

年V一 スー6

0433『 最 近の 第三 党運 動』

財 団 法人 世 界 経 済研 究 所 〈世 界 政 治 経 済

資料 第7集>1948年6月V一 スー7

1/『 待 ちわ び る心 』

北 朝 鮮 未 帰 還 者 家 族 の 機 関 紙 第12号

1948年?V一 スー8

図35『 朝 鮮 民 族解 放 戦 争 【1】 一 そ の 背 景 と展

望 一』

極 東 問題 研 究 所 〈研 究 資 料>1950年7

月末執 筆 発 行年 月 日記載 な しv一 スー9

0436"AppealtotheHeadsoftheFive

GreatPowers‐Resolutionofthe

PeaceConferenceofJapan‐"

1951年9月?[タ イ プ]v一 スー10

0437『 講和 新聞』

全 面 講 和 愛 国 運 動 協 議 会 第48号(1951

年10月9日)・ 第57号(1951年12月13

日)V一 スー11

0438『 再軍 備 に反対 す る』

元外務 省 調査 局長 尾形 昭二 平 和擁 護 日本

委 員 会 〈わ か り易 い 平 和 ポ ケ ッ トパ ン

フ>1952年?V一 スー12

0439『 平 和運 動 発 展 の ため に一 全 国代 表 者 会 議

報 告 と決 議案 一』

平 和擁 護 日本 委 員 会[ガ リ版 刷 、パ ン フ レ

ッ ト]1951年12月7日V一 スー13

餌40『 平 和 運 動 発展 の ため に(全 国 代 表 者 会議

報 告 と決議 案)』

平 和 擁 護 日本 委 員 会[ガ リ版 刷 、パ ン フ レ

ッ ト]1951年12月7日V一 スー14

II『 世界 平和』

平 和 擁 護 日本 委 員 会 第20号(1951年12

月上旬)V一 スー15

α142『 日本国 との 平和 条約 の草 案』

(1951年7月13日 米 国及 び 英 国政 府 が公

式 に発表 した 日本 国 との 平和 条約 の 英 文草

案 を、7月22日 に通知 され た修正 点 を修正

して翻 訳 した もの)発 行 所、年 月 日記 載 な

し[パ ンフ レ ッ ト]V一 スー16
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α143『 平和 への 巨歩 一 第2回 平 和 擁 護世 界 大 会

報 告 一』

1951年?[パ ンフ レ ッ ト]V一 スー17

R-19

0444「 大 山郁 夫氏 に捧 げ る詩」

新 日本 文 学 会 広 島 支 部 ・人 民 文 学 広 島 友 の

会 ・わ れ らの詩 の 会 ・広 島大 学 われ らの 詩 の

会1952年7月9日v一 スー18

0445『 ア ジア太 平 洋地 域 平和 会議 ニ ュー ス』

ア ジ ア太 平 洋 平 和 会 議 日 本 準 備 会1952

年8月12日v一 スー19

0446"BulletainofThePeaceConference

oftheAsianandPacificRegions"

(『ア ジ ア 太 平 洋 地 域 平 和 会 議 報 告 書 』)

1952年10月2～12日 於 北 京[英 語 版]
"GreetingFromIkuoOyama"p7^ -8

V一スー20

α47諸 国民平和大会日本準備会事務局(事 務局

長阿部行蔵)の 挨拶・呼びかけ

1952年12月30日[ガ リ版刷、ビラ]

V一 ス ー21

0448GherghinaNahorniac"WithEvery

FibreofAMother'sHeart"

(年 月 日記 載 な し)[タ イ プ]V一 スー22

0449"OursisaGreatResponsibility"

MargaretaWillinger(composerBuchar-

est)1952年?(年 月 日 記 載 な し)[タ イ

プ]V一 スー23

個50(平 和擁 護 日本委 員 会)「1952年 度 下 半 期

決 算 報告 書(月 別)」

裏 に メ モ あ り(筆 跡 他 者)1953年 初 め?

[ガ リ版 刷]v一 スー24

0451① 平和擁護日本委員会 『平和運動 をどう

す・めるか一1953年 度平和委員会の方針
一』

② 「映画試写会フイルムの貸出しについ

て」

③ 「平和 擁 護 日本 委 員会 新 委 員名 簿 」

(1953年?3月20日 現在)

④ 会 長大 山 郁 夫 ・書 記長 平 野 義 太郎 「「軍事

基地 問題 全 国 懇談 会 」 開催 につ い て」

(1953年3月14日)

⑤ 決 算 報告 ・予算 表

(1953年3月?)

[ガ リ版 刷]V一 スー25

加52『 平 和 の た めの 国民 ニ ュー ス』

平 和 の た め の 国 民 大 会 準 備 会 第3号

(1953年3月)[ガ リ版 刷]v一 スー26

餌53世 界平 和 評 議会 が5大 国(thefivegreat

powers)及 び 各 国政 府 に送 付 した メ ッセ
ー ジ を コ ピー して大 山 郁 夫宛 に送 った もの

付 封 筒1953年4月11日 執 筆P.Bor・

sari(於 プ ラハ)V一 スー27

0454『 「平 和 を 愛 す る 日本 科 学 者 年 頭 の 決 意 」

(1952年1月 声 明)に 対 す る賛 成 署 名 者 名

簿 』

(1953年5月1日 現 在672名)大 山郁 夫 の

署 名 あ りV一 スー28

0455"AnAppealFromTheJapanese

PeaceCommittee"

会 長 大 山 郁 夫 よ りア メ リ カ 大 統 領 ア イ ゼ ン

ハ ワ ー 宛1953年5月1日[タ イ プ 、控 え

(サ イ ン な し)]V一 スー29

α156立 命 館 大 学法 学 部 自治 会 執 行部 学 術 部執 行

部代 表 林 圭一 よ り大 山郁 夫 宛 「フ ラ ンス学

生諸 君 えの メ ッセ ー ジ」 依 頼状

(メ ッ セ ー ジ は 邦 文)1953年5月20日

(依 頼 状)1953年5月19日(「 メ ッ セ ー

ジ」)[ガ リ版 刷]V一 スー30

α零57「 日中 貿易 促 進 議員 連 盟 会員 名 簿 」

(1953年8月31日 現 在)参 議 院 無 所 属 ク

ラブ大 山 郁 夫 の名 あ りV一 スー31

α458平 和擁 護 日本委 員 会 「総 会 御案 内」

(1953年10月3日 於 参 議 院 議 員 会 館 第

一 会義 室)1953年9月20日

(世界 平和 評 議 員 の1人 と して挨 拶 の予 定)

V一スー32
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0459『 本 部通 信』

日 本 中 国 友 好 協 会 本 部 事 務 局 第10号

(1953年12月23日)[ガ リ版 刷]v一 スー33

0460"CopyofaLetterSenttoAll

NationalCommitteesofthePeace

Movement"

世 界 平 和 評 議 会 事 務 局 長JeanLa伍tte

1953年12月10日[2種]V一 スー34

㎜ 「大 山郁 夫 夫 妻 淡徳 三郎 歓迎 兵 庫 県 大 会

準 備 会の御 案 内」

(1953年12月18日 於 神戸 市 社 会 事 業 会

館)1953年12月17日[ガ リ版刷]

V一 ス ー35

0462① 「(案)全 国民 平和 大会 開催 につ いて 」

(1953年2月)主 催(団 体)平 和 擁 護 日本

委 員 会 、(個 人)大 山、平 野 、布 施 、柳 田、遠

山、岡 田、堀 、(案)高 良、宮 腰 、帆 足 、南、桜

井、羽 仁

② 「(案)軍 事 基 地 問 題 全 国懇 談 会 開 催 に

つい て」

(1953年2月)主 催 平和 擁護 日本委 員会

[ガ リ版刷 、① ② は裏 表1枚]

V一 ス ー36

1・:C朝 鮮 休 戦 条 約 に つ い て の 質 問(2項 目)

[3ヶ 国 語 、タ イ プ]1953年?v一 スー37

04641954年 度 予 算 編 成(防 衛 費 、MSA体 制

等)に つ いて の メモ

1954年 初v一 スー38

0165金 日成 との 会談 の 記録

(朝鮮 語 か ら の 邦 訳?)[ペ ン書 、筆 跡 他

者]1953年v一 スー39

㎝66『 情 報』

世 界 平 和 大 集 会 日本 連 絡 事 務 局No.1

1954年3月2日v一 スー40

0妊7『 人 権民 報』

日本 国 民 救 援 会 機 会 紙 第106号1954年

4月5日 、第111号1954年5月15日(特

に関係 記事 な し)V一 スー41

0468「 ジ ュネー ブ会義 世 界平和 大 集会 の た めの

集 り、議 駆H程 予定案 」等

[ガ リ版 刷]1954年4月18～20日 開 催 於

銀座 交 絢社Vス ー42

0469『 平和連 絡報』

ア ジ ア 太 平 洋 地 域 日 本 平 和 連 絡 会No.

5[ガ リ版 刷]1954年4月19日v一 スー43

0470『 人権 民 報』

日本 国 民 救 援 会 機 関 紙 第108号 、1954年

4月25日(大 山柳 子 、1954年4月10日 の

国 民 救 援 会 理事 会 に 出 席 した との記 事 あ

り)v一 スー44

0471『 人権 民 報』

日本 国 民 救 援 会 機 関 紙 第109号1954年

5月5日(「 水 爆患 者 を見舞 う 大 山副 会 長

花 束 と救援 金送 る」)V一 渥45

0472ExtraordinarySessionoftheWorld

CouncilofPeace

於 ベ ル リ ン1954年5月24～28日 開 催

JeanLa伍tteの 講 演 記 録[タ イ プ 印 刷]

V一 ス ー46

0473『 人権 民報』

日本 国 民 救 援 会 機 関 紙 第111号1954年

5月30日(『 人 権民 報』 講 読者拡 大 成 績 優

秀 者5人 に大 山郁夫 の色 紙 を贈 呈 との記 事

あ り)V一 スー47

0474世 界平 和評 議 会か らの 文書

(付JeanLaffitteよ り大 山郁 夫 宛 メ ッセ
ー ジ)1954年7月12日v一 スー48

0475大 山 柳 子 よ りMayer(FredericJoliot-

Curieの 秘 書)宛 書 簡 草 稿

[推 敲 は 大 山 郁 夫 の 筆 跡]1954年7月14

日(FemmesFrancaisesへ の 寄 稿 の コ ピ

ー を 同 封)V一 スー49

0476新 聞記事 切 り抜 き

1954年9月24日(第4380号)紙 名 不 詳

V一スー50
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0477ア ジア諸 国 会 議 日本 準備 委 員 会 「ア ジア 諸

国 会 議 日本 準備 委 員 会の 成 立 につ い て」

1954年12月21日v一 スー51

0478ア ジア諸国会議諸決議

0479平 和擁 護 日本 委員 会 「おね が い」

(入会呼 び か け)1954年?

V一 ス ー新

V一 ス ー52

㎎ 〕 平和擁護日本委員会を代表しての日本労働

組合総評議会第5回 大会での挨拶草稿

1955年?v一 スー53

α481『 広 島 市 に於 け る原 爆 障 害 者 治 療 対 策 の 概

要』

広 島市 原爆 障害 者 治療 対 策協 議 会[パ ンフ

レ ッ ト]1954～55年?V一 スー54

加82『 対中 国、ソヴエ ト国 交調 整 に関 す る資料 』

「一 、周恩 来総 理 と大 山郁 夫 氏 との会 談(要

旨)」[パ ン フレ ッ ト]1954年V一 スー55

餌83『 平和 新 聞』

平 和 擁 護 日本 委 員 会197号 附 録No.14

1955年1月1日v一 スー56

α184日 中 日 ソ国交 回復 国 民会 議 「日中 日 ソ全 国

会議 えの御 招 請」

1955年1月12日v一 スー57

α185妙 義 基 地 反 対 恩 賀 同志 会 ・妙 義基 地 反 対 共

同斗 争委 員 会 「全国 の 平和 を愛す る皆 さん

に訴 える!!」

1955年1月?(妙 義 山基 地 化 反 対 共 同 闘

争委 員会 は1953年4月 結 成)v一 スー58

加860原 水爆禁止世界大会共同デスク編集 『原

水爆禁止世界大会議事速報』(第2日 、第3

日)

○原水爆禁止世界大会日本準備会 『原水爆

禁止世界大会主報告資料』

1955年8月6～8日 於 広島市[パ ンフ

レット3冊]V一 スー59

0487世 界 平和 愛好 者 大会 につい ての ビ ラ類

1955年1～4月v一 スー60

0488MotherandChildProtectioninthe

RumanianPeople'sRepublic

1955年[英 文 タ イ プ]V一 スー61

㈱ ソビエ ト平和委員会宛電報申し込み用紙

(筆跡 大山郁夫)[2枚]年 月日不詳

V一 ス ー62

0490DraftAppeal(Commission1,Sub-

Commission2)

年 月 日不 詳V一 スー63

0491TheUnitedNationsforPeaceand

WorldProgress

[ポ ス タ ー]年 月 日 不 詳V一 スー64

0492TheDevelopmentoftheMovement

againstAtomicandHydrogen

BombsinJapan

西 園 寺 公 一[英 文 タ イ プ 草 稿 、12枚]年 月

日不 詳V一 スー65

0493日 本 代 表 団 「第 二 部 日米 安 保 条 約 下 の 日

本」

[タ イ プ 印刷 、書 き込 み あ り、筆 跡 他 者]年

月 日不 詳V一 スー66

0494ReportbyRyoOyama.Japa(くママ　)n

[英 文 タ イ プ]年 月 日不 詳 世 界 婦 人 会 議

(於 コペ ンハ ー ゲ ン)V一 スー67

0495『 ソ ヴエ トニ ュー ス』

第38号1951年11月1日

につ い ての 説 明 あ り)

(ス タ ー リ ン賞

V一スー68

加96『 平和 国 民 大会 ニ ュー ス』

平 和 国 民 大 会 発 起 人 会No.3～5[ガ リ版

刷]年 月 日不詳V一 スー69

0497大 山柳子演説草稿

(大山郁夫筆跡)年 月日不詳 V一 ス ー70

㎝98平 和 擁 護 日本 委 員会 よ り郵 送 の た めの 世界

各 機 関宛 名 書 き

[ガ リ版 刷 、1枚 半]V一 スー71
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餌99中 国人民 保衛 世界 和平委 員会 関係 名簿

(含天津 市分会 、南 京市分 会)[ペ ン書 き、3

枚]V一 スー72

0500中 ソ友好 同盟相 互援 助 条約 につ いて

[ペ ン書 、3枚]v一 スー73

0501他 者 の名 刺

(旅に 出 る際 の歓 迎 会 で受 け取 っ た もの と

推定)

0502日 中友好協会会員名簿草稿

[鉛筆書き]

V一 ス ー74

V一 ス ー75

0503平 和擁 護 日本委 員 会会長 と しての メ ッセー

ジ草稿

[英文 タイ プ、pp3～4の み]年 月 日不詳

V一スー76

0504平 和擁護日本委員会 「おねがい」

(入会呼びかけ)年 月日不詳 V一 ス ー77

0505「 軍事 予 算 の重 圧 一 西独 に くわ れ るイ ギ リ

ス貿 易 イーデ ン外相 一 」

雑誌 記事切 り抜 き 『新 日本産 業 』第3巻 第

8号 、P2v一 スー78

0506K.C.ロ イヤル 陸軍 長官 の演 説

[英文 タイ プ]1948年1月6日

0507原 稿

[2枚](筆 跡 他者)年 月 日不詳

V一 ス ー79

V一 ス ー80

0506DraftofSub-CommissionforAppeal

byFirstCommission

[英 文 タ イ プ、推 敲 あ り]年 月 日 不 詳

V一 ス ー81

06090kinawaasanAtomicBase‐Report

byDiscussionGroupontheProb-

lemsofLoochooIslands‐

Miyagawa(東 京 都 港 区 浜 松 町)気 付 で 送

付[英 文 タ イ プ]年 月 日 不 詳V一 スー82

0510平 和 擁 護 日本委 員会 『日本委 員名 簿』

1954年12月10日v一 スー83

0511「 諸国民 の 平和大 会 えの呼 びか け」

大 山 郁 夫 ・平 野 義 太 郎1952年10月20日

[ビ ラ]V一 スー84

0512チ ェ コスロ ヴ ァキ ア国際 会議 に お け る メ ッ

セー ジ

[英文 タイ プ]1949年4月20～25日?

V一 ス ー85

0513ReflectionsontheFutureJapanese-

AmericanRelations

日米 婦 人 ク ラ ブ(在 シ カ ゴ)に お け る 向 山

照 男 の 演 説 原 稿[英 文 タ イ プ]1947年5

月3日V一 スー86

0514イ ギ リス人 の演説 草稿

世 界 平 和 会 議 ブ ダペ ス ト大 会[英 文 タ イ

プ]年 月 日不詳V一 スー87

0515大 山柳 子演 説の ため の メモ

[ペ ン書 き、1枚]1953年3月?

0516大 山柳 子平 和大 会で の挨 拶草 稿

(ソ連 か らの来 客 に対 して)1954年

V一 ス ー88

V一 ス ー89

0517ブ タ ペ ス トで の 会 合 の 招 待 状

1953年6月18日 、1953年6月19日[各1

枚 、カ ー ド]V一 スー90

0518ProjetdelaRedactiondelaSous

CommissionPourL'AppeldelaPre-

miereCommission

[仏 文]年 月 日不 詳V一 スー91

0519〈Extraitde"Feuillesd'Herbe">

AuxRevolutionnairesD'Europe

(詩6編)[仏 文 タ イ プ]年 月 日 不 詳

V一 ス ー92

0520平 和博 覧 会記念 カー ド

1948年 V一 ス ー93
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(セ)平和運動関係等著作

a.雑 誌・単行本

0521「 学 問の 自由 の 為 に一 原 子 力 を民 衆 の 手 へ

一 」

『早 稲 田 大 学 新 聞 』第36号1947年11月

11・21日 合 併v一 セーa-1

α522「 朝鮮 の民 衆 に お くる」

『国 際 タ イ ム ス』[切 り抜 き]1948年1月

1日V一 セーa-2

0523「 宣 言 」(カ ー ル ・バ ッ ク マ イ ヤ ー 、フ ラ ン

ク ・ホ ー レ ー との 対 談)

『日 本 週 報 』 第72・73合 併 号1948年2月

1日v一 セーa-3

0524大 山 郁 夫 ・平 野 義 太 郎 ・菅 道 ・土 橋 一 吉 『民

主 主義 の旗 の も とに』

民 主 主 義擁 護 同 盟準 備 会 編 ア ジ ア 出版 社

刊1948年10月v一 セーa-4

α525「 序 文」 小林 勇 『闘 うア メ リカの 第 三党 』

同友 社1948年10月v一 セーa-5

0526「 序 」 東 良 三 『ア メ リカの 河 一 探 検 ・伝 説 ・

風 物一 』

青 雲書 院1949年1月v一 セーa-6

0527「 国際 人権 宣 言 と日本 の平 和 的将 来」

早 稲 田 大 学 人 文 科 学 研 究 所 『人 文 科 学 研

究 』第5号pp1～321949年1月

V一セーa-7

㏄28「 世界 平和 建 設 に対 す る 日本 の 歴 史的 使 命 」

解 放 社編 集部 編 『地 球 は沸 騰 す る一 米英 か

ソ連 中共 か 一わ れ らの 生活 と自 由 は ど こへ

一』<解 放 特 集第1号>pp153～184解 放

社1949年10月V一 セーa-8

㏄29「 永世 中 立 と安 全 保障 」

『早 稲 田 政 治 経 済 学 雑 誌 』 第100号1949

年9月[抜 刷]V一 セーa-9

0530「 「わ れ ら の 新 聞 」 を 守 ろ う」

『労 働 戦 線 』No.2211949年11月3日

V一セーa-10

0531『 世 界 平和 と民 族 独立 』

〈大 山 郁 夫 平 和 問 題 パ ンフ レ ツ ト〉第1集

リスナ ー社1950年4月V一 セーa-11

0532[輿 庫 の 血 を ム ダ に す る な!メ ッセ ー ジ

ー 」

山 宣 会 発 行1950年3月5日[ガ リ版 刷 、

パ ン フ レ ッ ト]V一 セーa-12

鰯 「わが 闘 病 記」

『日 本 週 報』 第180号pp42～451951年

6月15日v-a一 セー13

㏄β4『 日本の進路』

労働文化社1948年3月 V一 セ ーa-14

0535『 私 は講 和 条 約 をか く批 判 す る一 世 界 平和

お よび民 族 独 立 の立 場 か ら一 』

〈わ か り易 い平 和 ポ ケ ッ トパ ン フ〉平 和擁

護 日本委 員 会1951年11月V一 セーa-15

α536「 八 月十 五 日の新 意 義 」

平 和'..日 本 委 員 会 『せ か い 平 和 』 第40

号1952年8月15日V一 セーa-16

0537「 所 感 」

松 川 文集 編 纂委 員 会 編 『真 実 は壁 を透 して
一 松 川 事 件 文 集 一』pp233～234月 曜 書房

1952年3月v一 セーa-17

0538「 平 和の 意 思 あ る ところ平 和 の 組織 を」

全 電 通 労 組 本 社 支 部 『電 通 た た か い』 第

30号1955年1月1日v一 セーa-18

㎜ 「年 頭 の こ とば」

日本民 主 青 年 団 中央機 関紙 『若 き戦 士 』第

161号1955年1月1日V一 セーa-19

α詞0「 新生 日本 の進 路 」

東京 講 演 会 『講 演 』 第660号1948年4月

15日V一 セーa-20
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b.原 稿(草 稿 ・断 片 を含 む)

0541「 帰国 後の 感想 」

1948年1月7日 東 京 放 送 局(NHK)の

原稿[筆 跡 他 者]V一 セーb-1

0図2「 祝辞 」

平 和博 覧 会 にお ける 1948年v一 セ ーb-2

α郵3民 主 主義擁 護 同盟の 会合 での 講演 原稿

於 共 立 講 堂1949年1月19日[筆 跡 他

者]v一 セーb-3

囎4「 ひ とつの 平和 声明」

草 稿1950年?

R-21

V一 セ ーb-4

0545「 日本 の進 路 の 再 吟味 一 当面 の 国 際政 治 的

新 環境 下の 一課 題 として一」

『改造 』第32巻 第1号1951年1月 に 「世

界 平和 と日本民 族 の使命 」 と改題 して掲載

V一セーb-5

0546「 私 は講 和条 約 をか く批 判 す る一 世 界 平和

お よび 民族 独立 の 立場 か ら一」

1951年11月[原 稿 と校 正刷]V一 セーb-6

0547「 メ ッセー ジ」

平 和 大会 に病床 か ら送 る

[筆跡 他者]

1951年8月6日

V一 セ ーb-7

0548「 平和 戦 線 の拡 大 強 化 の た め に一 二 大 選 挙

にの ぞん で一」

原 稿 に は 表 題 な し 『前 衛』 第79号1953

年4月 掲 載 され た もの との異 同 あ り

V一セーb-8

㈱ 「平 和戦 線 の拡 大 強 化 の た め に一 参 議 院 選

挙 を前 に して」

『前 衛』 第79号1953年4月 掲 載 時 に 副

題 を 「二 大 選挙 にのぞ んで」 と改 題

V一セーb-9

α560表 題 な し(吉 田 茂内閣 批 判)

[5枚]1953年3月? V一 セ ーb-10

0551表 題 な し

[筆 跡 他 者]1953年12月(文 面 よ り 推

定)V一 セーb-11

0562表 題 な し(平 和 大 会へ の講演 録?)

[筆跡 他 者]1953年(文 面 よ り推定)

V一 セ ーb-12

0563「 奄 美大 島の皆 様!」

1954年2月8日 於 東京 V一 セ ーb-13

α554「 メ ッセ ー ジ 」(ビ キ ニ の 米 水 爆 実 験 反 対)

1954年?v一 セーb-14

α565表 題 な し(参 議 院 ク ラブ を代 表 、原 子 力 国

家 管理 、水爆 実験 等 につ いて)

1954年?v一 セーb-15

0556「 大 十 月 社 会 主 義 革 命 を 紀 念(くママラ)して 」

1954年11月7日v一 セーb-16

㏄67「 朝鮮 民 主 主義 人 民 共 和 国最 高人 民 会 議 ア

ピー ル」 とそれへ の回 答

1954年12月v一 セーb-17

0568渡 辺 春 男 『片 山潜 と共 に』 の 「序 」 の 草稿

(一 部)

1955年1月v一 セーb-18

0569「 挨 拶」

同 志社 大学 明徳 館 での 「中 国映 画 と講 演 の

夕べ」 に お ける1955年8月30日

V一セーb-19

α560中 国紅 十 字会 長李 徳全 女史 一行 を迎 えて の

祝 辞

年 月 日不 詳V一 セーb-20

0561李 徳全一行を送る際の挨拶

年月日不詳 V一 セ ーb-21

一71一



R-22

α562CharlesFahs宛 手紙 草 稿

(日本 社 会党 員戸 叶 里 子 の 訪 米 に際 し て の

紹 介状)1950年1月20日v一 セーb-22

0563ProposalbytheJapanesePeace

CommitteetotheCommitteeofthe

WorldCongressforPeace

(日 本 平 和 委 員 会 の 名 に お い て 執 筆)1950

年3月4日v一 セーb-23

0564日 本平和 委 員会 と して の メ ッセ ー ジ

草 稿[断 片、2枚 … ほぼ 同 一 内 容]1950年

5月v一 セーb-24

0565平 和擁 護 日本 委員 会会 長 として の手 紙控 え

(宛名 記 載 な し 但 し 他 者 の 筆 跡 でTru-

manと のペ ン書 きあ り)1951年9月5日

V一セーb-25

0566EffectofPremierStalin'sNewYear

MessageupontheJapanesePeople

[草 稿]1952年1月7日v一 セーb-26

0567AMessagetotheCongressofthe

PeoplesforPeace

(世 界 平 和 委 員 会 ・平 和 擁 護 日本 委 員 会 の 一

員 と し て)1952年12月5日 於 東 京[英

文 タ イ プ 、3部]v一 セーb-27

α568第 三 世 界 青 年大 会(於 ブ カ レ ス ト)で の

メ ッセ ー ジ草稿

1953年7月25～30日[英 文 タ イ プ]

V一 セ ーb-28

0569国 際 ス タ ー リン 平 和 賞 委 員 会 会 長D .V.

Skobeltsyn宛 手紙 控 え

[英文 タ イプ 、2部]1953年1月26日

V一セーb-29

0570ア ジ ア 太 平 洋 地 域 連 絡 会 議 書 記 長Lin

Ning-1宛 手 紙控 え

[英文 タイ プ、2部]1953年1月26日

V一 セ ーb-30

0571KuoMo-Jo宛 手 紙 控 え

[英 文 タ イ プ 、2部]1953年1月26日

V一セ ーb-31

㏄72朝 鮮民主主義人民共和国民衆に対する演説

草稿等が書かれたノート

(1953年11月 朝鮮休戦祝賀 日本国民平和

親善使節団として訪問したときのもの?)
V一セーb-32

0573大 山柳 子 との連 名 に よ るメ ッセ ー ジ

[英文 印刷 、自筆 サ イ ンあ り、草稿 、計3部]

1954年2月23日 於 東 京 都 新 宿 区戸 塚 町

自宅V一 セーb-33

0574AsianSolidarityasRetlectedinthe

JapanesePeaceMovement

付0573の メ ッ セ ー ジ[草 稿 、手 稿 ・タ イ プ

2種]1954年2月23日v一 セーb-34

0575AMessageofPeacetoFrenchWomen

大 山 柳 子(婦 人 懇 話 会 議 長(婦 人 友 好 協

会)と 国 民 救援 会 副 会 長 と して)[草 稿、手

稿 ・タ イ プ2種 、大 山 郁 夫 の 筆 跡]1954年

6月30日v一 セーb-35

㏄76大 山柳子演説草稿

[英文]婦 人友好協会婦人懇話会議長国民

救援会副会長[断 片、大山郁夫の筆跡]

1954年7月1日 他v一 セーb-36

0577モ スクワ大学文学部教授団宛手紙

(蜷川譲のモスクワ大学への推薦状 付封筒

(切 手 、消 印 な し)

10月1日

[英 文 タ イ プ]1954年

V一 セ ーb-37

0578演 説 草稿

[英文 、手 稿 、5枚]1954年10月17日

V一 セ ・

αi79演 説草 稿(平 和 擁 護 日本 委 員 会 として)

[英 文 タ イ プ、2枚 、2部]1955年1月14

日V一 セーb-39

0580演 説草 稿(ア ジア 諸 国会 議 に お け る)

[英文 タ イ プ、2種]1955年4月4日

V一 セ ーb-40
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0581世 界 平 和 評 議 会 議 長JeanLaHitte宛 手

紙 控 え

[英文 タイ プ]1955年3月5日V一 セーb-41

068'ZProposalbytheJapanesePeace

ComitteetotheComitteeofthe

WorldCongressforPeace

[英 文 タ イ プ 、断 片]年 月 日不 詳V一 セーb-42

0583WilliamP.Woodard(在 東 京都 港 区芝

公園)宛 手紙草 稿

[手稿]1955年8月5日V一 セーb-43

α184演 説 草稿(平 和 擁 護 日本 委 員 会 会 長 と し

て)

[英文 、手稿 断 片]年 月 日不詳V一 セーb-44

0585英 文草 稿 断片

[タ イ プ(修 正 の 筆 跡 他 者)、手 稿 、2種

(内容 は別)]年 月 日不 詳V一 セーb-45

0586演 説草 稿

[英文 、手稿 ・タ イプ]年 月 日不 詳

V一 セ ーb-46

0587演 説 草稿

[英文 タイ プ、断片]1953年 ～54年?

V一 セ ーb-47

0688<PoliticalCommissionTextNo.2.

211Message

[英 文 タ イ プ 、草 稿 、修 正 の 筆 跡 他 者]年 月

日不 詳V一 セーb-48

㈱ 平和 委 員会(於 モ ス クワ)関 係 英 文草稿

[手稿 、1枚]年 月 日不詳v一 セーb-49

0590大 学試験 問 題草稿

1948年4月 ～1951年3月 の間[断 片]

V一セーb-50

0591英 文草 稿(ソ 連訪 問時 の挨 拶?)

年 月 日不詳[手 稿 、断 片、2枚]V一 セーb-51

0592英 文草稿

年月日不詳[手 稿] V。 セ ーb-52

0593参 議院選挙を前にしての演説草稿

(参議院議員現職時に執筆)[手 稿、断片]
V一 セ ーb-53

0594日 清 戦争 ・日露 戦争 に関 す る メモ

年 月 日不 詳V一 セーb-54

0595英 文草稿

年 月 日不詳[タ イ プ、No.5の み]

V一 セ ーb-55

06A6AMayDayMessage

年 月 日不詳[タ イ プ、草稿 、1枚 目の み]

V一 セ ーb-56

0597英 文 草稿

年 月 日不 詳[手 稿 、断 片 、4枚 但 し裏 に も

記載 あ り]V一 セーb-57

0598大 山 柳子 との 連名 に よ る英文 演説 草稿

1954年(内 容 よ り推 定)[手 稿]v一 セーb-58

0599英 文 草 稿

[手 稿 、断 片]内"The

PremierJ.Nehru"あ り

MostRevered

年 月 日 不 詳

v一セーb-59

0600英 文草 稿

[手稿 、断 片3枚]年 月 日不 詳 V一 セ ーb-60

06α 英文 草稿

[手稿 、断 片、他 者 の 筆 跡 の もの も捜 入]年

月 日不詳V一 セーb-61

0602英 文 草 稿

[タ イ プ 、No.1欠 、No.2～No.5]年 月 日 不

詳V一 セーb-62

0603草 稿

[断片 、筆跡 他 者]年 月 日不詳

0604メ モ 類

[断片]年 月 日不 詳

0605英 文演説草稿

[手稿]年 月日不詳

V一 セ ーb-63

V一 セ ーb-64

V一 セ ーb-65
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0606英 文 メモ

[手稿、タ イプ]年 月 日不 詳

0607英 文 メ ッセ ー ジ

[手稿 、1枚]1955年3月8日

v一 セ...

V一 セ ーb-67

0608英 文 メ ッセ ー ジ

[手 稿 、断 片]1954年3月22日 、1954年3

月23日 他v一 セーb-68

0609草 稿

[断片 、英文 ・邦 文]年 月 日不詳 V一 セ ーb-69

0610手 紙草 稿

(堀真 琴 、須 藤 五 郎 、柳 田 惣 十 郎 の紹 介)年

月 日不詳(1953年11月 の訪 朝以 後)

V一セーb-70

0611英 文 草稿

[タ イプ]1951年9月 の サ ンフ ラ ン シ ス コ

講 和 条約 調 印前後 と推定V一 セーb-71

0612平 和 大集 会 での演 説 草稿

1955年 月 日不詳

0613労 働 組合 集会 草稿

[欠頁 あ り]1955年 月 日不詳

0614草 稿

[欠頁 あ り]1953年

V一 セ ーb-72

V一 セ ーb-73

V一 セ ーb-74

0615草 稿

[断片]裏 に大 山柳子 の手 紙 草稿 年 月 日不

詳V一 セーb-75

0616草 稿 断片

1950年 初 め V一 セ ーb-76

0617草 稿

[筆跡 他 者]1953年7月 朝 鮮 休 戦 協 定 調

印以 後V一 セーb-77

0618草 稿

[断片 、1枚]1949年9月 中 華 人 民 共 和 国

成 立 直 後(裏 は 朝 日 新 聞1949年6月24

日 記事の大山聰による筆写) V一 セ ーb-78

0619書 「東呼西雁 前川旦君嘱」

年月日不詳 V一 セ ーb-79

0620TheSeason'sGreetings

(カ ー ド、封 筒 、大 山 郁 夫 ・大 山 柳 子 の サ イ ン

あ り)1955年1月1日v一 セーb-80

0621書(多 数)

年 月 日不 詳

R-23

(ソ)診断書等医療関係

V一 セ ーbセ ー81

0622東 京 大 学病 院 よ り、大 山 郁 夫 治 療 の た め の

エ ヴ ァ ンス トン病 院 への 書 簡

[草稿 、タイ プ]1950年10月30日v一 ソー1

0∈23東 京 大 学 病 院 よ り エ ヴ ァ ン ス トン 病 院

MaryM.Newtonへ の礼 状

[草稿 、タイ プ]1950年11月19日v一 ソー2

0624東 京大 学 医 学 部 附 属 病 院 よ り在 院 患 者 宛、

入院 料 改正 に 関 す る通 知 、及 び 大 山郁 夫入

院 中の 食事 メモ

[筆跡 大 山柳 子 、鉛 筆 書 き]1951年9月20

日、1951年3～5月v一 ソー3

0625聖 母 病 院(内 科)(新 宿 区 下 落 合)の 診 察

券 と病 院 リス ト(メ モ)

1953年5月12日 ～8月11日(「 渡 航」 と

の添 書)v一 ソー4

0626大 山 郁夫 ・大 山柳 子 の ソ連 で の診 断 報告 書

[原文 ・邦 訳]1955年7月12日(1957年4

月17日 に岩 崎 秀 之 よ り大 山柳 子 に送 付)

V一ソー5

㏄27東 京大学医学部病理学教室図書係福田芳郎

より大山柳子・大山◎宛、大山郁夫の遺体 と

書籍提供に対する礼状

1955年12月27日V一 ソロ6

06囲 新日本医師協会より大山柳子宛、東大医学

部での大山郁夫の病状検討についての連絡
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(1957年3月17日 実 施)1957年3月7日

V一ソー7

0629岩 崎 秀之 ・北 沢 英雄 「出 血性 硬 脳 膜 炎 一 人

山郁 夫氏 の病状 考察 一」

(新 日 本 医 師 協 会 『医 学 評 論』 第17号)

1957年7月v一 ソー8

(タ)言卜報記事・葬儀関係

0630「 大 山 郁 夫 氏 死 去 」

(『毎 日新 聞 』 夕 刊)1955年11月30日

V一ター1

α矧ph報 記 事

(『朝 日 新 聞 』 夕 刊)1955年11月30日

V一ター2

0632上 村進 書

「大 山郁 夫先 生 の死 を悼 み て」

「大 山郁 夫先 生 の生涯 をたた いて 」

[色紙2枚]1955年11月30日v一 ター3

㎜ 「大 山氏 の死 と京 の参 院選」 「大 山郁 夫 氏逝

く け さ脳 血せ ん症 の ため」

(『都新 聞 』)1955年12月1日v一 ター4

0634「 大山 郁夫 氏逝 く 八H大 隈 講堂 で平 和葬 」

(『早 稲 田 大 学 新 聞』 第231号)1955年12

月6日V一 ター5

C635大 山郁 夫平 和葬 実行 委員 会 『大 山郁 夫 平和

葬』

(1955年12月8日 於 早 稲 田 大 学 大 隈 講

堂 、12月18日 於 同志 社 大 学 栄 光 館)[パ

ン フレ ッ ト]v一 ター6

0636「 故 大 山郁夫 先生 追悼 会 出席 者 芳名録 」

(1955年12月8日 於 早 稲 田 大 学 大 隈 会

館)[2冊]V-5-7

0637上 村 進 書

「旧労 農 党 中央委 員長 大 山郁 夫 先生 生 涯」

[色紙]1955年12月8日v一 ター8

0638「 〈し の ぶ 草 〉 大 山 郁 夫 氏 」

(『週 刊 朝 日』 第60巻 第50号)1955年12

月11日v一 ター9

0639「 大 山未亡 人遺骨 を胸 に京都 人 り」

(『国際 新聞 』)1955年12月19日 V一 タ ー10

0640「 〈"平和 の 闘 士99大 山郁 夫 氏〉 在 り し日

のプ ロフ ィルー 追悼 講演 か ら一」

(『都 新 聞』)1955年12月19日 、1955年12

月18日 同 志社 大学 栄光 館 での講 演

V一ター11

0641葬 儀 の 際 に遺 族 が着 用 した リボ ン(2個)

※V一 ター12

0642大 山郁 夫平和 葬 実行 委員 会 「大 山郁 夫追 悼

特 集」

(『平 和 新 聞 』号 外)1956年1月10日 、付

葬儀 の 際の メモ(筆 跡大 山聰)V一 ター13

0643関 係 者名 簿

(メモ、筆 跡大 山柳 子)[鉛 筆書 き、2枚]

V一ター14

0644「 御 弔 問 者 芳 名」・ 「御 会 葬 帳 」・「金 銭 出 納

帳」 等

V一ター15

C645「 芳 名簿 」

R-24

げう大山郁夫記念事業会

V一 タ ー16

0646「 大 山 郁 夫 記念 事 業 会 発 起 人御 承 諾 者(三

月二14五11現 在)」

[1枚 、裏 表]1956年3月 末～4月?

V一チー1

0647「 大 山郁 夫記 念事 業会 規約 草 案」

[3枚 、ガ リ版 刷]1956年v一 チー2
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0648「 大 山郁 夫 記念 事 業会 趣意 書 」

1956年5月[パ ンフ レ ッ ト] V一 チ ー3

0649メ モ

(原水 爆 禁 止 日本 協 議 会 の 原稿 用紙 、1枚 、

裏 表)vチ ー4

0660「 大山 郁夫 記念 出版 試 案」

1956年[ガ リ版刷] V一 チ ー5

0651「 試算 表 」 「募 金実 績 」 「経費 実態 」

(1956年?6月13日 現在)[ガ リ版 刷]

V一チー6

0652「 大山郁夫記念事業会役員」名簿

V一 チ ー7

0653「 大 山郁夫 記念 事業 会発 起人 会 要 旨」

1956年3月23日 以 後v一 チー8

0654「 大 山郁夫 記念 事 業会 会報 」

No.11956年(発 行 年 月 日記 載 な し)

V一チー9

0655「 大 山祭 整理 券」

(20円)1956年?12月6日 於 早 稲 田大 学

大隈 講堂 、付 大 山郁 夫記 念事 業会 よ り大 山

柳子 宛封 筒V一 チー10

0656「 大 山郁 夫記 念事 業会 につ いて」

(日本 平和 委 員 会 『平 和 ニ ュー ス』No.44)

1957年8月15日V一 チー11

(ヅ)後年の追悼 ・顕彰

0657大 山郁 夫 を しのぶ 集い実 行 委員 会 「御 知 ら

せ 」 【チ ラ シ]

同 「平 和 の 人 大 山郁 夫 を偲 ぶ 集 い」[パ ン

フ レ ッ ト]

(1956年3月9日 於 神 奈 川 県立 音 楽 堂)

1956年2月V一 ツー1

1..:「 平和 の人 大山 郁夫 を偲 ぶつ どい」

(1956年3月9日 於 神 奈川 県立 音 楽堂)

V一ツー2

0659「 平 和 の 人 大 山郁 夫 を偲 ぶ 集 い」 に お け る

大 山柳 子挨 拶

草稿[手 稿]v一 ツー3

C660追 悼会での大山柳子演説草稿

年月日不詳 V一 ツ ー4

0661大 山 郁 夫 記 念 事 業 会 ・門 下 会 ・国 民 救 援 会 ・

日本 平 和委 員 会 共催 に よ る 「墓 参 としの ぶ

会」(1957年ll月30日 於 小 平 霊 園、高

田馬 場 駅 前三 好 野)の 「お 知 らせ 」

(日本 平 和 委 員 会 『平 和 ニ ュ ー ス』 号 外)

1957年11月22日V一 ツー5

0662中 国人民保衛世界和平委員会・郭沫若・◎承

志より日本平和委員会宛大山郁夫死後十周

年追悼文

[邦訳]1965年11月25日V一 ツー6

0663世 界 平 和 評 議 会 ・日本 平 和 委 員 会 よ り平 和

運動 十 周 年 を記 念 しての 「表 彰状 」

1959年11月23日v一 ツー7

0664青 山与 平 書

「真 実 は 生 き て い る」1967年11月30日

墓 前祭 記 念[色 紙4枚]V一 ツー8

0665兵 庫 県知 事 よ り 「郷土 の 先 覚者 」 として の

「顕 彰状 」

1967年7月12日(兵 庫 県政 百 年)

V一 ツ ー9

iii・ 劉 猛 「大 山郁 夫 先 生御 霊 前」

1982年11月25日(1922年 早 稲 田大 学政

治 経済 学 部卒 業 生)V一 ツー10

(デ)雑

・:.憲 法研 究 会会 員 名(ロ ー マ字) 、天 皇 制 に関

す るメモ

[鉛筆書 き、筆 跡 他 者]年 月 日不詳v一 テー1

0668(国 際 問題?)研 究 所 につ いて の メ モ

大学 ノー ト[筆 跡 他 者]1948年?4月27

日、5月1日V一 テーz
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0669日 本学 生文化 連盟 よ り結 成大 会

(1947年11月29日 、於 専 修 大学 講 堂)へ

の 出席依 頼状1947年11月26日V一 テー3

0670「 一 新帰 国者 の 日本女性 観」

大 山 柳 子 『婦 人 公 論』 第31巻 第12号

1947年12月V一 テー4

0671社 会党憲 法改 正案 特別 委員 会 『社 会 党の 憲

法 改正草 案修 正意 見』

[ガ リ版刷 、パ ンフ レ ッ ト]年 月 日不 詳(森

戸 辰 男 ・鈴 木 茂 三 郎 よ り コー ル グ ロ ー ブ

(第一 ホテ ル内)に 宛 て た もの)V一 テー5

αヲ2「 わ れ らは何 をな すべ きか」

大 山柳 子 『生 活 文 化 』第9巻 第4号1948

年4月v一 テー6

0673日 本社 会 党 政 策調 査 会 ・日本社 会 党 選 挙委

員 会 『日本社 会党 政策 指針 』

日本 社会 党 出版部1948年12月V一 テー7

0674『 日本の 進路』 の 宣伝 ポ ス ター

裏 に配 布 先 メモ書 き[筆 跡 他 者]1948年

3月 ご ろv一 テー8

06750「 波紋 を描 く公安 条例 」

○ 〈社 説〉 「憲法 改 正研 究 にかか れ」

『東 京 新 聞』(1949年6月5日)記 事 切 り

抜 きv一 テ9

0676太 平住 宅相 互株 式 会社 『実 用中 小住 宅 の設

計集』 第1集

1950年9月20日Vテ ー10

0677年 賀 状

(文 面 印 刷 、未 使 用)1953年1月1日

V一テー11

0678「 大 山 邸 改 造 平 面 図 」

Yanaka-HasegawaArtecturaloffice

1953年1月19日v一 テー12

0679余 家 麟 書

[色紙 、3枚]1953年1月 V一 テ ー13

0680「 三、一 五 を偲ぶ 会」 参 会者 一同 よ り贈 られ

た寄せ 書

色 紙1953年3月15日 V一 テ ー14

0681北 京 国 会術 ニ ート六 弓人 民 中 国 社 『人 民 中

国』 か らの原稿 執筆 依 頼状

[邦 文]1953年10月9日(『 人 民 中 国』

1953年11月1日 掲 載 「周恩 来 との 一 問 一

答 」 はそれ に応 じた もの?)V一 テー15

06820「 日本資 本 主義 講 座 一 戦 後 篇 一(案)」

(第1巻 に 「「民 主化」 政 策の意 義 と内容 」

を執筆 予定(前 野 良 との 共著))

○ 「主 要項 目梗概(未 定 稿)」

○ 「日本資 本 主義講 座の 対 象 と問 題 に つ い

ての提 案」

1953年?V一 テー16

㎜ 牧野田暁子 「履歴」

1953年? V一 テ ー17

06840『 ア カハ タ』 第1324号

1954年4月24日

○ 「知事 選挙 、地 区別 得票 表」

[ガ リ版 刷]付 日本共 産 党 中央指 導 部 の封

筒1954年4月v一 テーi$

0685青 年法 律家 協会 『会 報』

第1号1954年6月20日

06861reland'sConstitution

V一 テ ー19

[英 文 タ イ プ 、同 一3部]年 月 日不 詳

V一テー20

0687社 団法人H本 経済 復 興協 会 『会 員名簿 』

1949年4月 末 日v一 テー21

0688労 農救援 会 、新 日本 医師 協会 他 諸団 体 名簿

[ペ ン書 き、3枚 、筆跡 他者]年 月 日不 詳

V一テー22

06890鹿 児島長 田 郵便 友の 会 『会 員名 簿』

1954年2月10日

○鹿 児島 市観 光課 「みな みの 国鹿 児 島」

年 月 日不 詳V一 テー23

oagOO「 一 生 会 名簿(東 京 地 区在 住 者 の み)」

1955年6月10日(相 川 理一 郎 が会 員)

一77一



○ 「第一期海軍予備生徒(昭 和十八年十二

月入隊)戦 没者名(飛 行操縦又は偵察専修

者)」

○ 「一生会々則(案)」

[ガ リ版 刷]

0691『 人名 簿』

[筆跡 他 者]年 月 日不詳

0692「 ジ ャーナ リス ト連 盟」 名簿

[手稿 、筆跡 他 者]年 月 日不 詳

0693畑 中繁雄・土門挙他人名一覧

[手稿、筆跡 他者]年 月日不詳

R-25

V一 テ ー24

V一 テ ー25

V一 テ ー26

V一 テ ー2ア

0694『 金銭 出納帳 』

①⑦1949年9月 ～1950年4月

② ④1950年10月 ～1951年2月

③⑦1950年5月 ～1952年7月

④ ⑦1952年7月 ～1954年12月

⑤ ⑦1955年1月 ～1962年4月

⑥ ⑦1949年1月 ～8月

⑦④1951年6月 ～11月

⑧④1951年2月 ～6月v一 テー28

0695公 共料 金等 領収 書 ・請求 書

1951～1952年

0696中 村書 店 請求 書

(1951年6～10月 分)

11月

V一 テ ー29

1951年9月30日 ～

V一テー30

α397中 村 書店 、納品 書 ・請求 書

1952年 、1954～55年 V一 テ ー31

069B日 本 国民 救援 会 ・平和擁 護 日本 委 員 会 等 会

費 ・寄附 の領収 書

1952年v一 テー32

0699各 社宣伝葉書、保険満期通知等

0700未 使 用便せ ん

V一 テ ー33

V一 テ ー35

07rn会 合の報告書?

[手稿]年 月日不詳
v一 テ ー36

07(P英 語 を人 に教 えた と思 わ れ る際 の メモ

年 月 日不 詳V一 テー37

0703「 株 式 会社 新 女性 社 株 式 募 集趣 意 書 」

年 月 日不 詳V一 テー38

σ704デ ッサ ン

(平和 大 会 の折?大 山柳 子 画?)[2枚]

V一 テ ー39

07α5婦 主 民 主 ク ラブ網 領 ・入会 申込 書

1946～47年?v一 テー40

σ706『 曼殊 』

[パ ンフ レ ッ ト]年 月 日不 詳

σ7(n「 大 山郁 夫 」 名札

(木製)

0708他 者 の 名 刺

※[4枚]1953年 ご ろ?

V一 テ ー41

V一 テ ー42

V一 テー43

σ709他 者 の名 刺

[17枚]ア メ リカ 亡 命 時 代 な い し帰 国 直

後?V一 テー44

0710他 者 の名 刺

[2枚]定 期 入 れ[セ ルロイドケース]

0711他 者 の名 刺

[3枚]

0712「 大 山郁 夫」 名 刺

0713メ モ類

V一 テー45

V一 テー46

V一 テ ー47

V一 テ ー48

0714『 手 帳』

(1953年 、京都 市 会)人 名 簿 、メ モ代 わ りに

使 用V一 テー49

0715メ モ、未使 用絵 葉 書 、封 筒 等

v一 テ ー50
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0716『 早稲 田大 学新 聞』創 刊 号

(1922年11月5日)復 刻 版1980年12月

復 刻(復 刻 を行 った龍漢書 舎 よ り大山 聰 に

送 付)V一 テー51

0717大 山郁 夫 「同志 「山宣 」の 流 した 血」

(『文 芸 春 秋』1929年4月)の 特 別 企 画

「文 芸 春 秋 八〇 〇 冊 に み る昭 和 史」 へ の再

録依 頼1979年4月10日 大山 聰宛

V一テー52

0718は り絵

※ 作者 不明

0719木 箱 入 りクレ ヨン

X

V一 テ ー53

V一 テ ー54

σ720洋 服 ブ ラ シ

X

0721未 使 用 絵 葉ll}

X

σ722サ ン グ ラ ス

※(ケ ー ス 入 り)

0723大 山郁 夫 肖像 画

V一 テ ー55

V一 テ ー56

V一 テ ー57

「平和萬歳 大山郁夫」との自筆署名[8

枚]1955年

σ724大 山郁 夫先 生宛 名 士年賀状

1955年1月(43枚)

V一 テ ー58

V一 テ ー59

R-26

VI書 簡

(ア)留学時代葉書(1910～14年)

整馨 号 差出人

0725大 山 郁 夫

0726大 山郁 夫

0727大 山郁 夫

0728大 山郁 夫

0729大 山郁 夫

0730大 山郁 夫

0731大 山郁 夫

0732大 山郁 夫

0733大 山郁 夫

0734大 山郁 夫

0735大 山郁 夫

0736大 山郁 夫

発信地

ホ ノ ル ル

(ハ ワイ州)

シ カ ゴ

(イ リノイ州)

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

受取人

大 山 くら子 ・

柳 子

大 山 くら子 ・

柳 子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

執筆年月日 消EP責 稿種ヨL

1910.9.17葉rr

資料番号

1910.9.17 VI一 ア ーa-1

1910.10.51910.10.6葉 書Vl一 ア ーa-2

lylU.? 1910.1{〕,15葉 書V}一 ア ーa-3

1910.10.281910.10.'葉 舎VI一 ア ーa-4

1010.? 191〔1.1〔[.29葉 書Vl一 ア ーa-5

1910.11.151910.ll.17葉 書}Vl一 ア ーa-6

191([.ユ1.28191〔Ll1.2～1葉 書Vl一 ア ーa-7

19--.1.?51911.125葉 書VI一 ア ーa-8

1911.1.261911.126葉{華}Vl一 ア ーa-g

1911.2.211911.E.23葉 書Vl一 ア ーa-10

1911.2.231911.'.:.'3葉iiiVト ア ーa-11

1911.3.5ナ シ 葉il}Vl一 ア ーa-12
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聾訴 差出人

0737大 山郁 夫

0738大 山郁 夫

0739大 山郁 夫

0740大 山郁 夫

0741大 山郁夫

0742大 山郁夫

0743大 山郁 夫

0744大 山郁 夫

0745大 山郁 夫

0746大 山郁 夫

0747大 山 郁夫

0748大 山郁夫

北原(?)

0749大 山郁夫

0750大 山郁夫

0751大 山郁 夫

0752大 山郁 夫

0753大 山郁夫

0754大 山郁夫

0755大 山郁夫

0756大 山郁夫

0757大 山郁夫

0758大 山郁夫

0759大 山郁 夫

0760大 山郁 夫

0761大 山郁 夫

0762大 山郁 夫

0763大 山郁 夫

0764大 山郁 夫

0765大 山郁 夫

0766大 山郁 夫

0767大 山郁 夫

発信地

シカ ゴ

シ カ ゴ

シ カ ゴ

シ カ ゴ

シ カ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

受取人

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

一80一

執筆年月日

1911.4.18

1911.8.4

1911.?

1911.8.18

1911.?

1911.8.27

1911.9.9

1911.9.12

1911.9.14

1911.9.23

1911.10.10

1911.?

1911.11.6

1911.11.2(くママコ)4

1912.?

1912.1.23

1912.2.6

1912.2.14

1912.2.27

1912.3.4

1912.3.4

1912.3.12

1911.3.1(くママラ)3

1912.3.28

191?.4.1

1912.4.3

1912.4.30

1912.5.14

1912.5.14

1912.6.4

1912.7.14

塑

1911.4.18

ナ シ

1911.8.16

1911.8.18

1911.8.25

1911.8.28

1911.9.11

1911.9.12

1911.9.14

1911.9.23

1911.10.10

1911.10.25

資料種別

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

1911.ll.8葉 書

1911.11.23葉 書

1912.1.9葉 書

1912.1.23葉 書

1912.2.6葉 書

1912.2.14葉 書

ナ シ 葉 書

1912.3.4葉 書

1912.3.4葉 書

1912.3.12葉 書

1912.3.13葉 書

1912.3.29葉 書

1912.4.1葉 書

1912.4.3葉 書

1912.4.30葉 書

1912.5.ユ5葉 書

1912.5.?葉 書

1912.6.4葉 書

1912,7.15葉 書

資 料 番 号

Vl一 ア ーa-13

V「一ア ーa-14

VI一 ア ーa-15

Vl一 ア ーa-16

Vl一 ア ーa-17

VI一 ア ーa-18

Vl一 ア ーa-19

vi一 ア ーa-20

Vl一 ア ーa-21

VI一 ア ーa-22

Vl一 ア ーa-23

Vl一 ア ーa-24

VI一 ア ーa-25

VI一 ア ーa-26

VI一 ア ーa-27

Vl一 ア ーa-28

Vl一 ア ーa-29

VI一 ア ーa-30

VI一 ア ーa-31

Vl一 ア ーa-32

Vl一 ア ーa-33

Vl一 ア ーa-34

VI一 ア ーa-35

Vl一 ア ーa-36

Vl一 ア ーa-37

VI一 ア ーa88

VI一 ア ーa-39

vi一 ア ーa-40

VI一 ア ーa-41

Vト ア ーa-42

Vl一 ア ーa-43



整理番号 差出人

0768大 山郁 夫

0769大 山郁 夫

0770大 山郁 夫

0771大 山郁夫

0772大 山郁夫

0773大 山郁夫

0774大 山郁 夫

0775大 山郁 夫

0776大 山郁 夫

0777大 山郁 夫

0778大 山郁 夫

0779大 山郁 夫

0780大 山郁 夫

0781大 山郁 夫

0782大 山郁 夫

0783大 山郁夫

0784大 山郁 夫

0785大 山郁 夫

0786大 山郁 夫

0787大 山郁 夫

0788大 山郁 夫

0789大 山郁 夫

0790大 山郁 夫

0791大 山郁 夫

0792大 山郁 夫

0793大 山郁 夫

0794大 山郁 夫

0795大 山郁 夫

0796大 山郁 夫

0797大 山郁 夫

発信地

シカ ゴ

シ カゴ

シカ ゴ

シカ ゴ?

シカ ゴ

ワ シ ン ト ンD.C.

ニ ュ ー ヨー ク

(ニ ュー ヨー ク州)

ニ ュ ー ヨー ク

ミュ ンヘ ン

(ド イツ)

ミ ュ ンヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ミュ ン ヘ ン

ミュ ンヘ ン

ミュ ン ヘ ン

ミュ ンヘ ン

ミュ ンヘ ン

チ ロ ル

(オース トリア)

ミュ ンヘ ン

ミ ュ ンヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

受取人

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

一81一

執策年月日

1912.7.30

1912.8.6

1912.8.19

igi2.y.s

1912.9.12

1912.10.14

1912.10.17

胆

1912.7.30

ナ シ

1912.8.19

ナ シ

1912.9.12

1912.10.15

1912.10.18

資料種別

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

資 料 番 号

vi一 ア ーa-44

Vl一 ア ーa-45

VI一 ア ーa-46

VI一 ア ーa-47

vi一 ア ーa-48

VI一 ア ーa-49

Vl一 ア ーa-50

1912.10.191912,10.19葉 書VI一 ア ーa-51

1913.1。11913.1.1葉 書VI一 ア ーa-52

1913.1.2

1913.2.2

1913.2.3

1913.?

1913.3.4

1913.3.8

1913.3.1?

1913.3.22

1913.3.22

1913.4.5

1913.4.26

1913.5.8

1913.5.14

1913.5.14

1913.6.7

1913.6.10

1913.7.19

1913.9.8

1913.1.2葉 書Vl一 ア ーa-53

1913.2.2葉 書Vl一 ア ーa-54

1913.2.3葉 書Vl一 ア ーa-55

1913.2.6葉 書Vl一 ア ーa-56

1913.3.4葉 書Vl一 ア ーa-57

1913.3.9葉 書VI一 ア ーa-58

1913.3,13葉 書VI一 ア ーa-59

1913.3.22葉 書Vl一 ア ーa-60

1913.3.22葉 書Vl一 ア ーa-61

1913.4.5葉 書Vl一 ア †62

1913.4.26葉 書VI一 ア ーa-63

1913.5.8葉 書Vl一 ア..-

1913.5.14葉 書Vl一 ア ーa-65

1913.5.14葉 書Vl一 ア ーa-66

1913.6.7葉 書Vl一 ア ーa-67

1913.6.10葉 書VI一 ア ー..:

1913.7.20葉 書VI一 ア ーa-69

1913.9.8葉 書vi一 ア ーa-70

1913.9.231913.923葉 書

1913.10.71913.10.8葉 書

1913.10.211913.10.21葉 書

Vl一 ア ーa-71

Vl一 ア ーa-72

vi一 ア ーa-73



整理番号 差出人

0798大 山郁 夫

0799大 山郁 夫

0800大 山、 冨 田山寿

0801大 山郁 夫

0802大 山郁 夫

0803大 山郁 夫

0804大 山郁 夫

0805大 山郁夫 ・

高 田早苗 ・

増 田義一 ・

橘静 二

〇806大 山郁 夫

0807大 山郁 夫

0808大 山郁 夫

0809大 山郁 夫

0810大 山郁 夫

0811大 山郁夫

0812大 山郁夫

0813大 山郁夫

0814大 山郁 夫

0815大 山郁 夫

0816大 山郁 夫

0817大 山郁 夫

0818大 山郁 夫

0819大 山郁 夫

発信地

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ミュ ン ヘ ン

ミュ ン ヘ ン

ミュ ン ヘ ン

ミュ ン ヘ ン

ニ ー ス

(フ ランス)

ベ ル リ ン

(ド イツ)

ドー バ ー

(イギ リス)

ロ ン ド ン

(イギ リス)

ニ ー ス

ポ ンペ イ

(イ タ リア)

ベ ニ ス

(イ タ リア)

ウ ィ ー ン

(オー ス トリア)

ブ ダペ ス ト

(ハ ンガ リー)

ラ イ プ チ ヒ

(ド イツ)

リ ヨ ン

(フ ラ ンス)

ベ ル リ ン

イ エ ナ

(ド イツ)

ミュ ンヘ ン

チ ュ ー リ ッ ヒ

(ス イス)

チ ュ ー リ ッ ヒ

受取人

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

一82一

執筆年月日

1913.11.17

1914.2.11

1914.2.14

1914.3.8

1914.3.9

1914.4.14

1914.5.7

塑

1913.11.17

1914.2.14

1914.2.15

1914.3.8

1914.3.9

1914.4.14

1914.5.7

資料種別

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

資 料 番 号

Vl一 ア ーa-74

Vl一 ア ーa-75

VI一 ア ーa-76

Vl一 ア ーa-77

Vl一 ア ーa-78

Vl一 ア ーa-79

Vl一 ア ーa-80

1914.5.101914.5.10葉 書VI一 ア ーa-81

1914.5.111914.5.11葉 書Vl一 ア ーa-82

1914.5.161914.? 葉 書VI一 ア ーa-83

1914.6.71914.6.8葉 書Vl一 ア ーa-84

1914.6.151914.6.15葉 書VI一 ア ーa-85

1914.6.201914.6.21葉 書VI一 ア ーa-86

1914.6.241914.6.25葉 書VI一 ア ーa-87

191.6.291914.? 葉 書Vl一 ア ーa-88

1914.7.11914.7.1葉 書VI一 ア ーa-89

1914.7.61914.? 葉 書VI一 ア ーa-90

1914.7.201914 .7.20葉 書VI一 ア ーa-91

1914.7.221914.7.23葉 書VI一 ア ーa-92

1914.7.261914
.7.27葉 書VI一 ア ーa-93

1914.7.281914.7 .29葉 書Vl一 ア ーa-94

1914.7.281914
.7.29葉 書Vl一 ア ーa-95



整理番号 差出人

0820冨 田 山寿

0821大 山 ・高田

増 田 ・橘

0822大 山郁夫

0823大 山郁 夫

0824大 山郁 夫

0825大 山郁 夫

0826大 山郁 夫

0827大 山郁夫

0828大 山郁夫

0829大 山郁 夫

0830大 山郁 夫

0831大 山郁 夫

0832大 山郁 夫

0833大 山郁 夫

0834大 山郁 夫

0835大 山郁夫

0836大 山郁夫

0837大 山郁 夫

0838大 山郁 夫

0839大 山郁 夫

0840大 山郁 夫

0841大 山郁 夫

0842大 山郁 夫

0843大 山郁 夫

発信地

ミ ュ ン ヘ ン

ラ イ ン フ ォ ー ル

(ス イス)

インターラーケン

(ス イス)

インターラーケン

ユングフラウヨッホ

(ス イス)

バ リ(フ ランス)

ロ ン ド ン

マ ン チ ェ ス タ ー

(イギ リス)

ニ ュ ー ヘ ヴ ン

(コネチ カ ット州)

グ ラ ス ゴー

(イ ギ リス)

マ ン チ ェ ス タ ー

エ デ ィ ン バ ラ

(イ ギ リス)

フィラデルフィア

(ペンシルバニア州)

ニ ユ ー ヨ ー ク

ニ ュ ー ヘ ヴ ン

オ ン タ リ オ

(カナ ダ)

シ カ ゴ

ム ー ス ジ ョー

(カナ ダ)

ノ ー ザ ン パ シ フ

ィ ッ ク鉄 道 の 駅

シ カ ゴ

ミュ ンヘ ン

〔シ カ ゴ 〕

シ カ ゴ

サンフランシス コ

(カ リフォルニア州)

受取人

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山クラ子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山クラ子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

大山柳子

?

大山一義

大山一義

一83一

執筆年月日

1914.7.28

1914.7.30

塑

1914.7.28

1914.7.30

資料種別 資料 番 号

葉 書VI一 ア ・.

葉 書VI一 ア ーa-97

1914.7.301914.8.1葉 書Vl一 ア ーa-98

1914.7.311914.7.31葉 書vi一 ア ーa-99

1914.?1914.8.5葉 書vi一 ア ーa-100

1914.8.181914.8.19

1914.8.291914.8.29

1914.9.91914.9.10

葉 書Vl一 ア ーa-101

葉 書Vl一 ア ーa-102

葉 書vi一 ア ーa-103

1914.10.91914.10.9葉 書Vl一 ア ーa-104

1914.9.111914.9.11葉 書Vl一 ア ーa-105

1914.9.91914.9.1葉 書vi一 ア ーa-106

1914.9.111914.9.11葉 書Vl一 ア ーa-107

1914.9.301914.9.30葉 書Vl一 ア ーa-108

1914.10.71914.10.7

1914.10.91914.10.9

1914.10.1?1914.10.1?

葉 書vi一 ア ーa-109

葉 書vi一 ア ーa-110

葉 書VI一 ア ーa-111

1914.10.141914.10.15葉 書Vl一 ア ーa-112

1914.10.171914.10.17葉 書VI一 ア ーa-113

1914.10.22ナ シ

1911.?

(1912-14)

?

1910.3.11

1910.9.25

1911.?

ナ シ

ナ シ

ナ シ

1910.9.26

葉 書Vl一 ア ーa-114

葉書

葉書

写真

葉書

葉書

Vl一 ア ーa-115

Vl一 ア ーa-116

VI一 ア ーa-117

VI一 ア ーb-1

Vl一 ア ーb-2



整騒芒 差出人

0844大 山郁夫

0845大 山郁夫

0846大 山郁夫

0847大 山郁夫

0848大 山郁夫

0849大 山郁夫

0850大 山郁 夫

0851大 山郁 夫

0852大 山郁 夫

0853大 山郁 夫

0854大 山郁 夫

0855大 山郁 夫

0856大 山郁 夫

0857大 山郁 夫

0858大 山郁 夫

0859大 山郁 夫

0860大 山郁 夫

0861大 山郁 夫

0862大 山郁 夫

0863大 山郁 夫

0864大 山郁 夫

0865大 山郁 夫

0866大 山郁 夫

0867大 山郁 夫

0868大 山郁 夫

0869大 山郁 夫

0870大 山郁 夫

0871大 山郁 夫

0872大 山郁 夫

発信地

シカ ゴ

シ カ ゴ

シ カ ゴ

シ カ ゴ

シ カ ゴ

〔シカ ゴ〕

〔シカ ゴ〕

〔シカ ゴ〕

シカ ゴ

〔シカ ゴ〕

シカ ゴ

シカ ゴ

ワシン トンD.C.

〔シカ ゴ〕

〔シカ ゴ〕

〔シ カ ゴ 〕

シ カ ゴ

カ ナ ダ

ミュ ン ヘ ン

ミュ ン ヘ ン

ミュ ン ヘ ン

〔ミ ュ ン ヘ ン 〕

シ ャ ル ロ ッテ ン

ブ ル グ(ベ ル リン)

〔イ ギ リス 〕

ベ ル リ ン

ル ッ ェ ル ン

(ス イス)

インターラーケン

アトランティックシティー

(ニユージヤージー州)

受取人

大山一義

大山一義

大山一義

大山一義

大山一義

大山一義

大山一義

大山一義

大山一義

大山一義

大山一義

大山一義

大山一義

大山一義

大山一義

大山一義

大山一義

大山一義

大山一義

大山一義

大山一義

大山一義

大山一義

大山一義

大山一義

大山一義

大山一義

大山一義

大山一義

一84一

執筆年月日

1910.11.24

1911.1.22

1911.1.22

1911.?

1911.2.10

1911.3.10

1911.3.10

1911.8.7

1911.8.25

1911.9.30

1912.1.11

1912.8.6

1912.10.14

?.1.13

?.2.5

?.2.26

?.4.7

?

?.10.17

?

1913.3.29

1913.7.27

1914.4.14

1914.5.6

塑

1910.11.25

1911.1.22

1911.1.22

1911.1.31

1911.2.11

ナ シ

ナ シ

ナ シ

1911.8.25

ナ シ

1912.1.12

1912.8.6

1912.10.15

ナ シ

ナ シ

ナ シ

ナ シ

ナ シ

?

1913.1.10

1913.4.5

1913.7.27

1914.4.?

1914.5.6

資料種別

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

1914.6.24ナ シ 葉 書

1914.7.211914.7.21葉 書

1914.7.311914 .7.31葉 書

資 料 番 号

vi一 ア ーb-3

vi一 ア ーb-4

Vl一 ア ーb-5

Vl一 ア..

VI一 ア ーb-7

Vl一 ア ーb-8

Vl一 ア ーb-9

vi一 ア ーb-10

Vl一 ア ーb-11

Vト ア ーb-12

Vl一 ア ーb-13

Vl一 ア ーb-14

VI一 ア ーb-15

Vl一 ア ーb-16

vi一 ア ーb-17

VI一 ア ーb-18

VI一 ア ーb-19

Vl一 ア ーb-20

Vl一 ア ーb-21

VI一 ア ーb-22

VI一 ア ーb-23

VI一 ア ーb-24

VI。 ア ーb-25

vi一 ア ーb-26

VI一 ア ーb-27

vi一 ア ーb-28

Vl一 ア ーb-29

〔1914.8.1〕?葉 書Vl一 ア ーb-30

1914.9.301914.10 .1葉 書Vl一 ア ーb-31



鯉番号 差出人

0873大 山郁 夫

0874大 山郁 夫

R-27

堅理番号 差出人

0875大 山郁 夫

0876大 山郁 夫

0877大 山郁 夫

0878大 山郁夫

0879大 山郁夫

0880大 山郁 夫

0881大 山郁 夫

0882大 山郁 夫

0883大 山郁 夫

0884大 山郁 夫

0885大 山郁 夫

0886大 山郁 夫

0887大 山郁 夫

0888大 山郁 夫

0889大 山郁 夫

0890大 山郁 夫

0891大 山郁 夫

0892大 山郁 夫

発信地 受取人

ボ ス トン 大 山 一 義

(マサチューセッツ州)

ボ ス トン 大 山 一 義

発信地

ナ イア ガラ ・フ

ォール ズ(カナダ)

ホ ノルル

地 洋 丸船上

サンフランシスコ

サンフランシスコ

ラ ・フ ンタ

(コロラド州)車中

ラ ・フン タ

シカ ゴに向 か う

車 中

シカ ゴ

シカ ゴ

シ カ ゴ

シ カ ゴ

シ カ ゴ

シ カ ゴ

シ カ ゴ

シ カ ゴ

〔シカ ゴ〕

〔シカ ゴ〕

受取人

大 山一義

大 山 くら子 ・

柳 子

大 山 くら子 ・

柳 子

大山 くら子 ・

柳 子

大山 くら子 ・

柳 子

大山 くら子 ・

柳 子

大 山 くら子 ・

柳 子

大 山 くら子 ・

柳 子

大 山 くら子 ・

柳 子

大 山 くら子 ・

柳 子

大 山 くら子

大 山 くら子

大 山 くら子 ・

柳子

大 山 くら子

大 山 くら子

大 山 くら子

大 山 くら子

大 山 くら子

一85一

執筆 年 月 日 消印 資料種別 資料 番 号

1914.10.111914.10.13葉 書VI一 ア ーb-32

1914.10.111914.10.13葉 薔VI一 ア ーb-33

執 筆 年 月 日

1914.10.12

1910.9.17

1910.9.22

1910.9.25

1910.9.25

1910.9.27

1910.9.28

1910.9.28

1910.10.5

1910.10.9

1910.11.15

1910.12.17

1911.1.14

1911.1.17

1911.1.25

1911.2.4

1911.3.5

1911.3.10

塑

1914.10.12

1910.9.17

1910.9.22

1910.9.26

1910.9.26

1910.9.29

1910.9.28

1910.?

1910.10.6

1910.10.9

1910.11.17

1910.12.17

1911.1.17

1911.1.17

1911.1.25

1911.2.4

ナ シ

ナ シ

資料種別

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

資 料 番 号

Vl一 ア ーb-34

vi一 ア ーc-1

vi一 ア ーc-2

Vl一 ア ーc-3

Vl一 ア ーc-4

Vl一 ア ーc-5

Vl一 ア ーc-6

Vト ア ーc-7

vi一 ア ーc-8

Vl一 ア ーc-9

Vト ア ーc-10

VI一 ア ーc-11

vi一 ア ーC-12

Vl一 ア ーc-13

Vト ア ーc-14

Vl一 ア ーC-15

Vl一 ア ーc-16

vi一 ア ーc-17



墾番妄 差出人

0893大 山郁 夫

0894大 山郁 夫

0895大 山郁 夫

0896大 山郁 夫

0897大 山郁 夫

0898大 山郁 夫

0899大 山郁 夫

0900大 山郁 夫

0901大 山郁 夫

0902大 山郁夫

0903大 山郁 夫

0904大 山郁 夫

0905大 山郁 夫

0906大 山郁 夫

0907大 山郁 夫

0908大 山郁 夫

0909大 山郁 夫

0910大 山郁 夫

0911大 山郁 夫

0912大 山郁 夫

0913大 山郁夫

0914大 山郁夫

0915大 山郁夫

0916大 山郁夫

0917大 山郁夫

0918大 山郁 夫

0919大 山郁 夫

0920大 山郁 夫

0921大 山郁 夫

0922大 山郁夫

0923大 山郁夫

0924大 山郁夫

発信地

〔シ カ ゴ〕

〔シ カ ゴ〕

〔シ カ ゴ〕

〔シ カ ゴ〕

〔シ カ ゴ〕

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シ カ ゴ

シカ ゴ

シ カ ゴ

シ カ ゴ

シ カ ゴ

シ カ ゴ

シ カ ゴ

シ カ ゴ

シ カ ゴ

シ カ ゴ

シ カ ゴ

シ カ ゴ

シ カ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

受取人

大山くら子

大山くら子

大山くら子

大山くら子

大山くら子

大山くら子

大山くら子

大山くら子

大山くら子

大山くら子

大山くら子

大山 くら子

大山くら子

大山 くら子

大山 くら子

大山 くら子

大山 くら子

大山 くら子

大山 くら子

大山 くら子

大山 くら子

大山 くら子

大山 くら子

大山 くら子

大山 くら子

大山くら子

大山くら子

大山くら子

大山くら子

大山くら子

大山くら子

大山くら子

一86一

執筆年月 日

1911.3.10

1911.3.14

1911.3.17

1911.3.22

1911.4.7

1911.4.18

1911.6.22

1911.6.24

1911.7.2

1911.7.11

1911.?

1911.?

1911.8.25

1911.8.27

1911.6.12

1911.9.30

1911.10.20

1911.10.?

1911.?

1911.11.20

1911.12.3

1911.12.11

1912.1.13

1912.2.11

1912.2.27

1912.3.4

191?.3.13

1912.3.30

1912.4.13

1912.5.2

1912.5.23

1912.7.14

消 印

ナ シ

ナ シ

ナ シ

ナ シ

ナ シ

1911.4.18

1911.6.26

1911.6.26

1911.7.3

1911.7.11

1911.7.31

1911.8.7

1911.8.25

1911.8.28

1911.6.12

1911.9.30

1911.10.20

1911.10.31

1911.11.11

1911.11.23

1911.12.4

1911.12.11

1912.1.13

1912.2.12

1912.2.27

1912.3.4

1912.3.13

1912.3.30

1912.4.13

1912.5.2

1912.5.25

1912.7.15

資料種別

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

資 料 番 号

Vl一 ア ーc-18

VI一 ア ーc-19

vi一 ア ーc。20

Vl一 ア ーC-21

Vl一 ア ーc-22

Vl一 ア ーc-23

VI一 ア ーc-24

Vl一 ア ーc。25

Vl一 ア ーC-26

VI一 ア ーC-27

Vl一 ア ーc。28

vi一 ア ーc-29

Vl一 ア ーc-30

vi一 ア ーc-31

VI一 ア ーc-32

vi一 ア ーc-33

VI一 ア ーc-34

Vl一 ア ーc-35

vi一 ア ーc-36

vi一 ア ーc-37

VI一 ア ーc-38

VI一 ア ーc-39

VI一 ア ーc-40

Vl一 ア ーc-41

VI一 ア ーC-42

Vl一 ア ーc-43

VI一 ア ーc-44

Vl一 ア ーc-45

Vl一 ア ーc-46

VI一 ア ーc-47

VI一 ア ーc-48

Vl一 ア ーc-49



整理番号 差出人

0925大 山郁 夫

0926大 山郁 夫

0927大 山郁 夫

0928大 山郁夫

0929大 山郁夫

0930大 山郁夫

0931大 山郁 夫

0932大 山郁 夫

0933大 山郁 夫

0934大 山郁 夫

0935大 山郁 夫

0936大 山郁 夫

0937大 山郁 夫

0938大 山郁夫

0939大 山郁夫

0940大 山郁 夫

0941大 山郁 夫

0942大 山郁 夫

0943大 山郁 夫

0944大 山郁 夫

0945大 山郁 夫

0946大 山郁 夫

0947大 山郁 夫

0948大 山郁 夫

0949大 山郁 夫

0950大 山郁 夫

0951大 山郁夫

0952大 山郁夫

0953大 山郁夫

0954大 山郁夫

0955大 山郁 夫

0956大 山郁 夫

発信地

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

ワ シ ン トンD.C.

ニ ュ ー ヨ ー ク

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ミュ ン ヘ ン

ミュ ン ヘ ン

ミュ ン ヘ ン

ミュ ンヘ ン

ミュ ンヘ ン

ミュ ンヘ ン

ミュ ンヘ ン

ミュ ン ヘ ン

ミュ ン ヘ ン

ミュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

受取人

大 山 くら子

大 山 くら子

大 山 くら子

大 山 くら子

大 山 くら子

大 山 くら子

大 山 くら子

大山 くら子

大山 くら子

大山 くら子

大 山 くら子

大山 くら子

大 山 くら子

大 山 くら子

大 山 くら子

大 山 くら子

大 山 くら子

大 山 くら子

大 山 くら子

大 山 くら子

大 山 くら子

大 山 くら子

大 山 くら子

大 山 くら子

大 山 くら子

大 山 くら子

大 山 くら子

大 山 くら子

大 山 くら子

大 山 くら子

大 山 くら子

大 山 くら子

一87一

執筆年月日

1912.7.15

1912.7.3(1

1912.9.3

1912.9.17

1yia.io.s

1912.10.14

1912.10.17

1912.11.8

1912.11.26

1912.12.17

1913.1.14

1913.1.23

1913.?.1

1913.3.1

1913.3.8

1913.3.??

1913.3.22

1913.4.?6

1913.5.8

1913.9.6

1913.9.1?

1913.9.23

1913.10.7

1913.11.8

1913.1.3

1913.12.4

1913.12.16

1914.1.1

1914.1.1

1914.1.12

1914.2.E

1914.2.11

塑

1912.7.15

iyi2.7.3u

1912.9.3

1912.9.1

1912.10.7

1912.10.15

1912.10.18

1912.11.8

1912.11.27

1912.12.17

1913.1.14

1913.1.23

1913.2.2

1913.3.1

1913.3.9

1913.3.22

1913.3.2

1913.4.26

1913.5.8

1913.9.6

1913.9.1?

1913.9.13

1913.10.S

1913.11.8

1913.1.3

1913.12.5

1913.12.17

191.1.1

1914.1.

1914.1.13

1914.2.4

1914.2.11

實料種別

葉書

葉需

葉詳}

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

資 料 番 号

VI一 ア ーc-50

Vl一 ア ーc-51

VI一 ア ーc-52

Vl一 ア ーc-53

Vl一 ア ーc-54

Vl一 ア ーc-55

Vl一 ア ーc-56

vi一 ア て 一57

vi一 ア ーr58

VI一 ア ーc-59

VI一 ア ーc-60

VI一 ア ーc-61

Vl一 ア ーc-62

vi一 ア ーc-63

Vl一 ア ーc-64

Vl一 ア ーc-65

VI一 ア て 一66

vi一 ア ーc-67

Vl一 ア ーc-68

Vl一 ア ーc-69

Vl一 ア ーc-70

VI一 ア ーc-71

Vl一 ア ーc-72

VI一 ア ーc-73

Vl一 ア ーc-74

vi一 ア ーc-75

Vl一 ア ーc-76

VI一 ア ーc-77

Vl一 ア ーc-78

Vト ア ーc-79

VI一 ア ーc-80

Vl一 ア ーc-81



整騒暑 差出人

0957大 山郁 夫

0958大 山郁 夫

0959大 山郁 夫

0960大 山郁 夫

0961大 山郁 夫

0962大 山郁 夫

0963大 山郁 夫

0964大 山郁 夫

0965大 山郁夫

0966大 山郁夫

0967大 山郁 夫

0968大 山郁 夫

0969大 山郁 夫

0970大 山郁 夫

0971大 山郁 夫

0972大 山郁 夫

0973大 山郁 夫

0974大 山郁 夫

0975大 山郁 夫

0976大 山郁 夫

0977大 山郁 夫

0978大 山郁 夫

0979大 山郁 夫

0980大 山郁 夫

0981大 山郁 夫

0982大 山郁 夫

0983大 山柳 子

発信地

ニュール ンベルグ

(ド イ ツ)

ベ ル リ ン

ベ ル リ ン

パ リ

リ ヨ ン

ベ ル リン

ミュ ン ヘ ン

チ ュ ー リ ッ ヒ

ラ イ ン フ ォー ル

パ リ

ロ ン ド ン

マ ン チ ェ ス タ ー

グ ラ ス ゴ ー

エ デ イ ン バ ラ

リバ プ ー ル

グ ラ ス ゴ ー

(船上)

フィラデルフィア

ニ ユ ー ヨ ー ク

ナ イ ア ガ ラ ・フ

オー ル ズ

ム ー ス ジ ョ ー

ミ ュ ン ヘ ン

ロ ー マ

(イ タ リア)

シ カ ゴ

シ カ ゴ

ワ シ ン ト ンD.C.

ミュ ンヘ ン

兵庫

受取人

大 山 くら子

大山 くら子

大山 くら子

大山くら子

大山くら子

大山くら子

大山くら子

大山くら子

大山くら子

大山くら子

大山くら子

大山くら子

大山くら子

大山くら子

大山くら子

大山くら子

大山くら子

大山くら子

大山くら子

大山くら子

大山くら子

大山くら子

水野正己 ・

藤子

水野宇兵衛

水野正己 ・

藤子

水野正己

大山郁夫

(ミュンヘン)

..

執筆年月日

1914.5.3

1914.5.6

1914.5.10

1914.6.3

1914.?

1914.7.21

1914.7.26

1914.7.28

1914.7.30

1914.8.14

1914.8.29

1914.9.9

1914.9.11

1914.9.11

1914.9.16

1914.9.26

消 印 資料種別 資料 番 号

1914.5.4葉 書Vl一 ア ーc-82

1914.5.6葉 書VI一 ア ーc-83

1914.5.10葉 書Vl一 ア ーc-84

1914.6.4葉 書Vl一 ア ーc-85

1914.6.16葉 書VI一 ア ーc-86

1914.7.20葉 書vi一 ア ーc-87

1914.7.27葉 書Vl一 ア ーc-88

1914,7.29葉 書VI一 ア ー..

1914.7.30葉 書Vl一 ア ーc-90

1914.8.19葉 書VI一 ア ーc-91

1914.8.29葉 書VI一 ア ーc-92

1914.9.10葉 書VI一 ア ーc-93

1914.9。11葉 書Vl一 ア ーc-94

1914.9.11葉 書VI一 ア ーc-95

1914.9.16葉 書VI一 ア ーc-96

1914.10.3?葉 書Vl一 ア ーc-97

1914.9.301914.9.30葉 書

1914.10.71914.10.7葉 書

1914.10.121914.10.12葉 書

1914.10.171914.10.17葉 書

1913.7.191913.7.20葉 書

1914.6.121914.6.13葉 書

vi一 ア ーc-98

VI一 ア ーc-99

VI一 ア ーc-100

VI一 ア ーc-101

Vl一 ア ーc-102

VI一 ア ーc-103

1911.9.141911.9.14葉 書VI一 ア ーd-1

1912.9.31912.9.3葉 書VI一 ア ーd-2

1912.10.141912。10。15葉 書Vl一 ア ーd-3

1913.5.111913,5 .12葉 書Vト ア ーd-4

1913.2.271913 .3.1葉 書Vl一 ア ーe-1



整麗号 差出人 発信地

0984大 山柳 子 兵庫

0985大 山一義(代 筆)

〔大山柳子〕

0986水 野宇 兵 衛 兵庫

(イ)大 山 郁 夫 発 信 書 簡

整理番号 発信地 受信地

0987〔 東 京〕 神 戸

0988東 京 神 戸

0989東 京 神 戸

0990東 京 神 戸

0991ミ ュンヘ ン 神戸

0992ミ ュンヘ ン 神戸

0993

0994金 沢 東京 府雑 司が 丘

0995松 江 東京 府戸塚

0996軽 井沢 東京戸 塚

0997香 川県琴 平 町 東京戸 塚

(まるや旅館)

0998小 倉 東 京戸 塚

0999大 阪 東 京戸 塚

1000大 阪 東 京府 戸塚

1001奈 良 東 京府 戸塚

1002奈 良 東 京府 戸塚

1003香 川 東京 府 戸塚

1004伊 東 東京 府 戸塚

1005東 京都 文 京 区 鎌倉

(東大病院)

1006東 京都 戸塚 札幌

1007東 京都 戸塚

1008東 京都 戸塚 渋谷

受取人

大山郁夫

(ミュンヘン)

大山郁夫(シヵゴ)

大山郁夫(シカゴ)

受取人

大山農一郎

大山農一郎

大山農一郎

大山農一郎

大山クラ子

大山クラ子

大山クラ子

大山柳子

大山柳子

大山柳子 ・聰

大山柳子

大山柳子

大山一義

大山一義

大山一義

大山聰

大山聰

田部井健次 ・

長谷川常次

長谷川万次郎

岡礼三

光子

寿時英二

.,

執 箪 年 月 日

1914.?

?

1912.1.1

執 筆 年 月 日

1902.8.14

1902.9.18

1902.9.?

1906.4.30

1913.4.15

1914.2.15

?.7.20

1917.4.18

1918.8.5

1923.6.11

1928.2.25

1929.12.22

1918.4.17

1918.5.?

1918.5.2

1928.2.15

1925.?.7

1951.7.12

1954.1.1

1954.1.?

1955.10.16

消 印

ナ シ

1911.2.29

1912.1.1

塑

封 筒 ナ シ

封 筒 ナ シ

封 筒 ナ シ

1906.4.30

1913.4.16

封 筒 ナ シ

封 筒 ナ シ

1917.4.18

1918.8.7

1923.7.11

1928.?.26

1929.12.22

1918.3.28

1918.4.17

1918.5.2

1918.5.?

1928.2.16

1925.?.8

1951.7.13

1954.1.10

封 筒 ナ シ

1955.11.17

資料種別

葉書

葉書

葉書

質料種別

手紙

手紙

手紙

葉書

手紙

手紙

手紙 ・

断片

葉書

葉書

葉書

葉書

手紙

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

手紙

葉書

手紙

手紙

資 料 番 号

Vl一 ア ーe-2

VI一 ア ーe-3

Vl一 ア ーe-4

資 料 番 号

Vl一 イ ー1-1

vi一 イ ー1-2

Vl一 イ ー1-3

vi一 イ ー1-4

Vl一 イ ー2-l

Vl一 イ ー2-2

Vl一 イ ー2-3

VI一 イ ー3-1

Vl一 イ ー3-2

Vl一 イ ー3-3

Vl一 イ ー3-4

Vl一 イ ー3-5

VI一 イ ー4-1

Vl一 イ ー4-2

VI一 イ ー4-3

vi一 イ ー5-1

VI一 イ ー5-2

vi一 イ ー6-1

Vl一 イ

Vl一 イ ー7-1

Vl一 イ ー8-1

Vl一 イ_9-1



璽 鶴 発信地 受信地

1009CafeBarkhof

(ミ ュンヘ ン)

1010曹 洞 宗 大 本 山 永

平 寺 の 絵 葉 書

受取人

寄 書 き

執 筆年 月 日 消 印

1912.11.1ナ シ

(寄 せ 書 き)大1915.8.11ナ シ

山郁 夫 、 桑木 嚴

翼 、 岡島 誘 、瀬

尾武 次 郎 、廣 瀬

高信

資料種別 資 料番 号

葉 書Vl一 イ ー10-1

葉 書Vl一 イ ー11-1

R-28

(ウ)大山郁夫宛書簡(A)

整騒 暑

1011

1012

差出人

相 川理一 郎

相 川理 一郎

1013相 川理 一郎

1014相 川理 一郎

1015

1016

1017

1018

1019

1020

1021

1022

1023

相川理一郎

青木録郎

青島今治

渥美市太郎

渥美鉄三

渥美鉄三

渥美鉄三

渥美鉄三

渥 美 鉄 三(2・4・5

の3枚 だけ他は欠)

1024天 川信 雄

1025天 川信 雄

1026有 馬 虎 之 助

1027N.lijima

発信地 受信地

〔アムステルダム〕

モ ス ク ワ(世 界

平 和会 議 気付)

北 京市 世 界平 和

委 員会

ニ ュ ー デ リ ー

(インド)

執筆年月日

東京戸塚大山方

東京戸塚大山方

東京

東京上北沢

東京牛込

静岡志太 東京戸塚

宮城県柳生郡 千葉千倉

チタ(ソ連)東 京戸塚

ロンドン 東京戸塚

ロンドン 東京戸塚

ケンブリッジ 東京戸塚

パリ

ル ツ ェ ル ン

ボ ル ドー

(フ ランス)

小 石 川 区 原 町

プ リ ン ス トン

(ニュージヤージー州)

東京戸塚

東京戸塚

東京雑司ヶ谷

シカゴ

1953.6上 旬

1906.9.3

1931.7.11

19?3.8.6

1925.6.3

1925.6.27

1925.9.15

1925.11.10

?.6.20

消EP資 料種別 資 料 番 号

封 筒 ナ シ 手 紙Vト ウ ー1-1

1953.8.11手 紙Vl一 ウ ー1-2

1953.10.31手 紙Vl一 ウ ー1-3

1955.4.13電 報Vl一 ウ ー1-4

1955.5.31手 紙Vl一 ウ ー1-5

1906.9.4葉 書VI一 ウ ー2-1

1931.7.11手 紙VI一 ウー3-1

1923.8.6葉 書VI一 ウー4-1

1925.6.3葉 書VI一 ウー5-1

1925.6.29葉 書Vl一 ウー5-2

1925.9.15葉 書Vl一 ウー5-3

1925.11.12葉 書VI一 ウー5-4

ナ シ 葉 書VI一 ウ ー5-5

1926.8.141926 .8.14葉 書VI一 ウ ー6-1

1926.10.191926.10.20葉 書VI一 ウ ー6-2

1917.5.30葉 書VI一 ウ ー7-1

1910.12.27葉 書Vl一 ウ ー8-1

一90一



整理番号 差出人

1028井 口孝親

1029井 口孝 親

1030井 口孝 親

1031井 口孝親

1032井 口孝親

1033井 口孝親

1034井 口孝親

1035井 口孝親

1036井 口孝 親

1037井 口孝 親

1038井 口孝 親

1039井 口孝 親

1040井 口孝 親

1041イ ケ ダ

1042石 川神次

1043石 澤 定子

1044イ シ タ

1045泉 芳 忠

1046板 野 新夫

1047市 川 房壽

1048市 村今 朝蔵

1049市 村今 朝蔵

1050出 井盛 之

1051出 本

1052伊 藤重 治郎

1053伊 藤重 治郎

1054井 野 ・田村 ・八木

1055井 上良 太郎

1056井 上良太 郎

1057井 上良太 郎

発信地

ベ ル リ ン

ニ ユー ヨー ク

ニ ュー ヨー ク

パ リ

ベ ル リン

ベ ル リン

ミュ ンヘ ン

ベル リン

ル ツ ェルン

ベル リン

ベ ル リン

ベ ル リン

キ タハ マ

房 州北 条

東 京小 石川

新 潟

滋 賀野 洲

シア トル

(ワシントン州)

ロン ドン

軽井 沢

シカ ゴ

千葉 陸軍 学校

東京

東京 早稲 田大 学

ル ツ ェル ン

プ ロツ ラフ

(現ポーランド)

ベル リン

シベ リア汽 車 中

受信地

ミュンヘン

東京神田俄等社)

東京戸塚

東京戸塚

東京神田(我等社)

東京戸塚

東京戸塚俄等社)

東京戸塚

東京戸塚

東京戸塚

東京戸塚

東京戸塚

東京戸塚

東京戸塚

東京雑司ヶ谷

神戸永澤

東京戸塚

東京戸塚

東京戸塚

東 京戸 塚

東 京戸 塚

東 京戸塚

東 京戸塚

シカ ゴ

ミュンヘ ン

ミュンヘ ン

ミュンヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

執策年月日

1913.8.26

1919.8.15

1919.8.28

1919.10.25

1919.12.8

1920.1.8

1920.12.15

1921.3.15

1922.1.1

1922.7.?

1947.12.2

1947.10.27

1949.10.?5

1953.10.3

19?1.8.16

1925.4.15

1925.7.21

1926.8.17

1913.1.25

1913.8.28

塑

1913.8.27

1919.8.16

1919.8.28

1919.10.25

1919.12.7

1919.12.8

1920.1.8

1920.9.17

1920.11.1

1920.12.16

1921.3.15

1921.12.30

1922.7.12

1947.12.2

1908.8.17

1908.1.13

1947.10.27

1949.10.5

封 筒 ナ シ

1921.8.19

1925.4.21

1925.7.23

1926.8.19

1921.9.10

1912.7.11

1913.1.26

1913.8.?0

1913.8.29

資料種別

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

電報

葉書

葉書

電報

葉書

手紙

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

資 料 番 号

Vl一 ウ ー9-1

Vl一 ウ ー9-2

Vl一 ウ ー9-3

Vl一 ウ ー9-4

Vl一 ウ ー9-5

Vl一 ウ ー9-6

Vl一 ウ ー9-7

Vl一 ウ ー9-8

Vl一 ウ ー9-9

VI一 ウ ー9-10

vi一 ウ ー9-11

Vl一 ウ ー9-12

Vl一 ウ ー9-13

VI一 ウ ー10-1

VI一 ウ ー11-1

VI一 ウ ー12-1

Vl一 ウ ー13-1

Vl一 ウ ー14-1

Vl一 ウ ー15-1

VI一 ウ ー16-1

Vl一 ウ ーv-1

Vl一 ウ ー17-2

Vl一 ウ ー18-1

VI一 ウ ー19-1

VI一 ウ ー20-1

VI一 ウ ー20-2

vi一 ウ ー21-l

VI一 ウ ー22-1

1913.9.61913,9.6葉 書Vl一 ウ ー22-2

1913.?葉 書VI一 ウ ー22-3

一91一



饗番号 差出人

1058井 上 安 正(選 挙

事務所)

1059入 交 好脩

1060岩 村 三千 夫

1061上 杉 純雄

1062上 杉 純雄

1063S.Uesugi夫 妻

1064上 田吉二 郎

1065内 ケ崎

1066ウ ツキ

1067宇 野

1068大 内兵 衛

1069大 内兵 衛

1070大 澤章

10711chiroOsawa

1072大 島正 一

1073大 塚 金 之助

1074大 塚 金 之助

1075大 塚 金 之助

1076大 塚 金 之助

1077大 塚 金 之助

1078岡 田英 太郎

1079岡 田英 太郎

1080岡 田 よ し子

1081岡 本 尚生

1082尾 奨

1083オ ダ タカ シ

1084織 田哲 太郎

1085SeiyaOhata

発信地

岡 山

(祝電)

受信地

京都七条(選 挙

事務所)

東京戸塚

ウ イ リア ム ズ ミ ュ ンヘ ン

(ウイスコンシン州)

シカゴ

シカゴ

京都右京

ボストン

京都寺町

府下三河島

東京大久保

東京牛込

ジ ュネー ブ

(スイス)

アー バナ

(イリノイ州)

シア トル

千葉安 房

千葉安房

静岡湯ヶ島

東京

シ カ ゴ

モス ク ワ(ソ 連)

岡山後 月

エチ ゴア ラヤ

エ ル ギ ン

(イ リノイ州)

ミュンヘン

東京戸塚

京都四条

シカゴ

東京戸塚

東京戸塚

香川選挙事務所

東京戸塚(櫛 田

他三名連名)

東京神田(我等社)

東京早稲田大学

東京戸塚

東京戸塚

東京戸塚

東京小石川

東京早稲田大学

東京戸塚

東京戸塚

東京戸塚

東京戸塚

執筆年月日 消印

?

資料種別 資料番号

葉 書vi一 ウー23-1

1955.4.8電 報Vl一 ウ ー24-1

1953.11.21ナ シ 手 紙VI一 ウ ー25-1

1913.6.20葉 書Vl一 ウ ー26-1

1914.2.27

1911.7.19

1930.4.28

1928.7.24

1914.2.28葉 書Vl一 ウ ー26-2

1921.2.?葉 書Vl一 ウー26-3

1950.5.23葉 書vi一 ウー27-1

1911,7.19葉 書Vl一 ウー28-1

1947.10.27電 報vi一 ウー29-1

1930.4.28葉 書VI一 ウー30-1

1928.2.16葉 書vi一 ウ ー31-1

1928.7.24手 紙VI一 ウ ー31-2

1922.1.141922.1.16葉 書Vl一 ウ ー32-1

1915.1.1

1928.7.20

1928.7.31

1928.8.17

1928.9.3

1915.4.28

1915.7.16

1955.1.27

1947.10.28

?.?.27

シ カ ゴ(柳 子連名)1947.9.28

?.12.12葉 書Vl一 ウ

1915.4.4

1928.7.21

封 筒 ナ シ

1928.8.17

1928.9.3

封 筒 ナ シ

1915.4.29

1915.7.17

1955.1.28

1947.10.28

1922.3.22

1947.10.27

封 筒 ナ シ

1947.9.29

葉書

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

葉書

葉書

手紙

手紙

葉書

電報

手紙

手紙

VI一 ウ ー33-1

VI一 ウ ー34-1

Vl一 ウ ー34-2

VI一 ウ ー34-3

Vl一 ウ ー34-4

vi一 ウ ー34-5

vi一 ウ ー35-1

vi一 ウ ー35-2

Vl一 ウ ー36-1

Vl一 ウ ー37-1

VI一 ウ ー38-1

Vl。 ウ ー39-1

Vl一 ウ 。40-1

Vl一 ウ ー41-1

一92一



整理番号 差出人

1086S.Omatsu

1087柿 内四郎

1088?和 子

1089片 井 漢巌 子

1090片 井正 雄

1091桂

1092加 藤譲 次

1093加 藤八 千代

1094カ ネ シマ

1095河 上 肇

1096河 上 肇

1097河 上 肇

1098河 上 肇

7099河 上 肇

1100北 澤龍 雄

1101北 澤 平蔵

1102北 玲吉

1103北 原淑 夫

1104北 原淑 夫

1105北 原淑 夫

1106

1107

1108

北原淑夫

北原淑夫

北原淑夫

1109北 原 淑 夫

1110北 原 淑夫

発信地

ア イオワ シテ ィ

(アイオワ州)

東 京牛込

ベ ル リン

サ ン タモニ カ

(カリフォルニア州)

サ ン タモニ カ

モ スク ワ

ブ リュ ッセル

(ベルギー)

東 京 中野

大 正三 軒屋

京都吉田

京都吉田

河上 肇 記念 会会 報

No.29(1998.4.1)

新 宿 角 筈

サ ン パ ウ ロ

(ブ ラジル)

房 州 小 湊

ウラジオス トック

(ロ シア)

ハ ル ビ ン(中 国)

ム ー リー 駅

(ロ シア)

ベ ル リ ン

ロ ン ドン

バ イ ア

(ブ ラジル)

リオデジャネイロ

(ブ ラジル)

ニ ュ ー ヨ ー ク

受信地

シカ ゴ

神戸永澤

東京戸塚

シカゴ

シカ ゴ

ミュンヘ ン

シカ ゴ

新宿戸塚

新宿戸塚

東京戸塚(大 内兵

衛・櫛田民蔵連名)

東 京 戸塚

執箪 年 月 日 消 印 資料種別 資料 番 号

1912.5,19葉 書VI一 ウ ー42-1

1908.4.11908.4.1

1922.4.281922.5.2

1947.7.26

1947.7.29

1913.9.30

1911.6.21911.6.4

1954.12.20

(1928.7.4)

1954.12.20

1947.10.26

封 筒 ナ シ

198.10.18

葉 書VI一 ウ ー43-1

葉 書VI一 ウ ー44-1

手紙Vl一 ウ ー45-1

手 紙VI一 ウ ー46-1

葉 書vi一 ウ ー47-1

葉 書VI一 ウ,;

手 紙Vl一 ウ ー49-1

電 報Vl一 ウ ー50-1

手 紙Vl一 ウ ー51-1

手 紙Vl一 ウ ー51-2

〔1928.10,18〕 〔1928.10.18〕 手 紙

1928.10.?封 筒 ナ シ 手 紙

1928.10.18手 紙

vi一 ウ ー51-3

vi一 ウ ー51-4

Vl一 ウ ー51-5

新 宿 戸 塚1947.10.251947.10.?手 紙Vト ウ ー52-1

東 京 早 稲 田 大 学?.3.9?.3.12葉 書Vl一 ウ ー53-1

東 京 戸 塚1916.8.61916.8.6葉 書Vl一 ウ ー54-1

東 京 早 稲 田 大 学1908.3.15葉 書Vl一 ウ ー55-1

東 京 早 稲 田 大 学?.3.30

東 京 雑 司 ヶ谷1908.4.?

東京雑司ヶ谷

東京雑司ヶ谷

東京雑司ヶ谷

東京雑司ヶ谷

東京雑司ヶ谷

1908.4.

1908.5.21

1909.?

?

?

1908.4

1908.5.5

?

葉 書VI一 ウー55-2

葉 書Vl一 ウー55-3

葉 書vi一 ウー55-4

葉 書Vl一 ウー55-5

葉 書VI一 ウー55-6

1908.7.19葉 書VI一 ウー55-7

1909.2.15葉 書VI一 ウ ー55-8

一93一



R-29

篁騒 暑 差出人

1111北 原 淑 夫(畷 軒生)

1112北 原 淑 夫

1113北 原 淑夫

1114北 原 淑 夫(畷軒生)

1115北 原淑 夫

1116北 原淑 夫

1117北 原淑 夫

1118北 原淑 夫

1119北 村康 三

1120木 下正 雄

1121木 村 尚達

1122木 山正雄

1123櫛 田民蔵

1124

1125

1126

1127

1128

1129

1130

1131

1132

1133

櫛 田民蔵

櫛 田民蔵

久保 田静 一

倉 田和四郎

クロダ ミユ キ

小 池 武 夫(KLM

オランダ航空総代

理店 飯野海運株)

小室誠

コン ドウ

近 藤 教伝

斎木政 太郎

発信地

ニ ユ ー ヨ ー ク

セ ン トル イ ス

(ミズ ー リ州)

オクラホマ シテ ィ

(オ クラホマ州)

デ ニ ソ ン

(テ キサス州)

上 海

ニ ュ ー ヨ ー ク

ペ テ ル ブ ル グ

(ロ シア)

ニ ュ ー ヨ ー ク

兵 庫 美 方

ロ ン ド ン

ス トラ ス ブ ー ル

(フ ランス)

ベ ルヒテスガーデン

(ド イツ)

ハ ン ブ ル グ

(ドイ ツ)

牛込新小川

兵庫有馬

上州赤城

東京千代田

台湾

芝

東京王子

甲府浅川選挙事

務所

受信地

東京 雑 司 ヶ谷

シ カ ゴ

執筆年月日

1909.4.27

1912.1.9

消 印

1909.4.28

1912.1.9

資料種別

シ カ ゴ

シカ ゴ

葉書

葉書

資 料番 号

vi一 ウー55-9

Vl一 ウー55-10

1912.1.111912.1.11葉 書VI一 ウ ー55-11

1912.1.27葉 書Vl一 ウ ー55-12

東 京 戸 塚1916.2.221916.2.22葉 書Vl一 ウ ー55-13

東 京 早 稲 田 大 学1916.9.171916.9.17葉 書Vl一 ウ ー55-14

東 京 早 稲 田 大 学1917.2.20ナ シ 葉 書Vl一 ウ ー55-15

東 京 早 稲 田 大 学1917・5.3

東 京 戸 塚1929.12.21

東 京 戸 塚1916.1.1

ミ ュ ン ヘ ン1913.10.7

ミ ュ ン ヘ ン

東京戸塚

1917.5.3葉 書VI一 ウ ー55-16

1929.12.21手 紙vi一 ウ ー56-1

1916.1.1葉 書Vl一 ウ ー57-1

1913.10.7葉 書Vl一 ウー58-1

1913.7.211913.7.21葉 書Vl一 ウ ー59-1

1921.1.251921.1.27葉 書Vl。 ウ ー60-1

1928.?.11

市 外 上 戸 塚

東 京 雑 司 ヶ 谷1917.7・27

東 京 戸 塚?.10.25

東 京 戸 塚(大 山聰)?.4.9

東 京 戸 塚1953.4.10

東京戸塚

日光湯元

東京雑司ヶ谷

?.?.30

?.9.6

1917.x.5

封 筒 ナ シ 手 紙VI一 ウ ー60-2

1930.12.4葉 書Vl一 ウ ー60-3

1917.7.27葉 書Vl一 ウ ー61-1

?葉 書VI一 ウー62-1

?.4.9葉 書vi一 ウー63-l

l953.4.11手 紙Vl一 ウ ー64-1

?葉 書

1947.ll.20電 報

封 筒 ナ シ 手 紙

1917.4.5葉 書

VI一 ウ ー65-1

VI一 ウ ー66-1

Vl一 ウ ー67-1

VI一 ウ ー68-1

一94一



整理番号

1134

1135

1136

1137

1138

1139

1140

1141

1142

1143

1144

1145

1146

1147

.-

1149

差出人

サ イ トウ

坂 井亀 吉

阪本 三郎

坂本 正雄

佐 々 木(S.

Sasaki)

佐 々 木(庄次郎)P

佐 々木 ・

栃 倉正 一

佐 々木

佐々木

佐々木

佐野ナンコウ

佐野学

志賀定一

茂森唯士

島田豊松

島田慎二

1150島 田慎 二

1151

1152

1153

島田慎二

笑生

正 ・ププ公

1154正 ・プ プ 公

1155シ ョウ マ ル ・プ

プ ヘ ン

1156正 ・英

1157正(M.K.)川

上 正 光?

1158島 谷

発信地

シカ ゴ

東 京品川

カ リフ ォルニ ア

ホ ノル ル

シ カ ゴ

(日本青年会)

シカ ゴ

グラ ン ビル

(オハイオ州)

パ リ

ソマ リア

阿部 野

杉並 上高 井戸

名古 屋

信州 木崎 湖

長 崎

フ ラン クフル ト

(ドイツ)

ケル ン

(ドイツ)

ベ ル リン

芦 屋

Forelle

(ドイツ)

キーム ゼー

(ドイツ)

Forelle

ミュ ンヘ ン

ミュ ンヘ ン

受信地

ミュンヘン

市外戸塚

東京雑司ヶ谷

東京戸塚

東京戸塚

東京戸塚

東京戸塚

東京戸塚

東京戸塚

東京戸塚

新宿戸塚

神戸永澤

東京戸塚

東京雑司ヶ谷

ミュンヘン

ミュ ンヘ ン

ミュ ンヘ ン

東京 戸塚

ミュンヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ウ イ ー ン

ワ シ ン ト ンD.C.ウ ィ ー ン

一95一

執筆年月日

1913.6.30

1930.5.2H

1926.1.1

塑

1913.7.1

1930.4.2H

1917.7.'?

196.1.3

1919.10.7

資料種 別 資 料 番 号

葉 書Vl一 ウ ー69-1

手 紙Vl一 ウ ー70-1

葉 書VI一 ウ ー71-1

葉r`rrVI一 ウ ー72-1

葉titVI一 ウ ー73-1

1919」0.23葉 亨重亨VI一 ウ ー73-2

1919.10.241919.10.26葉 書Vト ウ ー73-3

1919.11.41919.11.5葉 書VI一 ウ ー73-4

1925.12.14

(1947.12.22)

1908.7.35

1913.x.15

1925.2.5

ナ シ

1947.10.26

ナ シ

1910.8.30

?.8.18

1908.7.?7

1913.4.15

葉書

葉書

電報

手紙

葉書

葉書

葉書

葉書

Vl一 ウ ー73-5

Vl一 ウ ー73-6

Vl一 ウ ー74-1

vi一 ウ ー75-1

Vl一 ウ ー76-1

vi一 ウ ー77-1

Vl一 ウ ー78-1

Vl一 ウ ー79-1

1913.4.161913.x.16葉 書Vl一 ウ ー79-2

1913.4.181913.4.19

1923.6.211923.6.24

1913.?.14

葉{辱Vl一 ウ ー79-3

葉 書Vl一 ウ ー80-1

葉 書Vl一 ウ ー81-1

1913.3.231913.3.24葉 書VI一 ウ ー81-2

1913.9.91913.9.10葉 書Vl一 ウ ー81-3

1913.9.27葉 書Vl一 ウ ー81-4

1914.6.221914.6.22葉 調Vl一 ウ ー81-5

1919.1.11919.1.1葉 書Vl一 ウ ー82-1



篁≡垂要

1159

1160

1161

1162

1163

1164

1165

1166

1167

.:

1169

1170

1171

1172

1173

1174

1175

1176

1177

1178

1179

1180

1181

1182

1183

.,

型

清水安三

新制作協会(棚)

神保源次郎 ・

なつ

杉本文雄

須藤克巳

関省三

センイ統一委員会

副島まち子

袖岡栄二

高木

高木

高木克

高田早苗

高田早苗

高野岩三郎 ・

森戸辰男

高野岩三郎

高野岩三郎

高彦

高

高

高

高彦

高彦 ・木村

瀧国雄

瀧澤岩蔵

瀧山堅

1185瀧 本

1186田 代 倫

発信地

北 京

世 田谷

ホ ノ ルル

名古屋昭和

神戸留井

秋田鹿角

東京芝新橋

芦屋浜松

福井武生

鳥取

鳥取

福島小名浜

阪神芦屋

(森戸)

兵庫武庫

ラ イプチ ヒ

ラ イプチ ヒ

ライ プチ ヒ

イギ リス

ハ ン プス テ ッ ド

(イギリス)

ロン ドン

北海 道

新潟 岩船 平林

ベ ル ン

(スイス)

シカ ゴ

八 代市 松江

受信地

ウ イー ン

新 宿 戸塚

エ バ ン ス トン

(柳子連名)

東 京戸 塚

東京 雑 司 ヶ谷

東京 戸塚

東京戸塚(大 山

柳子宛)

東京新宿戸塚

東京新宿戸塚

東京新宿戸塚

東京神田(我等社)

執筆年月日

1946.7.23

塑

1923.8.22

1952.9.13

1946.7.24

(1947)

1916.12.1

1929.12.11929.12.1

1953.5.18ナ シ

1957.5.151957.5.16

1947.10.25

1915.8.16

1920.5.25

?.1.14

?.4.22

1928.10.19

資料種別

東 京 淀 橋(櫛

田 ・大内)

東 京下 戸塚

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ミュ ン ヘ ン

ミュ ン ヘ ン

ミュンヘ ン

東 京 戸塚

東 京 戸塚

ミュンヘ ン

ミュ ンヘ ン

新宿 戸塚

葉書

封筒

手紙

資 料 番 号

vi一ウ ー83-1

VI一ウ ー84-1

Vl一ウ ー85-1

葉 書vi一 ウ ー86-1

葉 書VI一 ウ ー87-1

葉 書Vl一 ウ ー88-1

手 紙Vl一 ウ ー..

手 紙VI一 ウ ー90-1

1947.10.?9葉 書vi一 ウー91-1

1915.8.17葉 書Vl一 ウ ー92-1

1915.9.?葉 書VI一 ウ ー92-2

1920.5.26葉 書vi一 ウ ー93-1

ナ シ 手 紙VI一 ウ ー94-1

ナ シ 手 紙VI一 ウ ー94-2

1928.10.19手 紙VI一 ウ ー95-1

1928.10.191928.10.19手 紙

1928.1022ナ シ 手 紙

1912.12.101912.12.10葉 書

1913.3.?31913.3.24葉 書

1913.6.1?1913.6 .12葉 書

1913.9.12?葉 書

1913.10.161913.10 .16葉 書

1913.10.?9

197.10.25

1913.5.16

1913.10.29葉 書

1918.6.22葉 書

1947.10.25葉 書

1913.5.16葉 書

VI一 ウ ー95-2

VI一 ウ ー95-3

vi一 ウ ー96-1

Vl一 ウ ー96-2

Vl一 ウ ー96-3

VI一 ウ ー96-4

VI一 ウ ー96-5

Vl一 ウ ・..

Vl一 ウ ー97-1

Vl一 ウ ー98-1

Vl一 ウ ー99-1

1914.L4葉 書Vl一 ウー100-l

l948.3.121948.3.13手 紙Vl一 ウー101-1

一96一



整理番号 差出人

1187田 島 一 義

::田 島 一 義

1189田 島 一 義

1190田 島 一 義(推 定)

1191田 島 一 義

1192

1193

1194

田島一義

田島一義

橘静二

1195橘 静二

1196橘 静二

1197橘 静二

1198

1199

1200

1201

1202

1203

1204

1205

橘静二 ・

原口竹次郎

巽

巽来次郎

巽来次郎

巽来次郎

田中ソウタロウ

田中豊四郎

田名部孝太郎

1206田 名部 孝太 郎

1207田 原栄

1208田 淵豊 吉

1209為 本博 篤

1210千 葉豊 治

1211千 葉豊 治

発信地

ケ ベ ッ ク

(カナ ダ)

ロ ン ドン

ロ ン ドン

ベ ル リン

サ ン ク トペ テ ル

ブ ル グ(ロ シア)

満 州 旅 順

台 北

ソルトレーク・シティ

(ユ タ州)

マ ジ ソ ン

(ウ ィス コン州)

ア ナ ー バ ー

(ミ シガン州)

ボ ル テ ィ モ ア

(メ リー ラン ド州)

ニ ュ ー ヨ ー ク

ベ ル リン

ベ ル リン

ベ ル リン

ベ ル リン

トサ ワジ キ

品 川大 井

大坂 九条

受信地

シ カ ゴ(k.Toda

宛)

シ カ ゴ

シ カ ゴ

シ カ ゴ

シ カ ゴ

シカ ゴ

ミュ ンヘ ン

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シ カ ゴ

神 戸 永澤(柳 子)

シ カ ゴ

シ カ ゴ

シ カ ゴ

新宿戸 塚

新宿戸 塚

東 京 雑 司 ヶ 谷

(柳子)

東 京雑 司 ヶ谷

シ カ ゴ(北原淑夫)

ミュンヘ ン

栃 木 日光(転 送)

東 京早 稲 田大学

執筆年月日

大坂 九条

東京 牛込

ベ ル リン

世 田谷玉 川

オ ー クラ ン ド

(カリフォルニア州D

サンフランシスコ

1911.7.27

1911.8.9

1911.8.18

1911.8.31

消印 資料種別 資料 番 号

1911.7,28葉 書VI一 ウ ー102-1

1911.8.10

1911.8.18

1911.8.26

?

1911.9.15

1913.7.281913.7.28

1911.5.11911.5.1

葉 書Vl一 ウ ー102-2

葉 書Vl一 ウ ー102-3

葉 書VI一 ウ ー102-4

葉 書VI一 ウ ー102-5

葉 書Vl一 ウ ー102-6

葉 書Vl一 ウ ーio2-7

葉 書vi一 ウー103-1

1911.6.11911.6,1葉 書Vl一 ウ ー103-2

1911.8.51911.8.5葉 書Vl一 ウ ー103-3

1911.11.11911.11.1葉 書vi一 ウ ー103-4

1911.12.261911.12.26葉 書Vト ウー103-5

1910.12.14

1947.12.21

1908.7.15

1910.12.14

1911.4.5

1911.4.29

?

1947.10.26

?

1947.10.26

1909.1.2

1912.1.1912.1.26

1914正 月1914.1.5

1947.10.251947.10.25

1906.6.26

葉書

葉書

葉書

葉書

電報

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

Vl一 ウ ー104-1

VI一 ウ ー104-2

VI一 ウ ー104-3

Vl一 ウ ー104-4

Vト ウ ー105-1

VI一 ウ ー106-1

VI一 ウ ー107-1

VI一 ウ ーion-2

Vl一 ウ ー108-1

VI一 ウ ー109-1

Vl一 ウ ー110-1

VI一 ウ ー111-1

東 京 早 稲 田 大 学1908.1.ll908.1.?葉 書Vト ウ ー111-2

一97一



墾 番言

1212

1213

1214

1215

1216

1217

1218

1219

1220

1221

1222

1223

1224

1225

1226

1227

1228

1229

1230

1231

1232

1233

1234

1235

1236

差出人 発信地

中国保衛和平委 北京

員会劉

中国平和委員会 北京

網本寅蔵

寺尾元彦

寺尾元彦

寺尾元彦

寺尾元彦

寺尾元彦

テルミチ

戸田

栃倉正一

栃倉正一

栃倉正一

栃倉正一

Tomi

冨田山寿

冨田山寿

冨田山寿

冨田山寿

冨田山寿

冨田山寿

冨田山寿

友枝生

友枝生

鳥居赫雄(素 川)

日光

ベ ル リン

ベ ル リン

ベル リン

ベ ル リン

ベル リン

ミュンヘ ン

シ カ ゴ

マ デ ィソン

シカ ゴ

シ カゴ

シ カゴ

バ ツフ アロー

(ニューヨーク州)

ミュンヘ ン

ドイ ツ

ミュンヘ ン

ミュンヘ ン

ロ ン ドン

京都

京都

ケン ブ リ ッジ

ベ ル リン

神 田連雀

受信地

新宿戸塚

東 京(平 和 擁 護

委員会)

東京 雑 司 ヶ谷

ミュ ンヘ ン

ミュンヘ ン

ミュンヘ ン

ミュンヘ ン

ミュンヘ ン

ミュンヘ ン

ミュンヘ ン

東 京雑 司 ヶ谷

東 京戸 塚

東 京戸 塚

東 京戸 塚

シカ ゴ

ミュンヘン

ミュンヘン

ベルリン

パリ

東京早稲田大学

東京早稲田大学

豊多摩郡平塚

シカゴ

シカゴ

豊多摩戸塚

執筆年月日

1955.2.4

1913.4.1

1913.9.15

1914.1.10

1914.4.22

1914.5.2

1913.2.22

(東 京 消 印)

1920.1.1

1921.1.22

1922.1.1

1913.7.17

1914.4.24

1914.5.3

1914.7.28

1914.12.5

(1915.7.17)

1911.10.7

1918.10.8

消印 資料種別 資料 番 号

1955.2.5手 紙VI一 ウ ー112-1

1955.10.4電 報Vl一 ウ ー113-1

1955.10.12葉 書VI一 ウ ー114-1

1913,4.1葉 書Vl一 ウ ー115-1

1913.9.16葉 書Vl一 ウー115-2

1914.1.10葉 書VI一 ウ ー115-3

1914.4.24葉 書VI一 ウ ー115-4

1914.5.2葉 書Vl一 ウ ー115-5

1913.8.3葉 書VI一 ウ ー116-1

1913.2.?葉 書Vl一 ウ ー117-1

1917.6,29葉 書Vト ウ ー118-1

1919.12.19葉 書VI一 ウ ー118-2

1921.1.24葉 書VI一 ウ ー118-3

1921.12.29葉 書VI一 ウー118-4

1911.6.27葉 書VI一 ウー119-1

1913.7.17

1914.4.24

1914.5.3

1914.7.28

1914.12.5

(1915.7.17)

(1919.10.12)

1911.4.9

1911.10.7

1918.10.8

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

Vl一 ウ ー120-1

Vl一 ウ ーi20-2

VI一 ウ ー120-3

vi一 ウ ー120-4

Vl一 ウ ー120-5

VI一 ウ ー120-6

vi一 ウ ー120-7

Vト ウ ー121-1

VI一 ウ ー121-2

vi一 ウ ー122-1

R-30

整騙号 差出人 鎧 堕

1237鳥 居 赫雄(素 川)ロ ン ドン
型
東京戸塚

執筆年月日

1925.8.11

消 印 資料種別 資 料 番号

1925.8.12葉 書VI一 ウー122-2

一98一



整理番号 差出人

1238土 居正 一郎

1239堂 前孫 三郎

1240永 井柳 太郎

1241永 井柳 太郎

1242永 井柳太 郎

1243永 井柳 太郎

1244永 井柳 太郎

1245長 島 又男

1246長 田 永

1247中 野登 美雄

.;

1249

1250

1251

1252

1253

1254

1255

1256

1257

1258

中村武

中村三之 丞

中村三之 丞

T.Nakamura

中村 萬吉

長江 ・純

日米時事社(浅野)

日本国民救援会

日本社会党岡山

県連

野村勘左工門

蓮井栄太郎 ・

シズェ

1259長 谷 川如是 閑

1260長 谷川 如是 閑

1261秦 克子

1262畑 美 山

1263花 田準 一

1264花 田準 一

1265花 田準 一

発信地

ベ ル リ ン

大 阪 布 施

ベ ル リ ン

バ ー ミン ガ ム

(イギ リス)

オックスフ ォー ド

(イギ リス)

サンフランシスコ

シ カ ゴ

シカ ゴ

ハ イデ ルベ ルグ

(ドイツ)

兵 庫 若狭野

ベ ル リン

ニ ュー ヨー ク

サンフランシスコ

ニ ユー ヨー ク

新 キ ラ ク

サンフランシスコ

芝

岡 山

福井坂井

香川太田

中国漢ロ

ハルピンよりの

帰途車中

福岡若松

サンフランシスコ

伏見丸船上

伏見丸船上

ワシントン

受信地

ミュンヘン

東京戸塚

東京早稲田大学

東京雑司ヶ谷

執筆年月日

1913.12.4

1947.10.26

1907.12.?

消印 資料種別 資料 番 号

1913.12.5葉 書Vト ウ ー123-1

1947.10.27葉 書Vl一 ウ ー124-l

l907.8,3葉 書Vl一 ウ ー125-1

1907.12.23葉 書VI一 ウ ー125-2

東 京 雑 司 ヶ 谷1908・5・271908.5.30葉 書Vト ウー125-3

大阪朝日新聞社

大阪朝日新聞社

東京早稲田(教授)

東京戸塚(大 学

より転送)

東京世田谷成城

東京早稲田大学

東京早稲田大学

東京小石川

牛込早稲田大学

大阪朝日新聞

東京戸塚

新宿戸塚

1918.8.201918.10.9

1918.9.301918.10.1

1947.10.23ナ シ

1916.7.231916.7.24

1923.1.31(転 送)

1941.12.13

1923.9.2

1947.9.25

葉 書VI一 ウー125-4

葉 書VI一 ウー125-5

手 紙Vl一 ウー126-1

葉 書Vl一 ウー127-1

葉 書VI一 ウー128-1

1947.12.14手 紙Vト ウ ー129-1

1922.9.4葉 書Vl一 ウ ー130-1

1923.10.3葉 書Vl一 ウ ー130-2

1910.1.5葉 書vi一 ウ ー131-1

1915.6.29葉 書Vl一 ウ ー132-1

1918.4.1葉 書VI一 ウ ー133-1

封 筒 ナ シ 手 紙vi一 ウ ー134-1

1954.5.23電 報VI一 ウ ー135-1

1947.10.26電 報VI一 ウ ー136-1

東 京 早 稲 田 大 学1915.10.211915.10.22葉 書vi一 ウ ー137-1

東 京 早 稲 田 大 学1930.5.?葉 書Vl一 ウ ー138-1

東京戸塚

東京戸塚

東京戸塚(柳 子)

淀橋戸塚

淀橋戸塚

淀橋戸塚

淀橋戸塚

一99一

1921.9.2葉 書Vl一 ウ ー139-1

1921.9.21葉 書Vl一 ウ ー139-2

1947.10.251947.10.25手 紙

1950.2.81950.2.8手 紙

1919.10.221919.10.21葉 書

1919.10.231919.ll.6葉 書

1919.12.11919.12.1葉 書

VI一 ウ ー140-1

Vl一 ウ ー141-1

Vl一 ウ ー142-1

VI一 ウ ー142-2

Vl一 ウ ー142-3



整騒号 差出人

1266花 田準一

1267花 田準一一

1268花 田f

1269花 田準一

1270花 田大 五郎

1271羽 生三 男 ・三七

(三男の実兄、長野)

1272早 田 重厚

1273早 田重厚 ・

古谷孫 次郎

1274早 田重厚 ・

古谷 孫次 郎 ・

寺尾 元彦

1275早 田重厚

1276蜂 須 賀善 亮

1277林 善 次

1278林 善 次

1279T.H,生(原 口 竹

次郎)

1280原 口竹次 郎

1281原 口 竹 次 郎(筆

跡か ら推 定)

1282T.H.(原 口竹次郎)

1283T.H.(原 口竹次郎)

.,原 口 竹 次 郎

1285T。H.(原 口竹次郎)

1286T.Haraguchi

1287T.H.(原 口竹次郎)

1288原 口 竹 次 郎

1289T.Haraguchi

発信地

ニ ュ ー ヨ ー ク

ニ ュ ー ヨ ー ク

ニ ュ ー ヨ ー ク

ニ ユ ー ヨ ー ク

西 宮

東京千駄ヶ谷

ローマ

ベ ル リン

ポ ツ ダ ム

(ドイ ツ)

東京四谷

栃木県庁

岐阜県益田

岐阜県益田

シカゴ

ハ ー トフ ォー ド

(コ ネチカ ッ ト州)

スプ リングフィール

ド(マサチューセッツ州)

バーカムステッド

(コ ネチカ ッ ト州)

バーカムステ ッド

受信地

淀橋戸塚

東京神田我等社

東京神田

東京早稲田大学

お茶の水(順 天

堂医院)

東京下戸塚

ミュ ン ヘ ン

ミュ ン ヘ ン

ミュ ン ヘ ン

執筆年月日

ハ ー トフ ォー ド

ウ ー ス タ ー

(マサチューセッツ州)

イーストノースフィールド

(マサチューセッツ州)

ハ ー トフ ォ ー ド

ハ ー トフ ォ ー ド

ニ ュ ー ヨ ー ク

1920.1.1

1921.1.1

1921.6.10

1921.6.18

?.4.26

塑

1919.12.24

1920.12.20

1921.6.10

1921.6.18

?.4.26

資料種別

ミュンヘン

東京牛込ケート方

東京戸塚

東京戸塚

東京雑司ヶ谷

東京雑司ヶ谷

東京雑司ヶ谷

東京雑司ヶ谷

東京雑司ヶ谷

東京早稲田大学

東京早稲田大学

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

資料 番 号

Vl一 ウー142-4

VI一 ウー142-5

Vl一 ウー142-6

vi一 ウ ー142-7

Vl一ウー新

1931.9.10手 紙VI一 ウー143-1

1913.8.141913.9.10葉 書vi一 ウ ー144-1

1913.8.221913.8.23葉 書VI一 ウー144-2

1913.8.241913..,葉 書VI一 ウー144-3

1913.9.17

1915.4.23

1921.7.31

1913.9.22葉 書VI一 ウIII

1915.4.23葉 書Vl一 ウー145-1

1916.9.2葉 書VI一 ウー146-1

1921.8.1葉 書Vl一 ウ ー146-2

1907,9.25葉 書Vl一 ウ ー147-1

1908.3.18葉 書Vl一 ウ ー147-2

1908.6.15葉 書Vl一 ウ ー147-3

1908.9.14葉 書VI一 ウ ー147-4

1908.10.14葉 書

(小 石 川 局)

1909.4.9葉 書

1909.5,6葉 書

東 京 早 稲 田 大 学1909.7.111909.7.12葉 書

東 京 雑 司 ヶ 谷1909.7.23

東 京 早 稲 田 大 学1910.3.25

東 京 早 稲 田 大 学

一100一

1909.7.24葉 書

1910.3.25葉 書

1910.4.3葉 書

VI一 ウ ー147-5

Vl一 ウ ー147-6

VI一 ウ ー147-7

Vl一 ウ ー147-8

VI一 ウ ー147-9

Vl一 ウ ー147-10

Vl一 ウ ー147-11



整麗号 差出人

1290T.Haraguchi

1291T.Haraguchi

1292菱 沼

1293菱 沼

1294平 澤 哲雄

1295平 澤 哲雄

1296平 野 英一郎

1297平 野 義太郎

1298広 瀬 久太郎

1299広 安鹿 夫

1300福 田市 平

1301福 田市 平

1302福 田市平

1303藤 沢 親雄

1304福 本 武雄

1305福 本順 三 郎

1306福 本順 三 郎 ・

佳子

1307福 本順 三郎 ・

市吉 ・鈴木

730θ 福本順 三郎

1309福 本春 一

1310淵 上一 夫

1311淵 上一 夫

1312淵 上一 夫

1313淵 上一一夫

1314淵 上一 夫

1315古 市春彦

1316古 市春彦

1317古 屋

発信地 受信地

ニ ュー ヨー ク シカ ゴ

シャルロッテンブルグ ミュンヘ ン

ロ ン ドン シカ ゴ

ベ ル リン シカ ゴ

越 後赤倉 温泉 東 京雑 司 ヶ谷

相州 葉 山 東 京戸塚

世 田谷烏 山 東 京戸塚

(柳子連名)

東京足立

岡山市

熊本迎町

滋賀八幡松甚方

東京銀座

(読売新聞社)

ジュネーブ

兵庫滝野小学校

清国蘇州

上海海関

北京

大連

福岡田川

東京

東京小石川

東京関口

博多瓦町

本郷追分

(大学評論社)

本郷追分

(大学評論社)

台湾

京都(選挙事務所)

東京雑司ヶ谷

東京雑司ヶ谷

東京早稲田大学

新宿戸塚

執筆年月日

1913.1.5

1911.8.8

1911.9.2

1917.7.24

1925.7.11

1947.10.24

(1955.6.19)

1950.5.22

?

1947.12.4

塑

1910.10.4

1913.1.5

1911.8.9

1911.9.2

1917.7.24

1925.7.11

1947.10.26

ナ シ

1950.5.23

?

1909.7.2

1909.12.5

1947.12.4

資料種別

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

資 料 番 号

Vl一 ウ ー147-12

Vl一 ウ ー147-13

Vl一 ウ ー148-1

vi一 ウ ー148-2

vi一 ウ ー149-1

Vl一 ウ ー149-2

Vl一 ウ ー150-1

Vl一 ウ ー151-1

VI一 ウ ー152-1

Vl一 ウ ー新

Vl一 ウ ー153-1

VI一 ウ ー153-2

vi一 ウ ー153-3

東 京 神 田 我 等 社1922.3.6葉 書Vl一 ウー154-1

シ カ ゴ1911.10.121911.10.13葉 書Vl一 ウー155-1

東 京1910⊥1ナ シ 葉 書Vl一 ウー156-1

兵 庫 有 馬(柳 子)1912⊥1?葉 書Vl一 ウ ー156-2

東京戸塚

東 京戸 塚

栃 木 日光(転 送)

ミュンヘ ン

ミュンヘ ン

ミュンヘ ン

東 京戸 塚

(柳子連 名)

東京 戸塚

東京戸塚

東京戸塚

?.5.12

1914.2.11

1919.8.27

?.11.1

1918.11.7

ナ シ

?.5.14

1947.10.?6

1914.1.23

1914.2.11

?

1919.8.27

封 筒 ナ シ

1918.11.7

葉 書vi一 ウ ー156-3

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

手紙

葉書

Vl一 ウ ー156-4

VI一 ウ ー157-1

VI一 ウ ー158-1

Vl一 ウ ー158-2

VI一 ウ ー158-3

vi一 ウ ー158-4

Vト ウ ー158-5

Vl一 ウ ー159-1

1918.11.101918.11.10葉 書Vl一 ウ ー159-2

1947.10.24葉 書VI一 ウ ー160-1

一101一



壁

1318

1319

1320

1321

1322

1323

1324

1325

1326

1327

1328

1329

1330

差出人

古屋サダオ

平和擁護日本委

員会

細野長良

細野長良

細野長良

細 野長 良

堀 江 邑

朴烈

マスタニノブイチ

増 田 義 一(実 業

之日本社)

益 田豊 彦

松 井房 夫

マ ツウ ラフマ ミ

1331松 原 健(新 日本

社長)

1332松 村

1333的 場

1334

1335

1336

1337

1338

1339

1340

1341

1342

1343

..

丸山次郎(次郎生)

水島生

水野民治

水野正己

宮島新三郎帰国

歓迎会発起人

宮山

民主主義一人

向山照男

村野井弥六

室伏他五名

室伏他二名

lo」1':

山梨塩山

文京区田町

受信地

東京戸塚

東京戸塚

ミュ ン ヘ ン

ミュ ン ヘ ン

ミュ ン ヘ ン

執筆年月日

ウ イー ン

ウ ィー ン

ア ウ グスブ ル ク

(ドイツ)

チ ュー リ ッヒ

東 京世 田谷

東 京

(京橋の消印)

ミュ ンヘ ン

京都(選挙事務所)

新宿 戸 塚

ナ リシ ロ4

東 京戸 塚

(益田直彦の紹介状)

ベ ル リン ミュンヘ ン

摂 津三 田 新 宿 戸 塚(柳 子

連名)

東京神田

仙台

東京麹町

ニューヨーク

大阪

神戸平野

熱海小松旅館

伊豆山相模屋

東京

横浜青木町

築地新喜楽

築地新喜楽

東京戸塚

長野小県霊泉寺

温泉

シカゴ

東京戸塚

東京戸塚

東京戸塚

東京戸塚

東京雑司ヶ谷

東京戸塚(柳子連名)

新宿戸塚

新宿戸塚

大阪朝日新聞社

大阪朝日新聞社

一102一

1954.11.3

1913.3.21

1913.7.3

1913.7.17

1913.7.18

1950.5.20

?.2.12

消印 資料種別 資料 番 号

?.10.24電 報Vl一 ウ ー161-1

1954.11.6手 紙vi一 ウ ー162-1

1913,3.6葉 書Vl一 ウ ー163-1

1913.7.4葉 書Vl一 ウ ー163-2

1913.7.17葉 書Vト ウ ー163-3

1913.7.19葉 書VI一 ウ ー163-4

1950.5.22葉 書Vl一 ウ ー164-1

1947.10.25電 報Vl一 ウ ー165-1

1947.10.25電 報Vl一 ウ ー166-1

?.2.12葉 書Vl一 ウ ー167-1

1947.11.24ナ シ 手 紙Vl一 ウ ー168-1

1914.3.17葉 書Vl一 ウ ー169-1

1947.10.25電 報VI一 ウー170-1

1947.10,27ナ シ 手 紙Vl一 ウー171-1

1929.11.131929.11.13葉 書vi一 ウ ー172-1

1924.8.111924.8.11葉 書VI一 ウ ー173-1

1911.10.211911.10.21葉 書

1921.4.81921.4.8葉 書

1918.7.281918.7.28葉 書

?.3.12?.3.13手 紙

(往 復 葉 書)?.6.9葉 書

1947.10.25

1921.11.5

1918.4.10

?葉 書

1947.10.26葉 書

1947.10.26電 報

1921.11.6葉 書

1918.4.10葉 書

1918.4.11葉 書

Vl一 ウ ー174-1

VI一 ウ ー175-l

VI一 ウ ー176-1

Vl一 ウ ー177-1

Vl一 ウ ー178-1

Vl一 ウ ー179-1

Vl一 ウ ー180-1

vi一 ウ ー181-1

VI一 ウ ー182-1

VI一 ウ ー183-1

vi一 ウ ー183-2



整理番号 差出人

1345室 伏 高信

1346毛 利 宮彦

1347最 上 勇

.;最 上 勇

1349モ チヅキシンクロウ

1350森 下国雄

1351森 下国雄

1352森 下 国雄

1353矢 崎 伝

1354安 井涙 泉(英 治)

1355安 井英 治 ・重彦

1356安 井英 治 ・重彦

1357安 井英 治 ・重彦

1358ヤ マ ウチ

1359山 内繁

1360山 口亀 二郎

1361山 口衛

1362山 口健録(大昭鉱業)

1363矢 野 宏 治(早大生)

1364矢 部

1365山 本 實彦

1366山 本 英治

1367山 本 壽之?

1368山 野完一(引 揚者)

1369倭 稚 郎

1370山 根 弘道㈱ 酔心

1371横 田愛 三郎

1372横 田忠夫

1373吉 江喬 松

1374吉 江喬 松

発信地

山梨 南都留

ニ ュー ヨー ク

浦和

浦和常 盤

大 宮

ロ ン ドン

前橋

日光 ホテ ル

長野 東筑 摩

ニ ユー ヨー ク

ライプ チ ヒ

ニ ユー ヨー ク

ニ ユー ヨー ク

シカ ゴ

シカゴ

千葉銚子

大分中津西蠣瀬

福島石城植田

新宿戸山

シカゴ

品川上大崎

京都宇治

京都上京区

都下尾久

京都東山

広島三原

愛媛喜多

セ ネガ ル

(アフリカ)

パ リ

受信地

栃 木 日光(転 送)

東京小 石川

新宿 戸塚(柳子迎名)

新宿 戸塚(柳子連堵)

新宿戸 塚

東京戸 塚

千葉千 倉伊 藤方

東 京戸塚

東 京戸塚

ミュンヘ ン

ミュンヘ ン

東 京早稲 田大学

東 京早稲 田大学

ク サ ナ ホ テ ル

(シカゴ)

ミュ ンヘ ン

東京 戸塚

別府

東京 戸塚

新宿 戸塚

ミュ ンヘ ン

東京戸塚

栃木日光

千代田区読売新聞

東京戸塚

東京戸塚

東京戸塚

東京戸塚

東京戸塚

東京戸塚

執籏年 月日

1916.1.1

1925.8.17

1913.1.1

1913.4.?4

1916.1.1

1916.1.1

塑

1947.?

1916.1.2

1947.10.25

1947.10.31

1947.10.26

1921.3.3

1923.8.23

?.8.18

1925.8.17

1913.1.4

1913.4.?5

1916.1.4

1916.1.5

1947.10.10

1913.2.18

1947.10.251947.10.25

1948.10.12ナ シ

1947.10.261947.10.27

1952.3.5

1914.12.26

(帰国直後?)

1947.11.19

1948.11.26

1955.3.14

1916.8.6

1931.5.8

1916.11.5

1947.11.19

1947.11.?

1948.11.27

(1918.5.11)

別 納

1916.8.1

1931.5.8

1916.11.5

資料種別

葉書

葉書

電報

手紙

電報

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

電報

葉書

手紙

手紙

手紙

手紙

葉書

名刺

手紙

葉書

葉書

葉書

手紙

葉書

葉書

葉書

資 料 番 号

vi一 ウ ー183-3

VI一 ウ ー184-1

Vl一 ウ ー185-1

VI一 ウ ー185-2

Vl一 ウ ー186-l

vi一 ウ ー187-1

VI一 ウ ー187-2

Vl一 ウ ー187-3

Vl一 ウ ー188-1

Vl一 ウ ー189-1

Vl一 ウ..-2

Vl一 ウ ー189-3

Vl一 ウ ー189-4

vi一 ウ ー190-1

VI一 ウ ー191-1

VI一 ウ ー192-1

Vl一 ウ ー193-1

Vl一 ウ ー194-1

vi一 ウ ー195-1

vi一 ウ ー196-1

Vl一 ウ ー197-1

Vl一 ウ ー198-1

Vl一 ウ ー199-1

Vl一 ウ ー200-1

Vl一 ウ ー201-1

VI一 ウ ー202-1

Vl一 ウ ー203-1

Vト ウ ー204-1

vi一 ウ ー205-1

1916.12.25葉 書VI一 ウ ー205-2
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整理番号

1375

1376

1377

1378

1379

1380

1381

1382

1383

.,

1385

1386

1387

差出人

吉田絃二郎

吉田絃二郎

吉田絃二郎

吉野作造

好本

代々木五一(浄土寺)

労農党名古屋支部

和久田正虎

?一雄

大山一義

大山聰

大山柳子

大山柳子

発信地

下谷中根岸

中根岸

下谷中根岸

オックスフォード

京都

名古屋中水主

江ノ島

マディソン

兵庫那波

上高地

神戸永沢

受信地

東京戸塚

東京戸塚

東京戸塚

東京戸塚

東京早稲田大学

東京東中野

東京上戸塚

東京戸塚

シカゴ

東京戸塚

東京戸塚

シカゴ

ミュンヘン

執筆年月日

?.9.16

?.10.13

?.11.4

1918.6.6

?.11.8

1931.3.17

1921.8.14

1910.11.27

1928.7.20

塑

?

?.10.14

?

1918.6.6

1908.5.22

?.11.9

1931.3.17

1921.8.14

1910.11.28

1919.8.20

1928.7.22

1911.2.24

1913.7.16

資料種別

手紙

葉書

手紙

葉書

葉書

手紙

手紙

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

資 料 番 号

VI一 ウ ー206-1

Vl一 ウ ー206-2

Vl一 ウ ー206-3

Vl一 ウ ー207-1

vi一 ウ ー208-1

VI一 ウ ー209-1

vi一 ウ ー210-1

Vl。 ウ ー211-1

VI一 ウ ー212-1

Vl一 ウ ー213-1

VI一 ウ ー214-1

Vl一 ウ ー215-1

VI一 ウ ー215-2

R-31

(エ)大山郁夫宛書簡(B)

整理番号 差出 人

1388MaxSchmidin.

1389M.LeeAlberts

13901sabelleBluny

1391G.E.Bodin

1392DenBrown

1393RomesChandra

(全 イン ド平和 会 議)

1394M.A.Carolina

1395C.B.Christo-

Pherson

1396K.Colegrove

1397K.Colegrove

発信地

ドイ ツ

東 京 ホ テ ル

ブ リ ュ ッセ ル

ミ ル バ ン ク

(サ ウスダ コタ州)

フ ォー トシ ェ リン

ダン(イ リノイ州)

ニ ュ ー デ リー

(イ ン ド)

地 洋 丸 船 上

シ カ ゴ

エ バ ン ス トン

(イ リノイ州)

エ バ ン ス トン

受信地

ミュンヘン

新宿戸塚

新宿戸塚

シカゴ

シカ ゴ

新宿戸塚

新宿戸塚

早稲田大学

エバ ン ス トン

エ バ ンス トン

執筆年月日

1950.4.24

消印 資料種別

?.9.20葉 書

1950.4.25手 紙

1955.11.17手 紙

1912.8.31葉 書

資 料 番 号

VI一 工 一1-1

VI一 工 一2-1

vi一 工 一3-1

Vl一 二[-4-1

1911.11.29葉 書vi一 工 一5-1

ナ シ 電 報VI一 工 一6-1

1911.8.231911 .8.25葉 書Vl一 工 一7-1

1916.1.13葉 書VI一 工 一8-1

1941.8.5封 筒 ナ シ 手 紙VI一 工 一9-1

1942.5.2封 筒 ナ シ 手 紙Vl一 工 一9-2
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整麗 号 差出人

1398F.Joliot-Curie

1399LesterCurtis

1400JacquesDenis

1401K.Eberlein

1402K.Ebina

1403SiellaFialen

1404W.R.Fishel

1405W.D.Geer

(GeneralManager,

Fo伽ne)

1406M.Gest

1407F.Gross

1408MimiHaasa

1409M.Haasa

1410M.Haasa

1411FannyHaider

1412LinaHaider

1413LinaHaider

1414L.H.

1415L.Q.Horfer

1416

1417

1418

1419

1420

L.Q.Horfer

L.Q.Horfer

L.Q.Horfer

L.Q.Horfer

F.LeonHutsler

1421F.LeonHutsler

発信地

パ リ

シャー ロ ッ トアマ

リエ(バージン諸島)

ブ カ レ ス ト

(ル ーマニア)

オ ポ ー レ

(ポー ラン ド)

ナイアガラフユール

シ カ ゴ

横 浜 山 下

ニ ユ ー ヨ ー ク

受信地

パ リ

シカ ゴ

新宿戸塚

ミ ュ ン ヘ ン

シカゴ

東京雑 司が 谷

京都(選挙事務所内)

執筆年月日

ギ ュ ン ツ ブ ル ク

(ドイ ツ)

ニ ユー ヨー ク

チ ロ ル

チ ロ ル

ラ ン ゲ ン ツ ェ ン

(ドイ ツ)

ミ ュ ン ヘ ン

ドイ ツ

ブ ル グ パ オ ゼ ン

(ド イ ツ)

セ ン トポ ー ル

(ミ ネ ソタ州)

セ ン ト ピー タ ー

(ミ ネ ソタ州)

セ ン ト ピー タ ー

セ ン トピ ー タ ー

セ ン トピ ー タ ー

セ ン ト ピー タ ー

カ ン バ ー ラ ン ド

(メ リー ラン ト州)

マルティンズバーグ

(西バージニア州)

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ロ ン ドン

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シ カゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

シカ ゴ

1953.6.11

1912.3.16

消 印

ナ シ

1912.3.18

資料種別 資料 番号

手 紙Vl一 工 一10-1

葉 書VI一 工 一11-1

1953.5.91953.5.14手 紙Vl一 工 一12-1

1911.6.26

1950.5.25

1943.5.7

1914.5.?葉 書Vl一 工 一13-1

1911.6.26

1908.11.9

1950.5.26

封 筒 ナ シ

葉 書VI-]ニ ー14-1

葉 書VI一 工 一15-1

手 紙vi一 工 一16-1

手 紙VI一 工 一17-1

1914.4.131914.4.13葉 書Vl一 工 一18-1

1913.1.11

1913.9.15

1913.9.28

1914.4.12

1914.5.30

1913.11.71913.11.7

1913.11.?

葉 書vi一 工 一19-1

葉 書VI一 工 一20-1

葉 書Vl一 工 一21-1

葉 書vi一 工 一21-2

葉書

葉書

葉書

Vl一 工 一22-1

Vl-コ ニー23-1

VI一 工 一23-2

1912.6.16葉 書Vl一 工 一24-1

1912.7.20葉 書VI-}25-1

?

?

?

?.9.2

1911.7.20

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

Vl一 工 一25-2

Vl一 工 一25-3

vi一 コ[-25-4

vi一 工 一25-5

VI-コ ニー26-2

1911.7.17葉 書VI-=-26-1
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整理語 差出人

1422Hyatt

1423S.H.

1424T.H.

1425N.K.

1426H.T.Komai

1427JeanLaffitte,

Leel.Mang(世

界平和評議会)

1428JeanLaffitte

1429JeanLaffitte

1430J.H.Lawson

1431E.Ludwig

14321.M.M.Luyn

14331.M.M.Luyn

14341.M.M.Luyn

14351.M.M.Luyn

1436A.C.Macdonald

1437A.C.Macdonald

14380rcel

1439JeanORCEL

(PresidentdeI'U.F.U.)

1440E.H.P.

14.41E.H.P.

1442NinaPopova

(President,Soviet

Women'sCommittee)

1443S.A.Queen

発信地

フ ラ イ ブ ル ク

(ド イツ)

ミ ュ ン ヘ ン

ミ ュ ン ヘ ン

ザ ル ツ ブ ル ク

(オ ース トリア)

ロ サ ン ジ ェ ル ス

プ ラ ハ

(チ ェ コ)

プ ラハ

プ ラハ

ロサ ン ジ ェルス

受信地

ミ ュ ン ヘ ン

日本

ミュ ンヘ ン

ミュ ンヘ ン

執筆年月 日

ミュ ン ヘ ン

ペ ナ ン

(マ レー シア)

ジ ェ ノバ

(イ タ リア)

ロ ン ドン

ロ ン ドン

ロ ン ドン

ダ ッジ シ テ イ

(カ ンザス州)

パ リ

パ リ

ニ ュ ー ヨ ー ク

ニ ュ ー ヨ ー ク

モ ス ク ワ

1914.5.1

1913.7.24

マ リ ン ス ワ ロ ー

号(船 上)

東 京1953・1・22

新宿戸塚

新宿戸塚

東京千代田(日

本平和委員会)

ミュンヘン

早稲田大学

早稲田大学

早稲田大学

東京雑司が谷

東京雑司が谷

シカゴ

新宿戸塚

新宿戸塚

シカ ゴ

シカ ゴ

新宿 戸 塚(柳 子)

サ ンベルナーディノ シ カ ゴ

(カ リフォルニア州)

消印 資料種別 資 料 番号

1912.11.28葉 書VI一 工 一27-1

ナ シ 葉 書VI一 工 一28-1

1913,9.12葉 書Vl一 工 一29-1

1913.7.24葉 書Vl一 工 一30-1

1947.10.11電 報Vl一 工 一31-1

封 筒 ナ シ 手 紙Vl一 工 一32-1

1953、4.181953.4。23手 紙

1953.11.13?手 紙

?手 紙

1908.10.16

Vl-コ ニー32-2

VI一 工 一32-3

VI一 工 一33-1

ナ シ 葉 書Vl一 工 一34-1

1908.10.16葉 書Vl一 工 一35-1

1909.1.181909.1.19葉 書

1909.5.281909.5.29

1909.12.24

1910.6.6

1911.8.2

1953.4.17

葉書

葉書

葉書

葉書

vi一 工 一35-2

Vl-コ ニー35-3

Vト エ ー35-4

Vl一 工 一36-1

vi一 工 一36-2

1953.4.1電 報Vト}37-1

封 筒 ナ シ 手 紙vi一 工 一37-2

1911.7.12葉 書vi一 工 一38-1

1911.8.1葉 書Vl一 工 一38-2

1955.2.3手 紙vi一 工 一39-1

1911.7.301911.7.31葉 書Vl一 工 一40-1
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整理番号 差出 人

1444H.R.

1445L.L.Robard

1446E.Ruse

1447Rusen

1448ス コベ リ ツ ィ ン

1449ス コベ リ ツ ィ ン

(国際 スター リン平

和賞委員会委 員長)、

キ ス レ ン コ

1450LenaS.

1451LenaS.

1452LenaS.

1453LenaSatees

1454LenaSatees

1455Lena

1456LenaS.

1457H.H.Smythe

1458P.M.Sweezy

14591.S.Vail

14601.S.Vail

1461Y.D.Wakatsky

1462J.B.Williamsm

1463A.P.Wheelee

1464Wheeler夫 妻

1465H.M.Y.

1466R.M.Y.

1467M.Z.

1468Allen?

発信地 受信地

カ ー ル ス ル ー エ ミ ュ ン ヘ ン

(ド イツ)

シ カ ゴ

シカ ゴ

モ ス クワ

ア ム ス テ ル ダ ム

(オ ラン ダ)

ヒ ル バ ー シ ュ ム

(オ ラン ダ)

ドー ル ン

(オ ランダ)

ヒル バ ー シ ュ ム

ハ ー グ

(オ ランダ)

ハー グ

ハー グ

山 口西 白石

ニ ュー ヨー ク

シカ ゴ

東 京

WillamsBay

(ウイスコンシン州)

ロ ー マ

ミュンヘ ン

ベ ル リン

ハ ンブル グ

ミュンヘ ン

執 筆年 月 日 消印 資科種別 資料 番 号

1913.3.7葉 書Vl一 工 一41-1

1911.12.22

高 田 雑 司 が 谷

ミ ュ ンヘ ン

東 京 戸 塚1953・4・20

1952.4.14

ミュ ンヘ ン

ミュ ンヘ ン

ミュ ンヘ ン

ミュ ンヘ ン

ミュ ンヘ ン

ミュンヘン

ミュンヘン

早稲田大学

参議院

早稲田大学

高田雑司が谷

シカゴ

ミュ ンヘ ン

ミュ ンヘ ン

高 田雑司 が谷

ミュ ンヘ ン

ロン ドン

1913.9.23

(マ マ)

1913.10.27

ナ シ

1909.2.20

1913.1.31

1953.4.21

ナ シ

手 紙VI一 工 一42-1

葉 書Vl一 工 一43-1

葉 書vi一 工 一44-1

手 紙Vl一 工 一45-1

手 紙Vl一 工 一45-2

1913.9.19葉 書Vr一 工 一46-1

1913.9.22葉 書Vl一 工 一46-2

1913.10.27葉 書VI一 工 一46-3

1913.12.15葉 書VI一 工 一46-4

1913.12.291913.12.29葉 書VI一 工 一46-5

1914.9.11

1914.10.101914.10.10

1952.1.151952.1.26

1952.1.171952.1.17

1905.?.15

1908.12.3

1912.1.1

ナ シ

1913.2.10

ナ シ

1913.1?.25

1908.12.181908.12.18

1912.12.20

1914.6.6

葉 書Vl一 工 一46-6

葉 書VI一 工 一46-7

手 紙VI一 工 一47-1

手 紙Vl一 工 一48-1

葉 書Vl一 工 一49-1

葉 書Vl一 工 一49-2

葉 書Vl一 工 一50-1

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

vi一 工 一51-1

VI一 工 一52-1

Vl一 二[-52-2

VI一 工 一53-1

Vl一 コ[-54-1

VI一 工 一56-1

Vl一 工 一57-1
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聾 番号 差出人 発信地

1469オ リー ブ ・レ ノ ベ ル リ ン

ッ ク スP

1470

1471

1472

1473(葉 書3枚)

1474キ ス レ ン コ(陸

軍少将)

ブ ダペ ス ト

ブ ダペ ス ト

セ ゲ ド

(ハンガリー)

受信地

ミュ ン ヘ ン

ヘ ル シ ンキ

ヘ ル シ ンキ

ヘ ル シ ンキ

執 筆 年 月 日 消 印 資料種別 資料 番 号

1912.11.11葉 書Vl一 工 一58-1

1955.6.161955.6.16

1955.6.161955.6.16

1955.6.15

葉 書Vl一 工 一59-1

葉 書Vl一 工 一60-1

葉 書Vl一 工 一61-1

ナ シ 葉 書vr一 工 一62-1

1952.2.5封 筒 ナ シ 手 紙VI一 工 一63-1

(オ)大山郁夫以外宛書簡

整理番号

1475

1476

1477

1478

1479

1480

.一

発信人

相沢賢一

阿部淑子

江口貞松

大山クラ子

大山聰

大山聰

大山聰

1482尾 高久 忠

1483河 野治 生

1484河 野

,-

1486

.-

1488

小島善太郎

小島善太郎

田村

Toni

1489橋 爪按 子

1490羽 仁 説子

発信地

東京台東

東京中野

久留米東

兵庫

伊藤

瀬波(新 潟)

中国 北京

サン フランシ

ス コ

ポー トラン ド

(オ レゴン州)

世田谷

バ ツ フ ア ロ ー

大分玖珠

受取人

大 山柳 子

大 山柳 子

大 山柳 子

大 山柳 子

大 山柳 子

永井 六郎

永井米蔵方八重

子・六郎・多喜子

Kitchlew(全イン

ド平和会議議長)

長 崎 義 男

服部歌子

大 山柳 子

大 山柳 子

相川 理一 郎

Tajima(田 島

一義P)

大 山柳 子

北多摩(自 由 大 山柳 子

学園)

受取地

新宿戸塚

新宿戸塚

新宿戸塚

東京

東京戸塚

東京戸塚

大阪西

神戸

戸塚町

戸塚町

シカゴ

新宿戸塚

執筆 日

1955.?

1955.2.26

1954.10.1

1922.8.6

?.1.?

?.9.?

塑

1955.?

1955.2.26

1954.10.2

封 筒 ナ シ

1922.8.6

ナ シ

ナ シ

種 別 資 料 番号

手 紙Vト オ ー1-1

手 紙VI一 オ ー2-1

手 紙Vl一 オ ー3-1

手 紙Vl一 オ ー4-1

葉 書Vト オ ー5-1

葉 書Vl一 オ ー5-2

葉 書VI一 オ ー5-3

1953.10.11封 筒 ナ シ 手 紙Vl一 オ ー6-1

1914.1.291914.1.29葉 書VI一 オ ー7-1

1914.1.71914.1.13葉 書Vl一 オ ー8-1

?.2.24

1947.11.25

(マ マ)

1947.10.27

ナ シ

1928.3.4

封 筒 ナ シ

1911.6.27

葉書

葉書

手紙

葉書

VI一オ ー新

Vl一オ ー新

Vト オ ー9-1

Vl一オ ー10-1

1947.10.28手 紙VI一 オ ー11-1

ナ シ 手 紙Vl一 オ ー12-1
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整理番号 発信人

1491平 野 義 太郎

1492平 野 義太郎

1493平 野 義太郎

1494福 本澄 江

1495福 本道 子

一・.福 本道 子

1497福 本道子

,..福 本 道 子

1499渕 上一 夫

1500古 末 憲 一

(日本国民救援

会中央本部)

1501遍 照 尊 院

1502水 野P

1503水 野(は るJ)

1504ミ ツ

1505最 上 務

1506元 木 利 久

(黒住 教)

1507山 本(中 央

公 論社)

1508L.C.Lawrence

1509キ ス レ ン コ

発信地

フランクフルト

東京

東京

兵庵那波

神戸湊

兵庫那波

大連(福 本順

三郎方)

京都下京(の

と屋)

永橋

受取人

大内 兵衛

ソビエト平和委員会

ソビエト平和委ll会

世界平不口`秤頗議会

大山柳 子

福 本貞 裕

大 山柳 子

大山柳子

福本貞裕

大山柳子

大山柳子

和歌山高野山 大山柳子

兵庫有馬 大山柳子

神戸市 大山柳子

鹿児島 大山柳子

宮城松島 大山柳子

神戸兵庫 大山柳子

東京 田部井健次

ル イ ス トン 大澤 五郎

(ユタ州)

イワモ ト・キ ヨシ

(共同通信編集部長)

受取地

東京大久保

モスクワ

ウィーン

兵庫有馬

横須賀田浦

兵庫有馬(水

野方)

兵庫有馬(水

野方)

横浜磯子

東京戸塚

ウ イー ン

執 筆 日

〔1928.7.30〕

1956.12.1

1956.12.14

1956.12.14

1920.3.9

?.12.25

消 印 種 別

?一 手紙

封 筒 ナ シ 手紙

封 筒 ナ シ 手紙2

封 筒 ナ シ 通

?.8,5葉 駐咋

1920..3.10r4

?.3.14葉 書

資 料 番 号

VI一 オ ー13-1

VI一 オ ー13-2

Vl一 オ ー13-3

Vl一 オ ー14-1

Vl一 オ ー15-1

Vl一 オ ー15-2

1913.1.?葉 書Vl一 オ ー15

?,12,26葉 書Vl一 オ ー15-3

1918.3.301918.3.30葉 書Vl一 オ ー16-1

1955,4.241955.4.26手 紙

新宿 戸塚

東京 戸塚

ニ ユー ヨー ク

戸塚

戸塚1918.4.30

新宿 戸塚1955.?.5

日光湯本(一南

摩ホテル)

山形新庄

VI一 オ ー17-1

1956.1.10手 紙Vl一 オ ー18-1

1918.5.27葉 書VI一 オ ー19-1

1932.12.12手 紙VI一 オ ー20-l

l947.10.28電 報Vl一 オ ー21-l

l918.4.30葉 書Vl一 オ ー22-1

1955.2.7葉 書VI一 オ ー23-1

1947.11.10電 報VI一 オ ー24-1

1913.7.17葉 書vi一 オ ー25-1

1951.12.24ナ シ 手 紙vi一 オ ー26-1

(カ)差出人不明書簡

整理番号 発信人

1510

1511

発信地

ホ ノルル

姫路?

受取人

大山郁夫

大山郁夫
・柳子

受取地 執筆日

東京九段坂

東京雑司が谷

消 印 種 別 資料 番 号

1906。?葉 書VI一 カ ー1

1908.8.7葉 書VI一 カ ー2
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整理番号 発信人

1512

1513

1514

1515

1516

1517

1518

1519

1520

1521

1522

1523

1524

村岡典嗣?

発信地

マー テ ィズバ

ーグ

ホワイトホール

(ミシガン州)

ウ ッズ ホール

(マ サ チ ュ ー

セ ツツ州)

シカ ゴ

ウ ィー ン

ミュンヘ ン

ミュンヘ ン

ナポ リ(イ タ

リア)

シカ ゴ

ミルウ ォー キ

ー(ウ イス コ

ンシン州)

受取人

大山郁夫

大山郁夫

大山郁夫

受取地

シカゴ

シカゴ

シカ ゴ

執筆日

大山郁夫

大山郁夫

大山郁夫

大山郁夫

大山郁夫

大山郁夫

大山郁夫

大山柳子

ミュンヘン

ベ ル リン 大 山 柳 子

ミュ ンヘ ン

ミュンヘ ン

ミュンヘ ン

ミュンヘ ン

早稲 田大学

東京朝日新聞社

神戸

1911.8.2

1913.9.14

1914.3.18

1914.?

塑

1911.7.17

1911.8.3

1912.7.8

1913.5.3

1913.9.15

1913.?

1914.3.18

1914.12.26

1919.1.18

ナ シ

ナ シ

ナ シ

1910.12.8

型

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

葉書

資料番号

V卜 カー3

Vト カ ー4

Vl一 カ ー5

VI一 カ ー6

vi一 カ ー7

Vl一 カ ー8

VI一 カ ー9

VI一 カ ー10

Vト カ ー11

vi一カ ー12

手 紙V卜 カ ー13

葉 書VI一 カ ー14

葉 書VI一 カ ー15

R-32

VII写 真

σり生誕から亡命以前

1525「 富 美 子 、雪 子 、栄 策
、剛 二 」

1913年2月19日VII一 アー1

1526T.Fujita

[ケ ー ス 入 り]VIト アー2

1527「 み ち 、す べ 」

1922年11月19日VII一 アー3

1528大 山 郁 夫

1925年10月 撮 映T .Atsumi(渥 美 鉄 三

か?)Vll一 アー4

1529大 山郁 夫他

8名viト アー5

1530風 景

Vll一アー6

1531新 党創 立 準備 会

大 山郁 夫 ・神 道 寛治 ・上 村 進 ・細 迫 兼光 他6

名1928年9月5日[雑 誌 掲 載 の切 り抜

き]VII一 アー7

1532大 山郁 夫、大 山柳 子他

(労農 党 の メ ンバ ー?)[ケ ー ス入 り]

VII一アー8

一110一



1533胴 上げされる大山郁夫

衆議院議員当選時か?

1534大 山郁夫、大山柳f他

船上 労農党委員長時代

1535大 山郁 夫

1929年3月6日

Vll一 ア ー9

VII一ア ー10

Vll一ア ー11

1536室 蘭 での 労農 党演 説会 で増Lに 立つ 大 山郁

夫

(演題 「労 農 党 の 使 命」)1927年?[同 一

2枚]VII--12

15370労 農党 京都 支部連 合 会 「大山郁 夫 氏 来 る

時局 批判 大演 説会」 の ポ ス ター

○労 農党 名 占屋支部 「失業 反対 議会 報 告大

演説 会」(弁 士労 農党 々首代 議 士 大山 郁 夫

他)の ポス ター

1930年?

○大 山郁 夫の 書(山 本 宣治 の 言葉)

1929年4月2日vll一 アー13

1538新 労 農党創 立 大会 会場 に集 う人々

1928年12月22～24日

1539官 憲 と大山郁 夫他

vn一 ア ー14

VII一 ア ー15

1540泉 洲で の労農 党演 説会 にお け る大 山郁 夫 と

聴 衆

(屋外)vu一 アー16

1541山 本宣 治 の 遺 体 を見 守 る大 山郁 夫 ・水 谷 長

三郎 ・西 尾末 広 ・鈴 木 茂三郎 ・細 迫 兼光 ・河 ヒ

肇 他1名

1929年3月6日[雑 誌掲 載 の切 り抜 き]

Vll一ア ー17

1542新 潟 県南蒲 原郡 田上 村 田巻地 主 関係 三 郡子

作人 大会 で演説 す る大 山郁 夫 と聴 衆

1931年3月27日VII一 アー18

1543渡 米 の ため横 浜 に向か う列 車 の中 の大 山郁

夫 ・大山柳 子 と見 送 りの人 た ち

1932年3月17日(裏 に1932年4月2日

の印)Vll一 アー19

1544人111郁 夫

他5名

1545人III郁 夫 と労 農党 の仲 間 た ち

1546人 山郁 夫

他1名

Vll一ア ー20

vu一 ア ー21

Vll一ア ー22

1547山 本 宣 治 の 追 悼 集 会 の ポ ス トカ ー ド?

(6枚)VII一 アー23

1548大 山郁 夫 と聴衆

V1}一ア ー24

15494名 の 同志 と腕 を組 ん で歩 く大 山郁 夫

vu一アー25

1550大 山郁 夫

他12名 Vll一ア ー26

1551大 山郁 夫 ・大 山柳 子 と労 農 党 東 京 府 支部 の

メンバ ーた ち

VII一アー27

1552壇 ヒに座 る大山 郁 夫 と官 憲 た ち

(他 に河上 肇)

1553港 で の大 山郁 夫他

12名

1554大 山郁 夫 ・河 上肇他

3名

1555警 備 す る官憲 た ち

※1547参 照

VII一 ア ー28

VII一ア ー29

Vll一ア ー30

Vll一ア ー31

1556大 山郁 夫 一 家 と大 工、戸塚 町 自宅 の 棟 上 げ

時

1917～18年vii一 アー32

←f)アメリカ亡命中

1557風 景

[2枚] VIト イ ー1
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1558胃 潰瘍手術後の大山郁夫と献血をして くれ

た女子学生たち

1944年4月?

1559ホ ノルル での 大 山郁夫

1947年4月28日

vii一イ ー2

Vll一 イ ー3

1560TheWalkfrom"Cobb"to"Kent"

[掲 載 誌 か らの 切 り抜 き]vu一 イー4

1561帰 国直前・直後の大山郁夫

12枚 渡辺雅俊氏所蔵 早稲田大学大学史

編纂所より複写を寄贈

(ウ)帰国後

1562「 大 山郁 夫氏 と夫人 と子息」

1947年10月

VIトイ ー附

vn一 ウ ー1

1563早 稲 田大学 での帰 国歓 迎 会で 演説 す る大 山

郁 夫

1947年10月28日vll一 ウー2

1564静 岡市 での大 山郁 夫講 演会場 前 に お け る大

山郁 夫 と同志 た ち

1948年5月18日vii一 ウー3

1565大 山郁 夫 と他1名

(車中 に て) VII一ウ ー4

15660京 都 参 議院選 挙 を終 えて事 務所 で くつ ろ

ぐ大 山郁 夫 と大山柳 子 他2名

○大 山郁 夫書(2枚)1950年5～6月?

[京都 府 船 井 郡 神 田吉 町 の 湯 浅 貞 夫 よ り

1964年1月6日 に送付]Vll一 ウー5

1667人 々 に挨 拶 す る大 山郁 夫

(8枚)1952年1月26日[裏 に野 村 基 之

の印]VII一 ウー6

1568ス タ ー リン 賞 授 賞 式 で の 大 山 郁 夫?

(2枚)1953年7月9日vii一 ウー7

1569ソ 連 で対 話す る大 山郁夫

1953年7月? Vll一ウ_g

1570中 国女 性 ・子 供 た ち

(11枚)1953年or1955年

15710周 恩来 と握手する大山郁夫

○大山柳子・周恩来 他1名

1953年928日?

15720中 国魯迅記念館

○魯迅(魯 迅記念館より贈呈)

1573会 話す る3名

vu一 ウ_g

Vll一ウ ー10

vu一 ウ ー11

vu一 ウ ー12

1574"世 界 平和 の 旅"を 終 えて

空 港 で 歓 迎 を 受 け る 大 山 郁 夫1953年12

月7日?vii一 ウー13

1575"世 界平 和 の旅"を 終 え て

歓 迎 を受 け る大 山 郁 夫 ・大 山 柳 子1953年

12月7日?vu一 ウー14

1576在 中国 日本人 労働 者 全 体 会 議 に よ る 「国際

ス ター リン平 和 賞授 賞 大 山 郁 夫先 生 を讃 え

る会」 の模 様

(8枚)(同 会 よ り送付)vii一 ウー15

1577神 奈 川 県相模 原 町 にお け る大 山郁 夫 歓 迎会

の模様

(『歓 迎 会 記 念 』 と題 す る 写 真 帳)1954年

6月5【 ヨVll一 ウー16

1578道 北 平 和 擁 護 連 盟 ・日農 北 海 道 連 合 会 主 催

講演 会 で の大 山郁 夫 と主催 者

他(3枚)1954年8月5日 主 催 者 よ り送

付viト ウー17

1579大 山郁 夫 他8名

1952年6月24日 日朝 協 会 会 長 来 馬 琢 道

よ り送 付VIト ウー18

1580原 水爆 禁 止世界平 和大 会で演説 す る大 山郁夫

(2枚)1955年8月6～8日 於 広 島?

vu一ウー19

1581高 知講演旅行中の大山郁夫・大山柳子と地

元の人たち
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年不詳3月3～6日 VII一 ウ ー20

15820書 斎 での 大山郁 夫(2枚)

○ 書斎 での 大山郁 夫 と大 山柳子(1枚)

「朝 日新 聞社 太 田」 よ り送 付VII一 ウー21

1583大 山郁夫 他13名

1584大 山郁 夫

1585大 山柳子

国 死後

1586葬 儀 に参列 す る早稲 田大 学学 生

1955年12月8日

1587出 棺

1955年12月8日

vu一 ウ ー22

Vll一ウ ー23

vii一ウ ー24

vn一 工 一1

Vll一工 一2

1588大 隈講堂に飾られた遺影 と壇上の親族・関

係者

1955年12月8日

..葬 儀 に列 席 す る松 本治 一郎 他

1955年12月8日

1590弔 辞 を述 べ る郭沫 若

1955年12月8日

1591葬 儀列 席者 た ち

1955年12月8日

1592弔 辞 を述 べ る浅沼 稲次 郎

(2部)1955年12月8日

1593納 骨 を行 う大 山柳 子 ・大山聰

Vll一工 一3

Vll一工 一4

VII一工 一5

vu一 工 一6

Vll一工 一7

Vll一工 一8

1594墓 前 で挨 拶 を述べ る大 山柳 子 と大 山聰

Vll一工一9

1595墓 と遺骨

1596墓 前 に集 う人々

1597墓 前で挨拶を述べる平野義太郎?

1598墓 前で挨拶を述べるソ連代表

vu一 工 一10

Vll一工 一11

VII一工 一12

VII一コ[-13

1599「 大山 先生 五年 忌追悼 会 」 での 田部 井健 次

他(3枚)1959年11月20日 於 早 稲 田

大 学大 隈会 館Vll一 工一14

1600大 山郁 夫胸像 フ ィルム

1601自 宅 の 書斎(1)

1602自 宅 の書 斎(2)

(2枚)

1603大 山郁 夫 書 「自 由」

1604大 山郁 夫胸 像

1605大 山郁 夫胸 像

1606大 山郁夫 書

永 田耀宅 所蔵1974年 撮 映

皿 蔵書 ・雑誌

σう書籍

vii一ユニー15

Vll一工 一16

Vll一コニー17

VII一工 一18

VII-コ ニー19

vn一 工 一20

Vll-コ ニー21

1607Hill'sGerman-EnglishandEnglish-

Germanvest-pocketdictionary.

Philadelphia,McKay,c1898 .vuト ァ ー1
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1608

X

Engels,Friedrich&Radek,K.

DieEntwicklungdesSozialismuszur

WissenschaftandTat.Berlin,Ver-

einigungInternationalerVerlags-

Anstalten,1924.vm一 ア ー2

1609Gumplowicz,Ludwig.

XDerRassenkampf;soziologischeUntersu-

chungen.Innsbruck,VerlagderWagener'

schenUniv.-Buchhandlung,1909.vllト ア ー3

1610

X

1611

X

Gumplowicz,Ludwig.

DiesociologischeStaatsidee.2.Aufl.Inn-

sbruck,VerlagderWagner'schenUniv.-

Buchhandlung,1902.vlll一 ア ー4

Jhering,Rudolphvon.

DerZweckimRecht.6.-8.Aufl.Leipzig,

BreitkopfandHartel,1923.Bd.1.

VIII一ア ー5

1612ditto.

xBd.2.

1613

X

1614

X

1615

X

1616

X

Lenin,V.1.

DieDiktaturdesProletariats

RenegatK.Kautsky.Leipzig,

1919.

VIII一ア ー6

andder

Vulkan,

vm一 ア ー7

Lenin,V.1.

UberdenhistorishcenMaterialismus.

Wien,VerlagfurLiteraturandPolitik,

1931.(KleineLenin-Bibliothek,Bd.6)

VIII一ア ー8

Lenin,V.1.

UberdiePariserKommune.Wien ,Ver-

lagfurLiteraturandPolitik,1931 .

(KleineLenin-Bibliothek,Bd.5)vm一 ア ー9

Marx,Karl.

DasKommunistischeManifest .Berlin,

Singer,1918.(1929年6月26日 、河 上 肇 よ

り贈 ら れ た も の 、内 扉 に サ イ ン)VIII一 ア ー10

1617Marx,Karl .

xLohnarbeitand Kapital.Berlin,Ver一

einigungInternationalerVerlags-

Anstalten,1923.(Elementarbucherdes

Kommunismus,Bd.2)wト ア ー11

1618Marx,Karl.

XBriefeanKugelmann,1862-1874.2,Aufl.

Berlin,VereinigungInternationaler

Verlags-Anstalten,1927.(Elementarbu-

cherdesKommunismus)wlト ア ー12

1619Merriam,C.Edward.

XAhistoryofAmericanpoliticaltheories.

NewYork,Macmillan,1910.Mll一 アー13

16200ppenheimer,Franz.

XSystemderSoziologie.Jena,GustavFi-

sher.Bd.1-1.AllgemeineSoziologie:

Grundlegung.1922.VIII一 アー14

1621ditto.

XBd.1-2.Allgemeine

sozialeProzess.1923.

Sociologie:Der

Wll一アー15

16220ppenheimer,Franz.

XSystemderSoziologie.5.Aufl.Jena,

Fischer,1923.Bd.3-1.Theoriederreinen

andpolitischenOekonomie:Grundlegung.

wu一ア ー16

16230ppenheimer,Franz.

XWegezurGemeinschaft.Munchen,Ver-

lagderHochschulbuchhandlungMax

Hueber,1924.(GesammelteRedenand

Aufsatze,Bd.1)Mll一 ア ー17

1624Wilson,Woodrow.

xThestate;elementsofhistoricaland

practicalpolitics.Boston,Heath,1895.

wu一ア ー18

1625

X

KO?ICNH,A.

AnoHCKNeoyepKH.MOCKBa,IlpasAa,

1953'(B日6川oTeKa"OroHeK"
,18)(著 者A.コ

ー ジ ン よ り1953年7月2日 贈 呈
、サ イ ン あ

り)Vlll一 ア ー19
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1626深 川宗俊 『歌集 群列一 途絶 えざ る歌抄 一』

※ 新 日本 歌 人協 会 広 島支 部 、1951年8月(著

者 よ り1952年7月9日 に贈 呈)VIII一 アー20

1627

※

徳 田球 一 『利根 川水 系の綜 合改 革一 社 会主

義 建設 の礎 石一』

日 本 共 産 党 出 版 部1949年9月(1949年

10月3日 に著 者 よ り贈呈 、著 者 のサ イ ンあ

り)Vlll一 アー21

←f)雑誌

1628『 労 働 者 』

※ 希 望 閣 第2巻3～8・10号1927年3～8

月 ・10月 、第14号1928年3月 計8冊

Vlll一イー1

1629『 農民 運動 』

※ 創刊号 ～第2号 、第4～12号

1927年4～5月 、7～12月

1928年2～8月 計11冊 VIII一イ ー2

1630『 政治 研究 』(『政治 運 動』 改題)

※ 第1号 ・第2巻 第2～4号(1924年9～12

月)第3巻 第2～6号(1925年2～7月)

計9冊

*含 大 山著 作

○ 「政党 の合 同 騒 ぎ とそ の教 訓 」(第2巻

第2号)

○ 「既成 政党 の矛 盾」(第2巻 第3号)

○ 〈時評 〉 「新 日露 条約 の意 義 一 無 産 階 級

の立場 か ら見 て 一」(第3巻 第2号)

○ 「既 成政 党 と枢 密 院 の機 能 」(第3巻 第

3号)

○ 「普 選 後 の政 界 と無 産 政 党」(第3巻 第

4号)VIII一 イー3

D【 大山郁夫評 ・研究

1631

※

『早 稲 田政治 経済 学雑 誌』

第117・118合 併 号1953年12月 〈大 山 教

授退 職記 念論 文 集>1x-1

1632「 故大山郁夫先生を悼む」

※ 入交好脩 『早稲田学報』第10巻 第3号

1956年4月

1633「 《わが愛 の 記》 みん なが 幸せ に」

ix-2

※ 大 山柳子 『サ ンデ ー毎 日』 第35巻 第17号

1956年4月1日 IX-3

1634『 大 山郁夫 伝』

※ 大 山郁 夫記 念事 業会 編 附録 大 山先 生 の 思

い出 中央 公論 社1956年11月lx-4

1635「 大 山郁夫 先生 の歩 ん だ道 」

※ 岩 村 三 千 夫 『早 稲 田 大 学 新 聞 』第587号

1956年12月4日IX-5

1636「 朝 ・日友 好 の関 係 日 ま しに増 大 ヘ ー 故 ・大

※ 山教 授 第一陣 ・延 べ257名 の 訪朝 団一 」

『朝 鮮新 聞』 第3号1957年1月1日(1953

年11月 の訪 朝 の模様)lx-6

1637「 大 山郁 夫 を生 き写 し一大 山郁 夫 記 念 事 業

※ 会編 『大 山郁 夫伝』 一 」

細 川嘉 六 『図 書 新 聞 』第382号1957年1

月19日1x-7

1638「 大 山郁 夫」

※ 青 地 農 く続 ・近 代 日本 の ア ル バ ム〉(そ の

15)『 図 書 新 聞 』 第384号1957年2月2

日IX-8

1639「 初 代 会長 大山 郁夫 先生 を想 う」

※ 平 野 義 太 郎 『平 和 新 聞 』第486号1965年

11月25日IX-9

1640『 大山郁夫著書論文目録』

※ 大山会刊1966年8月 ix-io

1641生 田神 社社 報 『む すび』

※(特34号 〈明治 百 年記念 号 〉)「兵 庫 県郷 土

百 人 の 先 覚 者 展 」 に掲 載1968年10月23

日IX-11

1642『 大山 会々 報』

※ 第8号1968年12月1日 ix-12

1643『 資料 室 報』

※ 法政 大 学 大 原社 会 問題 研 究 所 特 別 号No.

1631970年7月 〈建 設 者 同盟特 集>IX-13
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1644

X

『大山文庫目録』

法政大学大原社会問題研究所(1974年10

月2日 に送 付)

1645「 国会80年 言 論の 足 どり」

※ 『朝 日新聞 』1970年11月29日

IX-14

IX-15

1646〈 物語 日本の 労働運 動 史〉 「最初 の 総 選 挙」

o

犬丸 義 一 ・中村 新 太 郎 『赤 旗』1971年4月

4日IX-16

1647『 大 山郁 夫年 譜』

※ 高橋 彦博 編 大 山会刊1971年11月lx-17

1648「 戦 後平 和運 動 の原点 一大 山郁 夫 の場 合 一 」

※ 高 橋 彦 博 『大 阪 経 大 論 集 』第86号1972

年3月[抜 刷]lx-18

1649大 山郁 夫 ・新労 農 党 に関 す る 『日本 共 産 党

※ の五十 年』 の評 価 につ いて

『赤旗 』 号外1972年7月18日(杉 本 文 雄

よ り送 付)IX-19

1650「 ア メ リカに お ける大 山郁夫 」

※ 藤 原 保 信 『早 稲 田 学 報 』第26巻 第8号

1972年10月lx-20

1651「 早大 大 山教授 留任 運 動」(上)㈲

※ 中村新 太 郎 く物 語 日本 学生 運 動 史〉 『祖 国

と学 問 のた め に』第343号 ・344号 、1975年

3月5日 、3月12日lx-21

1652「 うばわ れた 言論」(b㈲

※ 橋 本 進 『赤 旗 』1975年8月15・16日

(1949年 当時 につい て)IX-22

1653〈 青 鉛筆 〉(山 本宣 治 の墓碑 銘 につ い て の新

※ 聞 記事)

掲 載 紙 名 、年 月 日 不 詳 付 「狭 山 々人 」の

1975年9月24日 メモix-23

1654「 大 山郁 夫の 政 治思 想 」(上X下)

※ 西 田 照 見r現 代 の 理 論 』1975年10月 、11

月[論 文 コ ピー]IX-24

1655「 故大 山郁 夫 さん を しの ぶ 」

※ 平 野 義 太 郎 『平 和 新 聞』 第828号1975年

12月5日1X-25

1656『 平和 運 動 の機 関 紙 の なか の 大 山郁 夫 先 生』

※ 〈没 後20周 年 偲 ぶ つ ど い>1975年12月

8日[青 焼 き、パ ン フ レ ッ ト]IX-26

1657「 没 後20周 年 大 山 郁夫 を偲 ぶ集 い」

※ 『平和 新 聞 』第829号1975年12月15日

lX-27

1658「 大山郁夫、山本宣治」

※ 峯達夫 〈近代教育思想の歩み 《日本篇》〉

日本共産党中央委員会 『学生新聞』第738

号1978年2月8日ix-28

16590高 橋彦博作成 「大山郁夫留学ノー ト」

※(目 録)

[手稿のコピー]

○同 「日本における政治社会学の成立過程
一シカゴ大学留学時代の大山郁夫一」

法政大学 『大学助成による研究経過報告

集』第1号1979年IX-29

1660機 関至 「1920年 代 後半 の 日農 ・労農 党 」

※ 『歴 史 学 研 究』 第479号1980年4月[抜

刷]IX-30

1661「 大 山 郁夫 の 「卒 論 」 を め ぐって」

※ 藤 原保 信 『書斎 の窓 』No.2971980年9月

1日IX-31

1662「 大 山 郁夫 」 草稿

※[手 稿]筆 者 ・年 月 日不 詳 IX-32
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手紙
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009記 事

010

011

012

013
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手紙

手紙
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014手 紙

015記 事

016

017

018

手紙

手紙

手紙
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024
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Scott,W.D.
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Scott,W.D.

Shaughnessy,

EdwardJ.

DistrictDirector

Grant,Frederick

Clinton

Houghteling,

JamesL.

Church,RalphE.Colegrove,K.

Peaks,CyrusH.

Colegrove,K.

Binder,C.

Colegrove,K.

Peake,C.H.

Colegrove,K.

幽

C/oR.Azuma

TheNation

裏面にProfessorOyama.TakeninHarrisHall

inMay,1933

ProfessorIkuoOyama:JapaneseScholarand

Stateman(N.U.AlmniNews,pp.11-12)

T.NagakawaTokyoAsahi:TsutomuYamauchi

山内務:Sh(ijiO甑o大 里正治:Toshimiy:

永川』(uoOyama大 山郁夫

President

PoliticalScienceOffersSpecialSummer

Course(DailyNorthwestern)

TheChicagoDailyNews,ForeignEditor

CommissionerofImmigration&Na加 副 圃 叫

WashingtonD.C.

Oyama'sScholarlyMienBeliesHisDaring

Life,(EvanstonNews)

ActingCommissioner,Immigration&

NaturalizationService,WashingtonD.C.

Immigration&NaturalizationService,US

Dept.ofLabor,HonoluluHawaii

UnionTheologicalSeminary,NewYork

HeadDept.ofPoliticalScience,Northwestern

Utiv

CommossionerofImm圃on&Naturali刎i(り 職

WashingtonD.C.

CongessoftheUnitedStates,Houseof

Representatives,WashingtonD.C.

DeptofChinese,ColumbiaUniversity
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手紙1941.2.18
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033手 紙
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040

041

042

043

1

045

046

047

048

049

1941.2.25

1941.3.7

申請 書1941.7.2

手 紙1941.12.23

メモ(伝 言)1942.7

メモ(伝 言)1942.7

手 紙1942.8.13

手紙

記事

写真

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

原稿

申請書

手紙

050手 紙

051

052

053

領収書

請求書

請求書

054手 紙

1943.12.28

1944.4.4

1944.4.25

1945.1.18

1945.1.29

1945.2.24

1945.4.17

1946.6.3

1945.1

1945.2.26

1946.2.28

1946.9.18

1946.10.21

1946.10.1

1946.10.1

1947.3.13

=..

Colegrove,K.

Oyama,1.

Oyama,Ryu

Colegrove,K.

Colegrove,K.

受 取人

Scott,W.D.

Oyama,1.

Oyama,1.

壁

ApplicationtoEadendTuneofTemporaryStay

ApplicationtoEmendTuneofTemporaryStay

Schofield,LemuelB.Paddock,GeorgeA.SpecialAssistanttotheAttoneyGeneral,U.S.D
ept.ofJustice,Immigration&Naturalization

Service

Colegrove,K.

Strench,W.G.

Oyama,R.

Colegrove,K.

Paddock,G.A.UnitedStatesRepresentativefromlllinois

Oyama,1.

Oyama,1.

Colegrove,K.

Lattimore,OwenColegrove,K.

Hodges,W.

Oyama,1.

Colbert,Evelyn

Colegrove,K.

Oyama,1.

Oyama,1.

Oyama,1.

Colegrove,K.

Davis,C.C.

EvanstonHospital

Association

EvanstonHospital

Association

EvanstonHospital

Association

Colegrove,K.

Di面dDレed(x,HonoluluDi面(亀U.S.Dept

ofJustice,Immigration&Natula1圃onService

ApplicationtoEadendTuneofTemporaryStay

TheMayflower,WashingtonD.C.

TheAmericanPoliticalScienceAssociation

Schlotfeldt,FredJ.DidridDirector,U.S.hnig脚 面㎝&Na加ralization

Service,Chicago.1942.8。26日 付 け返 信 含む

Oyama,1.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Fates,CharlesB.

Colegrove,K.

Jordan,Andrew

Colegrove,K.

Emmerson,JohnK
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OfficeofWarInformation

Asktransfusionforassociate(DailyNotthwestem)

ProfessorOyamaandNorthwesternUniversity

Studentswhodonatedblood.(TheChicago

Sun)

SurveyofForeignExperts

c/oHotelStatler,WashingtonD.C.

iceofStrategieServices,Was!血gtonD.C.

OfficeofStrategieServices,WashingtonD.C.

FromTokyo

APersonalStatementfromProfessorIkuo

Oyama,attherequestoftheTokyoMainichi

ApplicationtoEaQendTuneofTemporaryStay

DistrictDireda,U.S.DeptofJustice,

lmmigration&NaturalizationService,Chicago

ChiefEntry,Depa血re,ExpulsionSection,U.S.

Dept.ofJustice,Immigration&Na加raization,

Chicago

1128.50の 領 収書 コールグロブが 支払 い 、大 山 の入 院

費用

大 山宛請 求明 細 書

コールグロブ宛 請 求明 細書

DivisionofJapaneseAffairs,U.S.DeptofStates

WashingtonD.C.
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雌

GHQ,SCAP,GovernmentSection,SanFrancisco

c/oKusanoHotel,SanFrancisco

ActingAsistsanteChief,DivisionofOccupied

AreasEconomicAffiars,WashingtonD.C.

Rai且wayExpressAgency前 払い送料領収 書.コ ール

ク゚ロブがサンフランシ知 の 大山宛に1947年9月30日 に送っ

た1函

VicePresident,StateBankandTnistCompany

Manager,KusanoHotel

c/oAzumaBoekiCo.,Tokyo

OyamaArrest"Wrong;"FacesTrialinJapan

_..(㎞craLUS.AmyChe£Gov㎝m㎝!Seα1㎝

PrimeMinisterofJapan

l949。11。7付けの手紙 の返 事

コールグ ローフ'か ら 大 山 郁 夫 宛 送 金 の 控 え:First

NationalBankandTrustCompany,Evanston,

Illinois.Amount$1,030,35.

Dept.ofPhilosophy,StanfordUniversity

MailedinSanFranciscoonFeb.15,1951by

courtesyofProf.TadashiYoshimura

TokyoUniversityHospital

StatementbyProfessorColegroveregarding

ProfessorOyama

VicePresident&DeanofFacultiesof

NorthwesternUniversity

ChicagoTribuneCorrespondent;Oyama
LivedlSYearsOnAmericanCharity

OyamaLivedlSYearsOnAmericanCharity

(theTokyoEveningNews)

Oyama'sViewofSovietPeaceIntentFailsto
BackExigencyofHugeArmy

Amanojaku(NipponTimes)

Dr.Oyamareturns,EmphasizesTiesWith

NeighboringNations

一121一



整理番号 資料種別

084記 事

085封 筒

086記 事

087記 事

088記 事

089記 事

090記 事

091手 紙

092手 紙

執 筆年 月 日 差出 人

1953.12.19

1953.12.19Simons,W.

1953.12.14Simons,W.

1953.12.14Simons,W.

1954.1.27

受取人

Colegrove,K.

Durgin,RussellL.Colegrove,K

1955.12.7Hosoda,H.

093翻 訳サンプル?

094写 真

095記 事

096手 紙

097手 紙

098手 紙

099手 紙

100手 紙

101手 紙

102手 紙

103手 紙

104手 紙

105手 紙

106支 払明細

107手 紙

108手 紙

109手 紙

110手 紙

111手 紙

?

1946.1.?

193.3.13

1945.9.19

1933.1.11

1933.11.2

1933?.9.23

Oyama,1.

日本文化人連盟

Colegrove,K.

Colegrove,K.Vi皿ard,OG,

Marshall,MargaretOyama,1.

Colegrove,K.Villard,O.G.

Colegrove,K.

Field,FrederickV.

1933.9.21?Lattimore,O.

1933.2.14

1941.11.5

1940.11.14

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Koch,Theodore

Wesley

1943.2.19Fitch,T.F.

1938.8.16-

1940.9.30

1938.9.6

1933.11.13

1933.11.4

1933.12.6

1933.11.17

Colegrove,K.

Koch,T.W.

Marston,L.R.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

備考

Mr.OyamaReturns(TokyoEvenigNews)

Amanojaku

Oyama'sVewofSovietPeacelntentFailsto

BackExigencyofHugeArmy

PresentedStalinPeacePrize

JapRepaysN.U.KindnessbyTamingonU.S.
WinnerofStalinPrizeBackfromTour

(ChicagoTribune)

JapRepaysN.U.KindnessbyTurningonU.S.

WinnerofStalinPrizeBackfromTour

(ChicagoTribune)

TheJapanInternationalChristianUniversity

Foundation,Inc.

IsoAbe."FundamentalPrinciplesforthe

SolutionofUnemploymentProblem",Kaizo,

Vol.XI,No.S(May1929),56-62

スナップ写真6枚 、"AskProfOyamaforthename

ofthisJapanesenewspaperman"の 書込 みあ り

大 山郁夫 氏帰 国 招請 メッセーシ'

LiteraryEditor,TheNation

Marston,LeslieR.President,GreenvilleCollege,Illinois

ParkhBFrances

Parki皿S,F.

Osato,Shoji

Oyama,1.

Houghteling,J.L.

Oyama,Mr.&Mrs.

Bell,JamesWashigton

・JijiShinpo

Colegrove,K.

Lyman,E.

Oyama,1.

AmericanCouncilInstituteofPacificRelations.

SecretaryofLabor,WashingtonD.C.

UniversityLibrarian,NorthwesternUniversity.

CommisionerofImmigrationandNaturalization,
U.S.DeptofLabor,WashingtonD.C.

ChiefSpecialAgent,Dept.ofstate

PaymentsontheMinobeTranslations:total

$210.00

TheGraduateScholl,NothwesternUniversity

一]22 -一



鯉 番号 盤 堅別 塾 笙 里旦 旦 麦辿 ム 墾 △ 魑

112記 事1933・ …C・1・g・ ・v・,K・Profess°rlku° °yama:JapaneseSch°larand
Statesman(NUAIumniNews)

113申 葡1943.・1.30y・m・,1,Applicati・ …EMendTim・ ・fTemp° 剛 距y

Hozumi,KempoSeiteinoYurai(Box32Folderl)

整理番号 遡 値童

114原 稿KempoSeiteinoYhrai,Historica且SketchoftheFramingoftheConstitutionbyYatsukaHozum且

Hozumi,KempoTeiyo(Box32Folder2)

115原 稿KempoTeiyo,PrinciplesoftheConstitutionbyYatsukaHozumi

Hozumi,KempoTeiyo,TableofContents(Box32Folder3)

116原 稿KempoTeiyo,IntroductiontotheConstitutionofJapanbyYatsukaHozumi・TableofContents

R-34

0yama,ProfessorIkuo,1930-1935(Box45Folder25)

整理番号 資遡

117手 紙

118手 紙

119講 座申請

120手 紙

121申 込書

122図 書カート'

122受 講票

123説 明書き

124手 紙

125手 紙

126手 紙

127手 紙

128手 紙

129手 紙

130手 紙

麹

1945.9.19

1938.11.14

1935.1.31

1935.8.17

1935.6.25

1935.6.3

1936.6.28

1934.10.11

1934.10.1

1933.11.17

1933.11.17

1933.11.13

差出 人

Marshall,M.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Ford,Ruth

Brownell,Baker

Colegrove,K.

Colegrove,K.

McLean,R.H.

Colegrove,K.

Koch,T.W.

Koch,T.W.

受 取人

Oyama,1.

Oyama,1.

Oyama,1.

Hahne,ErnestH.

Colegrove,K.

Brownell,B.

McLean,RossH.

Colegrove,K.

Oyama,1.

NaikakuInsatsuKyoku

JijiShimpo

-123一

備考

NorthwesternUniversityCollegeofLiberalArts

Director,UniversityClubofEvanston.

ApplicationfortheSummerMembership

Japan,Imperia)Diet.AGuidetotheJapanese

ImperialDiet

ExtractsfromFacultyMinutes,December9,1919

Prof.ofContemporaryThought,Northwestern

tiniversity

Dept.ofHistory,EmoryUniversity,Georgia



整理番号 資担型 塾 塾篁生旦旦

131手 紙

132手 紙

133手 紙

134手 紙

135手 紙

136手 紙

137手 紙

138レ シート

139手 紙

140手 紙

141手 紙

142手 紙

143手 紙

144手 紙

145手 紙

146手 紙

147手 紙

148原 稿

1933.12.6

1933.11.2

1933.11.4

1933.11.3

1933.4.6

1933.3.13

1932.11.9

1936.12.6

1933.2.9

1933.2.14

1933.1.6

1933.1.11

1928.3.20

1932.11.20

1932.11,9

1933.1.11

1933.1.11

差出 人

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Marston,L.R.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

?

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

受 取人

Lyman,E.

Marston,L.R.

Colegrove,K.

Oyama,1.

Oyama,1.

Vi皿ard,0.G,

Colegrove,K.

Oyama,1.

Osato,S.

Oyama,1.

Bliven,Bruce

Oyama,1.

Osato,S.

Oyama,1.

Villard,O.G.

Thomas,Norman

備考

"ConglaturationsDr .Colegrove!Ilistenedtoyou..."

UniversityClubofEvanston.大 山 との ランチ代

C/oTomYamauchi,Chicago

Editor,TheNewRepublic

ハ'一ティー招 待者

Professor(脚a:JapaneseScholarandStatesman

Oyama,ProfessorIkuo,1935-1940(Box45Folder26)

149手 紙1940.7.230yama,1.

150手 紙1940.12.22Colegrove,K.

151手 紙1940.7.150yama,1.

152手 紙1940.6.240yama,1.

153手 紙1940.6.180yama,1.

154手 紙1940.5.11Schlotfeldt
,RJ.

155手 紙1940・4・260yama
,1.

156手 紙1940・4・130yama
,1,

157手 紙1940・4260yama
,1.

158手 紙1940・4.130yama
,1,

159手 紙1940・2・290yama
,1,

160手 紙1940・2・150yama
,1.

161手 紙19402・80yama
,1.

-124一

クリスマスプレゼントとして「ライフ」誌 の1年 間の 定期 購読

AmericanCounsilInstituteofPeaceRelations



魎

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

176

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

鯉 璽別 塾 篁S旦 旦

ニュースレター1936,8.1

メモ

手 紙1939.9.14

手 紙1939.5.9

古書 目録

手紙

手紙

手紙

レシート

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

メモ

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

メモ

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

1939.8.22

1939.8.22

1936.5.21

193?.6.14

1939.5.15

1938.11.15

1938.12.2

1938.12.21

1938.11.24

1938.11.15

1938.10.24

1938.11.9

1938.10.18

1938.10.14

1938.9.23

1938.9.21

1938.4.23

1937.12.23

1937.1.25

1937.10.15

1937.10.20

1937.7.21

1937.10.18

1937.10.15

1937.10.7

1937.9.13

_.. 墾

Colegrove,K.Oyama,1.

Langill,AddellaM.Oyama,1.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Oyama,1.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Martin,CharlesE.

Fleld,F.V.

Lattimore,O.

Colegrove,K.

Oyama,1.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Oyama,1.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Oyama,1.

Oyama,1.

Colegrove,K.

Oyama,1.

Oyama,1.

Oyama,1.

Oyama,1.

Oyama,1.

Oyama,1

Oyama,1.

Oyama,1.

Colegrove,K.

Perms,F.

Perkins,F.

Oyama,1.

Colegrove,K.

Oyama,1.

Oyama,1.

Colegrove,K

Oyama,1.

Oyama,1.

Oyama,1.

Oyama,1.

-125一

魑

TheAmericanPoliticalScienceAssociation

Te量叩h・n・TomYamai・ 凪F・ ・dM組R㈱ ・

Dearlow7992?

TheKoshoMokuroku,CatalogueofSecond-

HandBooks

UniversityClubofEvanstonで のランチ代 金 、

3名Ugai・ 大 山・コールグロープ

TelephonetoMissAwty.246,IkouOyama

(Wasedaseigakushi)

DeptofPoliticalScience,tlnivasityofWashington

ChuoKoron,1934(Jan.-March).Whereis

librarycopy.Prof.Oyamagavehisowncopy
forJan.toMissThompsontofindinthis.



整理番号 資料種別

193手 紙

194手 紙

195手 紙

196手 紙

197手 紙

198電 信

199電 信

200電 信

201手 紙

202手 紙

203手 紙

204手 紙

205手 紙?

206講 座案内

207手 紙

208手 紙

209記 事

210記 事

211手 紙

212レ シート

213講 座案内

214手 紙

215手 紙

鯉

1937.8.21

1937.8.6

1937.7.22

1937.7.15

1937.7.9

1937.7.19

1937.7.18

1937.7.18

1937.2.23

1936.1.13

1936.11.30

1935.11.30

1936.11.7

1935.2.7

1936.10.2

1936.8.11

不 明

不 明

1936.4.3

?.2.18

差 出人

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Oyama,1.

Oyama,1.

Oyama,1.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Oyama,1.

Colegrove,K.

1941.11.5Colegrove,K.

1935.9.6Colegrove,K.

受 取人

Oyama,1.

Oyama,1.

Oyama,1.

Oyama,1.

Oyama,1.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Oyama,1.

Oyama,1.

Oyama,1.

East,Rashel

Oyama,1.

Colegrove,K.

Oyama,1.

Oyama,1.

Bell,J.W.

備考

ExecutiveSecretary,CollegeofLiberalArts

TotheFaculty:PoliticalScienceSO52‐

JapanesePoliticalandEconomicInstitution.

ProfessorOyma

はるば る米 国から加 藤(勘)氏 を推 薦 往年 の政 敵・大

山郁 夫氏

無産 陣営 の友 情 出馬 支持 の 竃報 大山 郁夫 氏 より

加 藤(勘 十)氏 へ 昨 日の敵 がけ ふの 友(報 知 新 聞)

HenryC.Lytton&Sons,Orringtonand

Church,Evanston,ILL

PoliticalScienceSC52.JapanesePoliticaland

EconomicInstitution

Oyama,ProfessorIkuo.1941-1942(Box45Folder27)

216メ モ

217手 紙

218手 紙

219手 紙

220手 紙

1942

1943.10.26

1943.9.24

1942.11.16

1942.10.10

Greenstein,Lawrence

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Oyama,1.

Oyama,1.

Oyama,1.

TheFlorenceArt

Company

Oyama,1.

Colegrove,K.

-126 一

書籍の問合せ「三井三菱物語」「日本財閥論」



塵

221

222

223

224

225

226

227

228

229

230

231

232

233

234

235

236

237

238

239

240

資盤 種別 塾 篁生 旦 旦

手 紙1942.10.7

手 紙1942.9.25

手 紙1941.10.18

手 紙1941.1027

手 紙1941.ll.15

図書貸出表1941.9.

手 紙1941.10.3

手 紙1941.ll.19

手紙1941.3.2

手紙1942.6.13

図書貸出表1942.6.10

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

1942.5.22

1941.11.19

1942.4.2

1941.9.16

1941.3.26

1941.3.26

1941.11.15

1941.12.5

1941.10.8

=..

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Price,ErnestB.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

墾

Oyama,1.

Oyama,1.

Oyama,1.

Oyama,1.

Oyama,1.

Oyama,1.

Oyama,1.

Oyama,1.

Oyama,1.

Oyama,1.

Oyama,1.

Oyama,1.

Oyama,1.

Oyama,1.

Oyama,1.

Oyama,1.

Oyama,1.

Oyama,1.

雌

LibraryBooksLoanedtoProfessorOyama,

September1941.

LibraryBooksLoanedtoProfessorOyama,

June10,1941.

Oyama,ProfessorIkuo,1943-1946(Box46Folderl)

241申 請書

242記 事

243手 紙

244通 告

245

246

247

手紙

手紙

手紙

248手 紙

249手 紙

1946.2.25

1944.4.23

1946.11.23

1946.10.18

1946.9.14

1946.6.10

1945.6.5

1946.3.12

1946.2.7

Oyama,R.

Colegrove,K.

Haus,L.H.

Colegrove,K.

Jordan,A.

11.1"

Colegrove,K..

Haus,L.H.

Jordan,A.

Oyama,Mr.&Mrs.

Jordan,A.

Oyama,Mr.&Mrs.

Oyama,Mr.&Mrs.

Davis,C.C.

Colegrove,K.

-127一

ApplicationtoExtendTuneofTemporaryStay

N.U.CoedsDonateBloodtoJapaneseScholar

(TheChicagoSun)

OfficerinCharge,t1.S.DeptofJustice,

Immigration&NaturalizationService.,Honolulu

OfficerinCharge,HonoluluT.H.,U.S.Deptof

Justice,Immigration&NaturalizationService

Chief,U.S.Dept.ofJustice,Immigration&

NaturalizationService,Chicago



整理番号 塑 種別

250申 請書

251申 請書

252申 請書

253申 請書

254申 請書

255申 請書

256手 紙

257申 請 書

258手 紙

259手 紙

260手 紙

261手 紙

262手 紙

263手 紙

264手 紙

265手 紙

266手 紙

267手 紙

268手 紙

269手 紙

270手 紙

271手 紙

272手 紙

273手 紙

274手 紙

275手 紙

276手 紙

277申 請書

278申 請 書

279手 紙

鯉

1945.7.10

1945.7.10

1943.11.3

1943.11.3

1944.8.30

1944.8.30

1943.11.8

1941.7.2

1944.10.10

1944.10.10

1944.9.19

1944.8.31

1944.8.31

1944.8.30

1944.8.18

1944.8.15

1944.8.7

1944.1.7

1943.12.14

1943.11.15

1943.11.12

1943.11.3

1943.11.11

1943.11.8

1943.11.1

1943.11.1

1943.10.21

1942.9.14

1942.9.14

1943.9.24

差出 人

Oyama,R.

Oyama,1.

Oyama,R.

Oyama,1.

Oyama,R.

Qyama,1.

Colegrove,K.

Oyama,1.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Rivas,F.P.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Jordan,A.

.Jordan,A.

Colegrove,K.

Coleman,G.L.

Harrison,EarlG.,

byT.B.Shoemaker

Harrison,E.G.

Church,R.E.

Harrison,E.G.

Campbell,ThomasM.

Church,R.E.

Colegrove,K.

Campbell,T.M.

Colegrove,K.

・Jordan,A.

ByCushman,JosephA.

Oyama,R.

Oyama,1.

Colegrove,K.

受取人

Jordan,A.

Jordan,A.

Rivas,F.P.

Oyama,1.

cloColegrove,K.

Jordan,A.

Coleman,G.L.

Oyama,1.

cloColegrove,K.

Colegrove,K.

Jordan,A.

Oyama,1.

Colegrove,K.

Church,Ralph.E.

Colegrove,K.

Church,R.E.

DistrictDirector

Honolulu

Colegrove,K.

DistrictDirector

Honolulu

DistrictDirector

Honolulu

Campbell,T.M.

Colegrove,K.

Walker,JustinJ.

一128一

魑

ApplicationtoEmendTuneofTemporaryStay

ApplicationtoExtendTimeofTemporaryStay

ApplicationtoExtendTimeofTemporaryStay

ApplicationtoExtendTimeofTemporaryStay

ApplicationtoEmendTimeofTemporaryStay

ApplicationtoExtendTimeofTemporaryStay

ApplicationtoExtendTimeofTemporaryStay

OffcerinCharge,U.S.DeptofJustice,

㎞ni幽 ㎝&Na加ralizationService.,Honolulu

Commisioner,U.S.DeptofJustice,Immigration

&Nat町alizationService.,Philadelphia

HouseofRepresentatives

Dean,TheGraduateScholl,

University

Northwestern

ApplicationtoExtendTimeofTemporaryStay

ApplicationtoExtendTimeofTemporaryStay

ActingChief,InvestigatingSection,U .S.Dept.of

Justice,ImmigrationandNaturalization

Service,Chicago



麹墜量鮒 狸別
:1

281

282

283

284

285

:.

287

..

:・

290

291

292

293

294

295

296

297

.-

299

300

301

302

303

304

305

306

307

308

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

登録用紙

309法 令

310手 紙

遡

1943.9.22

1942.10.28

1942.10.27

1942.8.31

1942.10.19

1941.7.8

1992.7.1

1942.9.lfi

1941.7.14

1941.7.2

1941.7.8

1941.7.8

1941.7.1

1941.7.8

1941.7.8

1940.11.13

1940.11.13

1941.7.2

1940.12.21

1940.11.15

1941.6.21

1941.7.14

1941.1.4

1941.1.6

1941.1.6

1941.1.4

1940.11.1fi

1940.11.14

1941.1.24

趣

Walker,J.J.

Lucas,Scott.W.

Harrison,KarlG.

Colegrove,K.

Lucas,S.W.

Colegrove,K.

Clamson,J.G.

Colegrove,K.

Bell,J.W.

Snydar,FranklynBuse

Snydar,F.B.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Snydar,F.B.

Colegrove,K.

Snydar,F.B.

Bell,J.W.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Shoemaker,T.B.

Lucas,S.W.

Paddock,G.A.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Koch,T.W.

Harrison,E.G.

Lucas,S.W.

墾

Oyama,1.

Colegrove,K.

Lucas,S.W.

Clemson,JohnG.

Colegrove,K.

Schlotfeldt,F.J.

Oyama,1.

DistrictDirector

Honolulu

Schofield,L.B.

Schofield,L.B.

Schofield,L.B.

Schofield,L.B.

Snyder,F.B.

Strench,W.G.

Schofield,L.B.

Snyder,F.B.

Schofield,L.B.

Schofield,L.B.

Lucas,S.W.

Schofield,L.B.

Schlotfeldt,F.J.

HartJr.,HenryM.

Oyama,Mr.&Mrs.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Paddock,G.A.

Schofield,L.B.

Houghteling,J.L.

Colegrove,K.

一129一

墜

UnitedStatesSenate

ActingDirector,U.S.DeptofJustice,㎞mi帥 血㎝

&Na加 餓1画onServi㏄,Honolulu

President,NorthwesternUniversity

ImmigrationandNaturalizationService,U.S.

Dept.ofJustice,WashingtonD.C.

TheNationalRegistrationofAliens,Instruction
forRegistrationandSpecimenForm

[Public-No.670-76thCongress][Chapter430-
3dSession][H.R.5138]



整理番号 資料種別 執筆年月日

311手 紙

312手 紙

313手 紙

314手 紙

R-35

1941.1.17

1941.2.26

1941.2.10

1941.10.3

差出 人

Schofield,L.B.

Lucas,S.W.

Schofield,L.B.

Colegrove,K.

受 取人

Lucas,S.W.

Colegrove,K.

Lucas,S.W.

Oyama,1.

備考

Oyama,Professorlkuo,DepartmentofJustice,1940-1943(Box46Folder2)

315

316

317

318

319

320

321

322

323

324

325

326

327

328

329

330

331

332

333

334

335

336

337

用紙

手紙

手紙

用紙

手紙

手紙

計算書

手紙

記事

手紙

手紙

Message

記事訳

Report

声明

記事

記事

手紙

手紙

手紙

手紙

封筒

手紙

1943.2.19

1943.2.19

1943.6.3

1943.6.3

1953.1.18

1939.7.31

1943.11.8

1944.5.24

1943.11.8

1943.10.1

1948.8.2?

1948.9.20

1947.10.13

1945.10.1

1951.1.31

1951.1.31

1951.1.15

1950.12.2?

1950.12.18

1950.12.4

1950.4.25

1950.11.25

Fitch,T.F.

Fitch,T.F.

Lucas,S.W.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Oyama,1.

Oyama,1.

duBrow,Rick

duBrow,R.

Colegrove,K.

Uyeda,S.

Colegrove,K.

Uyeda,S.

Oyama,1.

Oyama,1.

Oyama,Mr.&Mrs.

Oyama,Mr.&Mrs.

Colegrove,K.

Smith,Winifred

Logan,M.E.

Logan,M.E.

Oyama,1.

Oyama,1.

Colegrove,Mr.&Mrs

Uyeda,S.

Colegrove,K.

Colegrove,Mr.&Mrs

Colegrove,K.

-130一

SecondLetter

ExecutiveSecretary,GraduateCollege

PaymentontheMinobeTranslations

1938.8.16-1940.9.30

K.ColegcovefetesOyama,NUcoedshelpmake

fullrecoverypossible(DailyNo曲westem)

Readatthepreparationmeetingofthe

organizationofLeagueforProtectionof

Democracy(translationofHokubeiMainichi)

JapaneseLeagueforProtectionofDemocracy

Petitions

ConversationwithCommanderL.C.M.Johnson

APersonalStatementfromProfessorIkuo

Oyama,AttheRequestoftheTokyoMainichi

Rick・OchetToTeacherWhoFearsRedTouch

(DailyNorthwestern)

TokyoUniversityHospital

c/oProf.J.D.Goheen,Dept.ofPhilosophy,

StanfordUniversity



塑墾量 幽 堅別 塾篁生旦旦 差出ム

338手 紙1950.5.2Colegrove,K.

339手 紙

340手 紙

341住 所

342手 紙

343Report

344手 紙

345住 所

346広 告

347手 紙

348記 事

1960.4.?Togano,S.

1960.1.300yama,1.

1949.9.29

1948.8.31

Nippon'Mmes

GeneralHeadquarters,

SupremeCommanderfor

theAlliedPowers,A皿ied

D且etorendlnterpreter

S㏄tion,Press狂anslahons

andSumaries,Japan

Oyama,1.

1948.6.14Toneys,M.A.

1947.12.3Hasegawa,Shinichi

墾

Togano,Satoko

Colegrove,Mr.&Mrs

Colegrove,Mr.&Mrs

Colegrove,Mr.&Mrs

Colegrove,K.

349手 紙・記 事1947.lo。29Kikuchi,AkiraColegrove,K.

350原 稿

351住 所

352Report

353手 紙

354手 紙

355

356

357

358

359

360

361

362

363

364

365

手紙

図書出納
記録

手紙

手紙

手紙

手紙

図書出納

記録

手紙

手紙

手紙

手紙

1947.10.13

1947.9.25

1947.9.4

1947.8.29

1947.8.29

1947.8.28

1947.8.27

1947.8.26

1947.8.20

1947.8.18

1944.8.16

1947.8.11

Oyama,1.

Oyama,1.

Mackenzie,Hugh

Jordan,A

Breyman,LeoP

byFernAnderson

Ogg,FredericA.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Breyman,L.P.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

TheDepartment

ofState

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Bush,W.J.

Jordan,A.

Breyman,L.P.

Colegrove,K.

Jordan,A.

Bush,W.J.
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薩

d。xays蜘Sanfran・i・ 。・Fi・ldice・

Reorieπ圃 ㎝BranchOmce,UnderSecretaryof

theAmoy,SanFransissco

AddressesofProfessorOyama

OyamaNabbedLetOutLacerby"lheUnitedPress

Item14:Japan'sDemocraticRevolutionRe-

scrutinized-Magazine:ChuoKor㎝(Mo血hly)・

January1949.Translator:K.Osawa(EB)

Summary

JapaneseAddresses:DcuoOyama

草 野ホテル(KusanoHote1)

OyamaSetsForthPlansForFuture,IndicatesHe

IntendstoEnter血ePoliticalArenaatSuitab且e

Time

記 事:人 類 の進 歩 へ 君 等学 徒 と共 に闘 わん 大 山

氏、母校 で講演

RegenerateJapanandWorldCivilization

AddressofProfessorIkuoOyama

ConversationwithCommanderLC.M.Johnson

VcePresident,PassengerTraffic:byHolmes

R.Benson

LibraryBooksBorrowedbyProfessor

Oyama,ReturnedonAugust20,1947

GeneralPassengerAgent,AmericanPresident

Line

TheAmericanPoliticalScienceReview

LibraryBooksBorrowedbyProfessor

Oyama,ReturnedonAugust20,1947



整理番号 鎧 種別 塾篁些旦旦

366手 紙

367手 紙

368手 紙

369手 紙

370手 紙

371記 事訳

372

373

374

375

376

377

378

379

:1

381

382

383

384

385

:・

387

..

:・

390

391

392

393

394

395

396

手紙

原稿

手紙

手紙

住所

手紙

手紙

手紙

感謝状

手紙

Report

Report

手紙

記事

手紙

Report

手紙

記事

Report

手紙

手紙

手紙

リスト

草稿(手書き}

勅語

1947.8.11

1947.8.11

1947.7.12

1947.7.10

1947.7.3

1946.6.1?

1947.4.23

1946.3.17

1947.3.18

1946.10.12

1946.12.3

1946.11.15

1946.10.12

1947.10.28

1947.10.28

1947.3.19

1947.1.23

1946.1

1946.11.19

1946.11.11

1945.10.23

1946.10

1946.7.1

1946.6.29

1946.6.18

1946.5

1946.3.16

1945.8.14

差出 人

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Perlflns,H.

Colegrove,K.

CommanderNavalActivities

Japan二PressT㎞shtion

andSummaries-JapanX47,

PoliticalSeries:5711tem4

Colegrove,K.

Oyama,1.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Jordan,A.

Bmhn,w曲amC.

Colegrove,K.

早稲 田大学 学成 一同

AllStudentsofWaseda

University

Colegrove,K.

日本 文 化 人 連 盟

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Oyama,1.

Kamimura,Susumu

上村進、広島定吉

Colegrove,K.

受 取人

Mukoyama,Teruo

Mukoyama,T.

Perkins,Herbert

Colegrove,K.

Haus,L.H.

Oyama,1.

Oyama,1.

Debusk,RogerM.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Debusk,R.M.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Oyama,1.

Bruhn,W.C.

Procbnow,Herbert

Colegrove,K.

Oyama,1.

一132一

薩

ACMENewspictures,Inc.Chicago

"Oyama
,Ikuo,VeteranSocialistLeader,

WishestoReturnHome."Translatedfrom

MainichiShimbunforllJune,1946

RegenerationJapanandWorldCivilization

c/oTeruoMukoyarria,RaleighHotel,

WashingtonD.C.

EvanstonHospital

Mr.SatoshiOyamac/oMr.Fukumoto

AssistantCashier,theFirstNationalBat止ofChicago

Mrs.IkuoOyamaの 所 得 につ いて

ConversationwithMr.LeonardC.M.Johnson

大山郁夫氏帰国招請メッセーシ'

Ml'S.IkuoOyamaの 所 得 につ いて

TheFirstNationalBankofChicago

JapinU.S.WantstoAidHisPeopletoSelf-Rule

Mrs.IkuoOyamaの 所 得 につ いて

GHQ,SCAP,GovernmentSection ,APO,Tokyo

DelegationofFormerStudentsofProfessorOyama

GovernmentDraftoftheNewConstitutionof

Japan

大 東亜戦 争終 結 二際 シ賜ハリタル勅 語



唖

397

398

399

400

401

402

403

404

405

406

407

408

409

410

411

412

遡 狸別 塾篁生旦旦 迦 ム

勅語1945.8.17

草稿(タイフり1946.3.16

草稿(タイプ )1946.3.16

手 紙1945.2.28

手紙1945.7.21

手紙1945.7.21

手紙1945.2.28

手紙1945.7.11

手紙1945.6.19

手 紙1945.5.12

手紙1945.3.20

手 紙1945.3.15

手 紙1945.3.9

所得計算メモ

Form

手紙

413手 紙

414

415

416

417

手紙

手紙

手紙

記事

418記 事

419記 事

420

421

422

423

424

425

426

427

記事

手紙

Report

用紙

手紙

手紙

記事原稿

手紙

1945.1.15

1944.11.2

1944.10.11

1939.6.3

1944.7.24

1944.4.4

1944.4.6

1944.4.7

1944.7.16

1944.7.16

1944.7.12

1944.4.4

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Oyama,1.

Miura,G.

墾

Oyama,1.

Oyama,1.

Oyama,1.

Coleman,G.L.

Oyama,1.

Oyama,1.

Oyama,1.

Colegrove,K.

Oyama,1.

Colegrove,K.Oyama,1.

Savoretti,JosephColegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

SturgisConvalescentHome

DailyNorthwestern

DailyNorthwestern

DailyNorthwestern

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

DailyNorthwestern

Colegrove,K.

Oyama,1.

Koch,T.W.

Colegrove,K.

V血cent,BurtonJ.

Kliss,LawellL.

Sturgis,EthelGardner

Christopher,Frederick

-133一

魑

陸 海 軍軍人 二賜ハリタル勅語

(∋ovemm㎝ 直Dra食oftheNewCαrB血 血㎝ofJapan

(N儒 朗 ・価 ・H・,iaabeiShin叩・・v,・)

GovemmerrtDraftoftheNew(㎞s血 血㎝ofJapan

休職の爲の大山柳子の紹介状

IncomeTaxfor1944、 大 山郁夫 ・柳子 夫妻

U.S.Government,SurveyofForeignExperts

AssistantCommissioner:byT.B.Shoemaker,

AssistantCommissioner

AskTransfusionforAssociate,NeedBlood

DonationsorProf.IkuoOyamaatEvanston

Hospital

N.U.DoesDonateBloodtoJapaneseScholar

Students,FacultyRespondtoPlaceforBlood

Donation,IkuoOyama,criticallyill,operated

ontodayatEvanstonhospital

Dr.Oyama'soperationissuccessful

CorrespondentsofProfessorOyama

TheAmericanPoliticalScienceAssociation

Treasurer,FirstFreeMethodistChurch,Evanston

SturgisConvalenscentHome,Evanston

ProfessorOyamaIllinHospital



整理番号

428

429

430

431

432

433

434

435

436

437

438

439

440

441

442

443

111

445

446

447

..一

..・

資料種別

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

小切手

手紙・薬領収書

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

原稿(タイプ)

献血者

リスト

手紙

Form

450メ モ

451

452

453

454

455

456

手紙

手紙

手紙

メモ・還 付

請求用紙

鯉

1944.b.8

1944.6.10

1944.5.10

1944.5.10

1944.5.8

1944.4.2?,

1944.5.7,

1944.5.9

1944.4

1944.5.5

不 明

1944.6.8

1944.6.3

1944.6.12

1944.7.14

1944.3.6

1943.10.28

1944.5.1

1944.4.25

1944.4.12

1944.4.5

1944.4.5

1944.6

1944.1.11

1944.1.7

1944.1.11

メモ・還 付

請 求 用 紙

手紙1943.11.17

一..

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Susie?

Sturgis,Mrs.

Middelton,E.L.Mrs.

Tombson,Naomi

Sturgis,Mrs.

Sturgis,Mrs.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Lerman,M.E.

Christopher,F.

Luccock,EmoryW.

Colegrove,K.

DailyNorthwestern

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Harrison,E.G.

Church,R.E.

Oyama,1.

受 取人

TheEditor

Sturgis,E.G.

Middleton,EdwardL.

Jones,MaryAlice

Sturgis,Eliszbeth

Stugis

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Lerman,M.E.

Lerman,M.E.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Richardson,NormanE.

Helmsath,CharlesH.

Oyama,1.

Church,R.E.

Colegrove,K.

Colegrove,K .

一134一

雌

St.DavidHospital

大 山の 爲の 小切 手3枚:1944年4月27日 付 け=35.00、

5月5日 付 け;35。00は コールグロープ名 義 、5月9日 付 け

=5.96は 婦 人名 義

SimmonsDrugs1944年4月29日 付 けレシート

TheFirstPresbyterianChurch,Minister

PresbyterianTheologicalSeminary,Chicago

ProfessorOyamaIllinHospital

AbbottLaboratory,BloodDonorforProfessor

●'

TheReverend,Evanston

OptionalU.S.IndividualIncomeandVctory

TaxReturn・CalendarYear1943

LettertoProfessorOyamafromYoneoSakai

ofUniversityofColorado

メモはHarvardUniversityの 用紙 に、1944年1月6日
叩 ラド大 学のSakaiYoneoか ら大 山宛 の 手紙 受 け

取 り:UnitedStatesInformationReturnfbr

CalenderYear1942 .InstructionforPayers

メモDepartmentofLabor
,FlowerArtCompany

の チェック(1943年5月)2件 の メモ:IncomeTax

ReturnRequirements



Oyama,P。 。fess・ ・lku・,D・pa血ent・fLab・ ・C・rresp・ndent・1933・1936

(Box46Folder3)

整理番号 遡 狸別

457手 紙

458手 紙

459手 紙

460手 紙

461手 紙

462手 紙

463手 紙

464手 紙

465手 紙

466手 紙

467手 紙

468手 紙

469手 紙

470手 紙

471手 紙

472手 紙

473手 紙

474手 紙

475申 請書

476申 請書

477手 紙

478手 紙

479手 紙

480手 紙

481手 紙

482手 紙

483手 紙

484手 紙

485手 紙

486手 紙

487手 紙

雌

1937.9.13

isss.a.so

1936.7.8

1934.4.18

1934.4.17

1936.b.14

1936.6.14

1936.5.14

1936.5.13

1936.6.13

1936.5.11

1936.5.12

1936.5.14

1936.5.14

1936.5.14

1936.5.21

1936.5.

1936.6.9

1936.3.6

1936.3.6

1936.6.15

1936.6.3

1936.6.3

1936.5.25

1936.5.25

1936.5.27

1936.6.29

1936.5.20

1936.5.20

1936.5.18

1936.5.25

.一..

Colegrove,K.

Strench,W.G.

Colegrove,K.

(Colegrove)

Richardson,N.E.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Hatton,A.R.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Hibbard,Addison

Colegrove,K.

Scott,W.D.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Strench,W.G.

Oyama,1.

Oyama,R.

Anderson,N.

MacCormack,D.W.

MacCormack,D.W.

MacCormack,D.W.

MacCormack,D.W.

Martin,C.E.

Church,R.E.

Tittle,E.F.

Wright,Quincy

Wigmore,JohnHenry

Dean

墾

Oyama,1.

Oyama,Mr.&Mrs.

Thompson,Sedie

Schletfeldt,F.J.

Colegrove,K.

Lewis,JamesHamilton

Carroll,B.

Scott,W.D.

MacCormack,Datnel.W.

McGovern,WilliamM.

Dewey,.John

Chamberlain,J.P.

MacCormack,D.W.

Hibbard,A.

MacCormack,D.W.

Martin,C.E.

Quigley

Oyama,1.

Colegrove,K.

Lewis,J.H.

Martin,C.E.

魑

U.S.SenatorfromIllinois,WashingtonD.C.

Commisioneroflmmigration&Naturalization

Service,Dept.ofLabor,WashingtonD.C.

HarvardUniversity,Combridge

ColumbiaUniversity,NewYork

Dean

ApplicationtoExtendTimeofTemporaryStay

ApplicationtoEmendTimeofTemporaryStay

'tittle
,EenestFromontFirstMethodistChurch,Evanston

Colegrove,K.

MacCormack,D.W.

Colegrove,K.

MacCormack,D.W.

Colegrove,K.

MacCormack,D.W.

MacCormack,D.W.

-135一



整理番号 資料種別

488手 紙

489手 紙

490手 紙

491手 紙

492手 紙

493手 紙

494手 紙

495手 紙

496手 紙

497申 請書

498手 紙

499手 紙

500手 紙

501手 紙

502手 紙

503手 紙

504手 紙

505手 紙

506手 紙

507手 紙

508手 紙

509手 紙

510手 紙

511手 紙

512手 紙

513手 紙

514手 紙

515申 請書

516申 請書

517申 請書

518手 紙

519手 紙

執 筆 年 月 日

1936.5.25

1936.6.16

1936.5.25

1934.6.18

1936.4.30

1936.5.16

1936.4.17

1936.3.25

1936.2.26

1935.7.18

1936.3.6

1936.3.5

1936.2.21

1934.4.11

1935.5.31

1935.7.18

1934.5.2

1934.4.13

1936.5.21

1935.8.16

1935.8.3

1933.7.17

1933.7.17

1935.7.17

1935.4.10

1935.6.14

1935.7.12

1935.1.31

1934.8.18

1935.1.31

.. 受取人

OfficeoftheDeanColegrove,K.

Quigley,HaroldS.

Editor

Colegrove,K.

Strench,W.G.

Merriam,G`harles.E.

Merriam,C.E.

Strench,W.G.

Schlotfeldt,F.J.

Oyama,1.

Colegrove,K.

Hibbard,A.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Schlotfeldt,F.J.

Strench,W.G.

Scott,W.D.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Coleman,G.L.

Shaughnessy,E.J.

Schlotfeldt,F.J.

Oyama,R.

Oyama,1.

Oyama,1.

1935.1.21Colegrove,K.

1935.5.29Colegrove,K.

Colegrove,K.

MacCormack,D.W.

MacCormack,D.W.

Oyama,Mr.&Mrs.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

DistrictDirector

DistrictDirector

Schletfeldt,F.J.

Dewey,J.

MacCormack,D.W.

DistrictDirector

Oyama,1.

Richardson,N.E.

MacDougall,CurtisD.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

DistrictDirector

Scott,W.D.

Koch,T.W.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

U.S.Dept.ofLabor,

ImmigrationService

U.S.Dept.ofLabor,

ImmigrationService

U.S.Dept.ofLabor,

ImmigrationService

Schletfeldt,F.J.

MacCormack,D.W.

備 考

Seabury-WesternTheologicalnSeminary,Evanston

UniversityofMinesota,Minneapolis

EvanstonNews-lndex

TheUniversityofChicago

ApplicationtoExtendTimeofTemporaryStay

Honolulu

Honolulu

Honolulu

Editor,EvanstonDailyNewsIndex

Honolulu

Applica!iontoExtendTlmeofτbmporaryStay

ApplicationtoEmendTimeofTemporaryStay

ApplicationtoExtendTuneofTemporaryStay
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型

520

521

522

523

524

525

526

527

528

529

530

531

532

533

遡

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

申請書

534申 請書

535申 請書

536

537

538

539

540

手紙

手紙

手紙

手紙

申請書

541申 請書

542

543

544

545

546

547

548

549

550

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

雌

1996.2.13

1933.11.1?

1933.11.17

1994.6.14

193fi.1.so

1936.1.31

1936.1.31

1935.1.31

193fi.1.29

193b.1.21

1934.8.15

1935.8.15

iss4.8.is

1934.8.18

1933.8.14

1933.8.14

1934.8.15

1934.8.18

1934.8.16

1934.8.18

1934.2.16

1934.2.16

1934.2.9

1934.4.13

1934.3.6

1933.8.14

1933.2.10

1934.2.12

1934.2.12

1934.2.12

1934.2.12

..

Strench,W.G.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Strench,W.G.

Schletfeldt,F.J.

Scott,W.D.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Oyama,R.

Oyama,R.

Oyama,1.

McGovern,W.M.

Scott,W.D.

Schletfeldt,F.J.

Colegrove,K.

Oyama,1.

Oyama,R.

Schletfeldt,F.J.

Colegrove,K.

Strench,W.G.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Hibbard,A.

Hatton,A.R.

Hibbard,A.

Hatton,A.R.

墾

Colegrove,K.

Oyama,1.

Oyama,1.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

DistrictDirector

Scott,WD.

DistrictDirector

Schletfeldt,F.J.

Schletfeldt,F.J.

Schletfeldt,F.J.

DistrictDirector

Schletfeldt,F.J.

U.S.Dept.ofLabor

ImmigrationService

U.S.Dept.ofLabor

ImmigrationService

U.S.Dept.ofLabor

ImmigrationService

DistrictDirector

DistrictDirector

Colegrove,K.

DistrictDirector

U.S.Dept.ofLabor

ImmigrationService

U.S.Dept.ofLabor

ImmigrationService

Colegrove,K.

Fein,George

Colegrove,K.

DistrictDirector

DistrictDirector

DistrictDirector

DistrictDirector

DistrictDirector

DistrictDirector
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盤

U.S。ImmigrationandNa加alization,Honolulu

U.S.ImmigationandNaturalization,Honolulu

U.S.㎞migrationandN伽 腰 【ior㌧Honolulu

ApplicationtoEadendTimeofTemporaryStay

ApplicationtoExtendTimeofTemporaryStay

ApplicationtoExpendTimeofTemporaryStay

U.S.ImmigrationandNaturalization,Honolulu

t1.S.ImmigrationandNatwalizaiion.Chicago

t1.S.ImmigrationandNaturalization,Honolulu

ApplicationtoExiendTimeofTemporaryStay

ApplicationtoEx豊endTimeofTヒmporaryStay

U.S.ImmigrationandNaturalization,Honolulu

U.S」mmigtalionandN血ualizaiion,Honolulu

L1.S.ImmigrationandNaturalization,Honolulu

U.S.ImmigrationandNaturalization,Honolulu

U.S.ImmigrationandNaturalization,Honolulu

U.S.ImmigationandNaturalization,Honolulu



整理番号 資料種別 塾篁生旦旦

551手 紙

552手 紙

553手 紙

554手 紙

555手 紙

556手 紙

557手 紙

558手 紙

559手 紙

560手 紙

561手 紙

562手 紙

563手 紙

564手 紙

565手 紙

566手 紙

567手 紙

568手 紙

569手 紙

570手 紙

571手 紙

572手 紙

573手 紙

574手 紙

R-36

1934.2.6

1933.8.9

1933.8.9

1933.8.26

1933.2.23

1933.8.15

1933.8.11

1933.8.9

1933.8.11

1933.8.12

1933.4.25

1933.4.12

1933.3.30

1933.4.8

1933.4.10

1933.4.8

1933.4.8

1933.3.27

1933.3.27

1933.2.17

1933.2.14

1933.2.18

1933.2.24

1933.2.16

差 出 人

Colegrove,K.

Hatton,A.R.

Hatton,A.R.

Bryan,James.B.

Palmer,C.A.

Harris,GeorgeJ.

Harris,G.J.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Bryan,J.B.

Bryan,J.B.

Zimmerman,K.1.

Colegrove,K.

Koch,T.W.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Zimmerman,K.1.

受取 人

Schletfeldt,F.J.

DistrictDirector

DistrictDirector

Oyama,1&R.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

DistrictDirector

DistrictDirector

DistrictDirector

Oyama,1&R.

Colegrove,K.

DistrictDirector

Zimmerman,K.1.

Palmer,C.A.

Zimmerman,K.1.

Koch,T.W.

Directoroflmmigration

Palmer,C.A.

Hibbard,A.

Palmer,C.A.

Zimmerman,K.1.

Directoroflmmigration

Colegrove,K.

備 考

U.S.ImntigrationandNahualization,Honolulu

U.S.】㎞migrahonandNa㎜ 販zati帆H㎝01ulu

U.S.ImmigrationandNaturalization,Chicago

U,S.㎞ 脚andNat幽io几 伽go

U.S.ImmigationandNa加ralization,Chicago

U.S.】[mmigtationandNa加ralization,Honolulu

U.S.DeptofLabor,Honolulu

U.S.DeptofLabor,Honolulu

Oyama,ProfessorIkuo,DepartmentofLabor ,1937-1938(Box46Folder4)

575手 紙

576手 紙

577手 紙

578手 紙

579手 紙

1938.8.29

1938.8.30

1938.8.30

1938.8.30

1938.8.30

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Merriam,C.E.

Wright,Q.

Lybyer,AlbertH.

Quigley,H.S.

Richardson,N.E.
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塵

:1

581

582

583

584

585

:.

587

..

..

590

591

592

593

594

595

596

597

598

599

.11

601

602

603

604

605

.1・

607

608

.1・

610

611

612

遡

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

申請書

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

手紙

遡

igss.s.so

1938.8.30

1938.8.30

1938.8.30

1938.9.1

1938.9.2

1938.9.3

1937.9.3

1938.8.30

1938.8.30

1938.8.30

1938.8.30

1938.8.30

1938.9.14

1938.5.27

1938.6.2

1938.6.22

1938..17

1938.8.29

1938.8.30

1938.8.30

1938.8.30

1938.8.30

1938.8.31

1938.9.6

1938.9.6

1938.9.6

1938.9.7

1938.9.8

1938.9.9

1938.9.10

1938.9.12

1938.9.12

差出 △ 受塾 ム

Colegrove,K,Title,EF.

Colegrove,K.Lattimore,O.

Colegrove,K.Wigmore,J.H.

Colegrove,K.Ogg,F.A.

Koch,T.W.Houghteling,J.L.

Lewis,J.H.Colegrove,K.

Schlotfeldt,F.J.Colegrove,K.

Oyama,1.U.S.Dept.ofLabor

ImmigrationService

Colegrove,K.Binder,C.

Colegrove,K.Hibbard,A.

Hibbard,A.Houghteling,J.L.

Colegrove,K.Dewey,.J.

Colegrove,K.Chamberlain,J.P.

Wixon,1.F.Lewis,J.H.

Colegrove,K.Schlotfeldt,F.J.

Schlotfeldt,F.J.Colegrove,K.

Strench,W.G.Colegrove,K.

Strench,W.G.Oyama,1.

Colegrove,K.Houghteling,J.L.

Colegrove,K.Lewis,J.H.

Colegrove,K.Schletfeldt,F.J.

Colegrove,K.Scott,W.

Scott,W.D.Houghteling,J.L.

Simon,DorotheaP.Colegrove,K.

Binder,C.Colegrove,K.

署 名なしPerlflns,F.

Chamberlain,J.P.Perlflns,F.

Title,E,F.Perkins,F.

Quigley,H.S.Colegrove,K.

Darrow,C.Colegrove,K.

Colegrove,K.Church,R.E .

Wright,Q.Colegrove,K .

Tomlinson,G.E.Colegrove
,K.

-139一

魑

ApplicationtoExtendTimeofTemporaryStay

UniteStatesSenator



甥 野 遡

613手 紙

614手 紙

615手 紙

616手 紙

617手 紙

618手 紙

619手 紙

620手 紙

621手 紙

622手 紙

623手 紙

624手 紙

625手 紙

626手 紙

627手 紙

628手 紙

629手 紙

630手 紙

631手 紙

632手 紙

633手 紙

634手 紙

635手 紙

636手 紙

637手 紙

638手 紙

639記 事

640手 紙

641手 紙

642記 事

鯉

1938.9.12

1938.9.12

1938.9.13

1938.9.14

1938.9.14

1937?

1937.5.12

1937.4.13

1937.4.13

1937.5.13

1937.5.13

1937.9.3

1937.9.3

1937.9.3

1937.5.26

1937.4.12

1937.8.24

1937.8.17

1937.4.28

1937.4.14

1938.9.9

1938.9.11

1937.5.3

1937.5.27

1937.6.26

1937.5.29

(1937.6.2

1937.4.23

1937.4.20

1933.6

差世 ム 受 取人 値 養

Wright,Q.Houghteling,J.L.

Tomlinson,G.E.Houghteling,J.L.

Wigmore,J.H.

Hazard,HenryB.

Colegrove,K.

Strench,WC.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Hatton,A.R.

Koch,T.W.

Colegrove,K.

Houghteling,J.L.

Scott,W.D.

Martin,C.E.

Colegrove,K.

Perlflns,F.

Strench,W.C.

Strench,W.C.

Chamberlain,J.P.

Lewis,J.H.

DistrictDirector

DistrictDirector

Strench,W.G.

Shaughnessy,E.J.Colegrove,K.

Schlotfeldt,F.J.Colegrove,K.

Schlotfeldt,F.J.Colegrove,K.

Colegrove,K.Schletfeldt,F.J.

Strench,W.G.Colegrove,K.

Hatton,A.R.DistrictDirector

Seabury-WesternColegrove,K.

TheologicalSeminary

Lybyer,A.H.Colegrove,K.

Shaughnessy,E.J.Colegrove,K.

Church,R.E.Colegrove,K.

Shaughnessy,E.J.Lewis,J.H.

Colegrove,K.Church,R.E.

NewYorkTimes

Colegrove,K.Schletfeldt ,F.J.

Colegrove,K.Shaughnessy ,E.J.

Colegrove,K.

Assistant,U.S.Dept.ofLabor,Immigration&

Naturalization,WashingtonD.C.

U.S.ImmigrationandNaturalization,Honolulu

U.S.ImmigationandNa加 隠血nation,Honolulu

U.S.ImmigrationandNahualization,Honolulu

ImmigrationTaskNowOneofPolicing,
NumberofAliensDropsGreatly-Officials
SeekFlexibilitytoAvoidInflictingHardship

ProfessorIkuoOyama:JapaneseScholarand

Statesman
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Ovama.ProfessorIkuo,DevartmentofLabor,1939-1940(Box46Folders)1,//

魎 適狸 別

643手 紙

644手 紙

645手 紙

646申 請書

647申 請書

648手 紙

649手 紙

650手 紙

651手 紙

652手 紙

653手 紙

654手 紙

655手 紙

656手 紙

657手 紙

658手 紙

659手 紙

660手 紙

661手 紙

662手 紙

663手 紙

664手 紙

665手 紙

666手 紙

667手 紙

668手 紙

669手 紙

670手 紙

671手 紙

672手 紙

鯉

1940.4.29

1940.4.30

1940.4.90

1940.4.30

1940.4.30

1939.8.17

1940.6.23

1940.4.29

1939.8.23

1939.8.28

1940.4.3

1939.8.30

1939.8.30

1939.8.30

1939.8.23

1939.9.26

1939.9.18

1939.8.30

1939.9.11

1939.9.18

1939.8.18

1939.9.18

1939.8.23

1939.8.23

1939.8.23

1939.8.23

1939.8.23

1939.8.23

1939.8.23

1939.8.23

-iep

.一..

Colegrove,K.

Koch,T.W.

Koch,T.W.

Oyama,1.

・ ・

Colegrove,K.

Strench,W.G.

Colegrove,K.

Scott,W.D.

Colegrove,K.

Doig,A.M.

Ingberg,Kathryn

Lucas,S.W.

Nolph,J.D.

Colegrove,K.

Lucas,S.W.

Shaughnessy,E.J.

Slattery,JamesM.

Martin,J.C.

Smith,T.V.

Smith,T.V.

Shaughnessy,E.J.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Scott,W.D.

Hatton,A.R.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Hatton,A.R.

墾

DistrictDirector

Strench,W.G.

Strench,W.G.

U.S.Dept.ofLabor

ImmigrationService

U.S.Dept.ofLabor

ImmigrationService

Schletfeldt,F.J.

Colegrove,K.

Koch,T.W.

DistrictDirector

Church,R.E.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Martin,JohnC.

Colegrove,K.

Lucas,S.W.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Houghteling,J.L.

Slattery,JamesM.

Smith,T.V.

Slattery,J.M.

Strench,W.G.

DistrictDirector

Strench,W.G.

Hohman,ElmoPaul

Strench,W.G.

Strench,W.G .
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雌

Honolulu

Applic瓠i㎝toE紅endT㎞eofT㎝p㎝ry翫ay

ApPlica!iontoEx止cndT㎞eofTemporaryS惚y

U.S.ImmigrationandNa血 職hz飢i(》几Honolulu

SecretarytoT.V.Smith,CongressoftheU.S.House

ofRepresentative

U.S.RepresentativeatLargefromIllinois

U.S.ImmigmtionandNa加mliz画o"Honolulu

Professor



整幽腸 鯉 種別

673手 紙

674手 紙

675手 紙

676手 紙

677申 請書

678申 請書

679手 紙

680手 紙

681手 紙

682手 紙

683手 紙

684手 紙

685手 紙

686手 紙

687手 紙

688手 紙

689手 紙

690手 紙

691手 紙

692手 紙

693手 紙

694手 紙

695手 紙

696手 紙

697手 紙

698手 紙

699手 紙

糊

1939.8.23

1937.6.12

1939.8.28

1939.8.28

1938.6.9

1938.6.9

1938.9.14

1939.8.19

1939.8.21

1937.9.4

1938.6.9

1938.6.9

1938.7.1

1939.7.31

1938.9.14

...

1938.9.1

1938.8.30

1938.8.30

1938.8.30

1938.8.30

1938.8.30

1936.5.31

1936.5.21

1939.2.2

1939.2.2

1939.2.2

差 出人

Hatton,A.R.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Oyama,R.

Oyama,1.

Hazard,H.B.

Schletfeldt,F.J.

Colegrove,K.

President

Colegrove,K.

Scott,D.W.

Colegrove,K.

Strench,W.G.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Hibbard,A.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Scott,D.W.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Colegrove,K.

受 取 人

Strench,W.G.

Church,R.E.

Church,R.E.

Lucas,S.W.

U.S.Dept.ofLabor

ImmigrationService

U.S.Dept.ofLabor

ImmigrationService

Colegrove,K.

Colegrove,K.

Doig,A.W.

DistrictDirector

Strench,W.G.

DistrictDirector

Schletfeldt,F.J.

Oyama,1.

Martin,C.E.

Tomlinson,G.H.

Wigmore,J.H.

Houghteling,J.L.

Lybyer,A.H.

Richardson,N.E.

Title,E.F.

Houghteling,J.L.

Martin,C.E.

Martin,C.E.

Hohman,E.P.

Hohman,E.P.

Hohman,E.P.

墜

ApplicationtoExtendTimeofTbmporaryStay

ApplicationtoExtendTimeofTemporaryStay

U.S,】㎞migrahonandM町alization,Honolulu

U.S.ImmigrationandNahualization,Honolulu

Translations,KempoSeigiofMinobe(Box67Folder1)

整墜 号 遡

700原 稿

701原 稿

702原 稿

儲

FOOTNOTEFORTEXTOFTHEKEMPOSEIGIOFPROFESSORMINOBE

FOOTNOTEFORTEXTOFTHEKEMPOSEIGIOFPROFESSORMINOBE

INTERPRETATIONOFTHECONSTITUTION

-142一



塑

703

704

705

706

707

708

遡

原稿

原稿

原稿

原稿

原稿

原稿

遊

THECONTROVERSYOVERSOVEREIGNTY

THECONTROVERSYOVERSOVEREIGNTY

ARTICLEANDBOOKREVIEWSBYPROFESSORMINOBEINTHEKOKKACiAKKAiZASSHI

ARTICLEANDBOOKREVIEWSBYPROFESSORMINOBEINTHEKOKKAGAKKAIZASSHI

CHIRUJOKEMPOSEIGICOMMENTARYONTHEARTICLESOFTHECONSTITUTIONBY

TatsukichiMinobe

CHIKUJOKEMPOSEIGICOMMENTARYONTHEARTICLESOFTHECONSTITUTIONBY

TatsukichiA4inobe,TABLEOFCONTENTS

R-37

KempoSeigi,HandwrittenNotespp.41-264(BoxG7Folder2)

709原 稿(手書き)pp.41・264

Minobe,KempoSeigi,TableofContents(BoxG7Folder3)

710原 稿

711原 稿

CHIKUJOKEMPOSEIGICOMMENTARYONTHEARTICLESOFTHECONSTITUTIONB1"

TatsukichiMinobe,TABLEOFCONTENTS

pp.1-31:SH-NKEMPOGAIRON(AnOutlineoftheNewConstitution)byTatsukichiMinobe,Published
byYurikaku,1947

Minobe,KempoSeigi,Introduction,OyamaTranslation,pp.1-8(Box67Folder4)

712原 稿pp.61・85:VI.AREAOFENFORCEMENTOFTHECONSTITUTION

Minobe,KempoSeigi,Introduction,

(Box67Folders)

713原 稿

FirstCopy,OyamaTypedManuscript,pp.1-85

PP.1-74:CI-IIKUJOKEMPOSEIGICOMMENTARYONTHEARTICLESOFTHECONSTITUTIONBY

TatsukichiMinobe,INTRODUCTION

Minobe,KempoSeigi
,Introduction(Box67Folder8)

714原 稿Introductionpp .1。50

Min・b・ ・K・mp・Sei印 ・P・eamble ,Oyama監anslati・n,PP.86・112(Box67F。lder9)

715原 稿 pp86-112Preamble

Minobe,KempoSeigi,Preamble
,FirstCopy,OyamaTypedManuscript

,pp.86-112(B
ox67FolderlO)

716原 稿PP.75・96Preamble
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M血 。be,Kemp・Seigi,Chapte・1,Arti・leI・VI,OyamaT・anslati・n・PP・113-331

(Box67Folderl3)

整理番号 資料種別 備考

717原 稿pp.113-331:CHAPTERI.THEEMPIRE】NTRODUCTION_

Minobe,KempoSeigi,Chapter1,pp.308-323(Box67Folderl4)

718原 稿PP.308-323:"whichithasbeenintroducedwillhavevoteduponit…"

R-38

Minobe,KempoSeigi,Chapter1,ArticlesVI-XVII,Oyama75canslation,pp.331-600a

(Box68Folderl)

719原 稿(手書き)EditorialRu且es

720原 稿pp.332-601:ARTICLEVII(Text)TheEmperorconvokestheImperialDiet,_

Minobe,KempoSeigi,ChapterI,ArticlesI-VI,FirstCopy(Box68Folder2)

721原 稿pp,97・259;CHAPTERI.THEEMPERORrNTRODUCTION_

Minobe,KempoSeigi,ChapterI,ArticlesVII-XVII,FirstCopy(Box68Folders)

722原 稿pp.260-307:ARTICLEVII(Text)TheEmperorconvoketheImperialDiet,_

723手 紙1950.8.14不 明Riper,PaulP .Van

Minobe,KempoSeigi,ChapterII,ArticlesXVIII-XXIII
,OyamaManuscript,pp.1-194

(Box68Folder8)

724原 稿(手書き)pp.1・194:CHAPTERIIR[GHTSANDDUTIESOFSUBJECTS-NTRODUCTION
_

R-39

M血 ・b・・K・mp・S・igi,Chapt・ ・II
,AI'tl・1・・XXIV・XXVIII,OyamaManuscript

,PP.195.346(B

ox69Folderl)

725原 楠 描1:雛 翻 瓢 ΣIT・刈)N・J・panesesubject・h・1・b・d
・pri・・d・fw・righ…bei・g面 ・dby・h・

Min°be,Kemp°Seigi,Chapterll ,ArticlesXXVIII-XXXIV,OyamaManuscript
,

pp.347-510(Box69Folder2)

726原 禰 瓢 驚綴;器 灘 鼎 羅 魏:cts
shall,wi

ociations・hi・ ・h・limitsofl・琳 剛 ・ythelibertyof
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Minobe,KempoSeigi,Chapterll,ArticlesXVIII-XXII,FirstCopy(Box69Folder3)

塑 塑 盤 璽別 儂豊

727原 稿PP.1・77:CHAPTERIIRIGHTSANDDUTIESOFSUBJECTSINTRODUCTION

Minobe,KempoSeigi,ChapterII,ArticlesXXIV-XXVIII,FirstCopy(Box69Folders)

728原 稿 pp.78-110:ARTICLEXXIVNoJapanesesubjectshallbedeprivedofhisrightofbeingtriedbythejudges
determinedbylaw

QuestionsforProfessorOyama(Box70Folder14)

729質 問・返答

730質 問・返答

731質 問・返答

732

733

合本製本

連絡

書籍リスト

734返 答

735質 問・返答

736質 問・返答

QUESTIONFORPROFESSOROYAMA:

WillyougivemethenameofsomeofyourarticlesintheChuoKoroninwhichyoucritisizethe

procedureoftheDietinattemptingtocontrolthecabinet

QUESTIONFORPROFESSOROYAMA:

1.ThetreatisebyShigetoshiMatsumotocalledKempoGenRonor"FundamentalsoftheConstitution"is

intheDeeringLibrary.Pleasetellmeonwhatpageshediscussesemergencyordinances?Doesheagee

withMinobe7

QUESTIONFORPROFESSOROYAMA:

1.PleaserefertotheDaiNipponTeikokuGikai-shipublishedin18volumesbytheImperialDietRecords

PublishingAssociation.Onwhatdateintheyear1892didmembersoftheHouseofRepresentatives

血t卯ellate止eGov…tregardingtheordinancejustissuedbytheGov-tregardingthe

ordinancejustissuedbytheGov…tlevyingalicensefeeforhuntinggame?ThiswastheIm帥1

0rdinanceno.840f1892.TherewasacontroversyoverthequestionwhethertheGovernmentcould

imposethisso-calledadministrativefee.Whatisthevolumeandpageonwhichtheseinterpellations

appear?

2.OnwhatdatedidtheHouseofRepresentativespassabillidenticalwiththetextofOrdinanceno.84?

WhatwasthevoteforandagainstthebillintheHouse?Inwhatvolume,andonwhatpageoftheDai

NipponTeikokuGikai-shiisthisvotefound?

3.DidtheHouseofPeersrefusetopassthisbillandreprimandtheHouseofRepresentatives?Whatwas

thewordingoftheresolution

KokkaGakkaiZasshi,No.7,10,11,JournalofInt.Law&Diplomacy-TokyoNo.1,2,3,9.Theabovesentto

LibraryMarch6thforbinding.

TreatiesonInternationalLaw

"Theindependenceof止echiefofstaffhasbeenfrequentlyconde
mnedontheflooroftheHouseof

Representativesaswellasinthetext-booksofliberaljournalists.ProfessorMinobe,forinstance,contends

止at止econstitutiondeniestothemilitarycampthepowertodeterminethesixofthearmyandnavy _"

QUESTIONSFORPROFESSOROYAMA:

1.MayIhaveashortquotation(oftwoorthreesentences)fromMinobe'sKempoSeigirefutingHozumi's

theorythattheJapaneseconstitutiondoesnotrecognizetherightofthecitizensthroughtheDietfreelyto

consenttotaxation?

2・IsthisargumentfoundinMinobe'scommentariesonArticle620ftheco耐Mon?Pleasegivepageof

thequotationthatyouselect?

3.DoesMinobeholdthattheDiethaspowertorejectthebudgetentirely?MayIhaveabriefquotation

fromhisKempoSeigi?Also,onwhatpagesofhisKempoSeigidoeshediscussthissubject?

QUESTIONSFORPROFESSOROYAMA:

1.In1892,duringtheThirdDiet
,theHouseofPeersrestoredcertainitemsinthebudgetwhichhadbeen

strickenfromthebudgetbytheHouseofRepresentative .Whensentdown,thelowerHouserefusedto

・eceiv・止・budgetandsentitba・kt・ 出・Peerswithames・ag・ .P且ea・e・efe・t・ 出・D・iNipP・nT,ik。kuaa
i-shiandgivemethedateofthevotebytheHouseofRepresentatives

.WhatvolumeandpageintheT
eikokuGikai-shi?

2.TheH°use°fPeersv°tedanaddresst°thethrones .Whatwasthedate?lsthisfoundintheDaiNippon
TeikokuGikai-shiinVo1.II,p .2040rVo1.lp .1750.

3.ThatwasthedateofthelmperialRescript?lsthisintheDaiNipponTeikou -shi
,Vo1.1.p.1750?
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整理番号

737

遡

質問・返答

738質 問・返答

739質 問・返答

740質 問・返答

741質 問・返答

742質 問・返答

743質 問

744手 紙

745質 問

備考

黙 灘 灘 撚 麟GameBillwh°sec°ntentwasOrdinanceNo.840ftheyear'hatdatewasthisnote?lpage?
3.Didthisbillreceivetheimperialsanction?

?熈?DNSF°RPR°FESS°R°YAMA:efertotheDaiNipponTeikokuGikai-shipublishedin18v。1umesby出e㎞ 卿 且DietRec?rds

羅羅 灘 鎌d灘遜 撫 緩難
£1競 ゜nwhichtheseinterpellati°nsappear?whatdatedidtheHouseofRepresentativespassabillidenticalwi舳ete刈・fOrdinanc-84?

WhatwasthevoteforandagainstthebillintheHouse?lnwhatvolume,andonwhatpageotheDai

NipponTeik°kuGikai-shiisthisv°tef°und?

3.DidtheHouseofPeersrefusetopassthisbillandreprimandtheHouseofRepresentatives?Whatwas

thewordingoftheresolutionintheHouseofPeers?

4.DidtheHouseofRepresent

QUESTIONSFORPROFESSOROYAMA:

1.㎞1914(inthe31stsessi・n・f止eDiet),aftertheexp・sure・f止eshipbuildingscan(ials・ 止e耳 ・use・f

Representativesvotedtoreducethenavalappropriationsby30millionyen?Accordingtothe -一一一 一DaiNippon1914

.WhatvolumeandTeikokuGikai-shi
,whatwasthedateofthisvote?PerhapsitwasonMarch23,

pageoftheTeikokuGikai-shi

2.DidtheHouseofRepresentativesvoteontheentirebudgetin1914?Ifso,onwhatdate?Watvoume

andpage?

QUESTIONSFORPROFESSOROYAMA:

1.DoestheKwampogogaiforMarch26,1927indicatethat85kengiorrepresentationswereadoptedin

theHouseofRepresentativesonMarch25,1927.Ifso,whatpage?TheJapanChronicle(March31,1927,

page299)sostatesbutIdoubtit.

2.Howmanyrepresentationswereadoptedinthe59thsession(January-March1931)?Pleasegivedates

andpagesoftheKwampogogai.

QUESTIONFORPROFESSOROYAMA:
1.DoesSoichiSasakiinhisGyosei-hoSoronspeakoftheGermanrulethatthelegislaturecannotsuspend
orrepeallawssimplybyrefusingtovotemoniesnecessaryfortheirenforcement?Ifso,whatpages?

QUESTIONSFORPROFESSOROYAMA:
1.ReferringtoItoKoZenshuorCompleteWritingsofPrinceIto(ed.ByMidoriKomatsu,1928,3vols.).
Doesthiscollectioncontainanypaper(besidestheCommentariesontheConstitution)showingIto's
opiniononwhethertheDietcouldorcouldnotentirelyrejectthebudget.Givevolumeandpageswhere
statementismade.
2.IstheletterthatPrinceItowrotetoPrinceKonoye(presidentoftheHouseofPeers)regardingthe

ImperialrescriptofMarch12,1901inthiscollection?DoesItosayherequestedtheEmperortoissuethe
rescript?Inwhatvolumeandpagesisthisletterfound?

QUESTIONSFORPROFESSOROYAMA:

1.CouldyoulookatsomeoftheKwampogogaiforthe59thsessionoftheDiet,oralatersession.

2.Pleasegiveme30r4examplesoffoolishorsillyquestionsusedintheinterpellations.IntheBritish

"questionshour"manyuselessquestionsareasked
.IsupposethisisalsotrueofJapan.

3.PleasegivethedateandpageoftheKwampogogaiwherethesequestionsarefound .

翻 訳 の 依 頼:

1.Monobe's"KempoSeigi",thepagesdealingwiththeSupremeCommand,andthecommentaryonthe

firstpartofArticleXIIIoftheconstitution.

2.Minobe's"KempoSatsuyo",chapterIII,sectionvii(pp.321-344) .

3.Abriefsurvey°flchimura'sremarks°ntheSupremeC°mmandinhis"Teik°kuKempoRon"
.4

.Minobe'sdiscussionofthegunrei-kenandofthegunsei-keninhis"KempoSeigi"
.

QUESTIONSFORPROFESSOROYAMA:

1.lstheTeik°kuY°sanK°y° °r"Syn°psis°ftheBudget"publishedintheKwampo?

2.lfso,isitpublishedasasupplement,orinaregularnumber?

3.lsthebudgetasfinallyv

theKwampo?°tedby止eH°use°fRepresentativesandbytheH・use・fPeerspublished㎞

4.WasthebudgetpublishedintheKwamp°f°rthe64thDiet

theKwampoduringthe63thandthe62thDiet?(1933)forthefirstti鵬 ・rdiditappearin
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麟
746

遡
返答

747返 答

748返 答

749質 問

750質 問・返答

751質 問・返答

752質 問・返答

753質 問・返答

754質 問・返答

755質 問・返答

756質 問・返答

757質 問・返答

758質 問・返答

759質 問・返答

雌

JAPANESECODESINTHENORTHWESTERNUNIVERSITYLAWLIBRARY

NOTESFORCONTROLOFJAPANESEFOREIGNPOLICY

JAPANESECODESINTHENORTHWESTERNUNIVERSITYLAWLIBRARY

QUESTI°NSF°1
1.WhatistheS羅F鰹 轟 説 ρ:・Resume、。紬eR卿 ・・ftheH-e・fRep・e・ 醐iv・ ・"

贈 二識theSecretariat°ftheH°use°fRepresnreilshiuor"PrecedentsoftheHous麟ll、㎝臨 ・・(Publi・h・dbyth・S一 伽 ・f

theHouseofRepresentatives)?.1,(Publishedbythe

3.Shiu帥Y・mn・fl・SummaryD・ ・"ipti・n・ 価 ・H・u…fR・p「ese血tlves

Secretariat°ftheH°use°fRepresentatives)?

4.kizokuinYoranor"SummaryDescriptionoftheHouseofPeers"(PublishedbytheSecretariatofthe

HouseofPeers)?

灘 羅 羅 謙 雛 謄 羅9灘the1.X,res騰l
censure(monsekiketsugi)?

QUESTIoNsFoRPRoFEssoRoYAMA:.

1916intheDaiNipponTeikokuGikai-shi.DidtheHouseofRepresentativesPleaserefertoFebruary29

passavoteofnon-confidenceagainsttheTerauchiministry?WhatvolumeandpageoftheGikai-shi?

QUESTI°NS
1.Pleaserefer,F°RPR°FESS°R°YAMA:totheKwampogogaiforFeb.23,1929.Wasav。te。fcensurea幽th・T油 伽et

passedintheHouseofPeers?
2.Whatwasthevoteforandagainst?

3.OnwhatpageoftheKwampogogaiisthisvote?

QUESTIONSFORPROFESSOROYAMA:
1.WhatistheJapanesenameforStandingOrdersoftheHouseofPeers?Arecopiesofthisocument

offeredforsaleintheKwanchoHankoToshoMokuroku?

2.WhatistheJapanesenameforStandingOrdersoftheHouseofRepresentatives?Arecopiesofthis

documentofferedforsaleintheKwamchoHankoToshoMokuroku?

QUESTIONSFORPROFESSOROYAMA:
PleaserefertotheDaiNipponTeikokuGikai-shiforFeb.3,1932.DidViscountKeikoMimurotoquestion

theGovernmentwhethertheministerofoverseasaffairs(Nagai)attendthefuneralofthesocialist

ToshihikoSakai?Whatpageisthison?

QUESTIONSFORPROFESSOROYAMA:

PleasenotetheKwampogogaiforMarch26,1933.Whatwasthetotalnumberof"representations"

adoptedbytheHouseofRepresentativesonMarch25,1933?OnwhatpagesoftheKwampogogaiisthis

recorded?

QUESTIONSFORPROFESSOROYAMA:

WhatistheJapanesewordfor"representations"asusedinArticleXLoftheconstitutionof1889.

QUESTIONSFORPROFESSOROYAMA:

1.PleaserefertotheDaiNipponTeikokuGikai-shipublishedin18volumesbytheImperialDietRecords

PublishingAssociation.DotheparliamentaryrecordsshowthataboutFebruary20,19230rlater,the

KenkyukaiandKoseikaiintroducedintheHouseofPeersaresolutiondemandingthattheGovernment

follow"afirmpolicy"inChina?

2.Wasthisresolutionrejected?WhatwasdateofthevoteintheHouseofPeers?Onwhatpageinthe

TeikokuGikai-shidoesthevoteappear?

3.DoesKudoinhisTaishoKensei-shiorConstitutionalHistoryofTaisho(Tokyo,1927)refertothis

incident?Ifso,onwhatpages?

QUESTIONSFORPROFESSOROYAMA:

PleaserefertotheKwampogogaiforMay7,1928,p.81.DidViscountOkochi,intheHouseofPeers,

reporttheSupplementaryBudgetfromthecommitteewithaconditionattachedtotheappropriationfor

theSha血ngexpedition?WhatdateintheHouseofPeerswasthisrepo貢ed?Whatpage?

QUESTIONSFORPROFESSOROYAMA:
1.CouldyoumakeashortsummaryofMinobe'scommentsinhisKempoSeigionArticleLXXIofthe・一一・-
constitution?

2.D°eshecitemanyrecentcaseswhentheH°use°fRepresentativeswasdissolvedwithoutpassingthe

budget?Whatarethelatestones?

3.Insuchcases,wasthecabinetabletoshiftitemsfromonesectionofthebudgettoanother?Isthis
...l

egal?

繍 畿゚ 鵠b躍 豊:纒 欝 §withlastftheDiet'?ye訂'sbudgetm欲e・叩Pleme吻expenditures,expecting
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整幽腸 資魁種別

760雑 誌記事

761質 問

762質 問・返答

763質 問

764

765

766

返答

返答

返答

767質 問・返答

768返 答

769質 問・返答

770返 答

771返 答

壁

1翌縫品盤壽揚農潔紫職鴇易奮魏亀轟}鵜鍵譜淺離懸誌鷺窪難判嵩離磯
み用紙

G,t。11th,、eJ。p・n・ ・ec㎞ ・㎡d・ ・fo・F・b.,MarchandApril1933・Findlm卿1Di・t.L・ ・kfo・a・peech

byMr.Hitoshi(orKin)Ashida,criticizingtheWar°fficef°rinterferingwiththeF°reign°ice,°rf°r

dictatingforeignpolicy.Didanyoneelsemakeaspeechoraskaquestiononthissubject?

QUESTI°NF°RPR°FESS°R°YAMA:

1.OnwhatpageofKwampoGogaionMarch3,1929,didtheHouseofRepresentativesapprovethe

Chianlji-hooramendmenttothePeacePreservativeLaw?

2.OnwhatpageoftheKwampoGogai,onMarch20,1929,didtheHouseofPeersapprove?

3.CouldyoulookintheDaiNipponTeikokuGikai-shi(ParliamentaryDeletes)forDec.14,1923and-一一 一一…

n。t,wh・t・eplyth・(㌃.E画 ・・k・dwhy止 ・G・v㎝ ㎜ ・ntdidn・t・ubmitt・ 血・Di紬 ・・egent・ ・d㎞・n㏄・

whichhadbeenrevoked.

QUESTIONSFORPROFESSOROYAMA:
IfindmentionofcertainJapanesedocumentsonpagesx-xiofabookcalledSystemrepresentatiau

J・p・ゆyHisat・umFumy・ 。職 ・b・・ki・inMissK・ith'・ ・伍ce・ ・incew・b・ π・w・dit丘 ・mth・Lib呵 ・f

Congress.

1.WhatistheShiugiinKijiTeikiyo,or"ResumesoftheReportsoftheHouseofRepresentatives"

(PublishedbytheSecretariatoftheHouseofRepresentatives)?

2.ShiugiinSenreiIshiuor"PrecedentsoftheHouseofRepresentatives"(Publishedbythesecretariatof

theHouseofRepresentatives)?

3.ShiugiinYoranor"SummaryDescriptionoftheHouseofRepresentatives"(Publishedbythe

SecretariatoftheHouseofRepresentatives)?

4.KセokuinYoranor"SummaryDescriptiono価eHouseofPe釘s°'(PublishedbytheSecretariatofthe

HouseofPeers)?

Minobe'sKempoSatsuyo

Kempo-Satsuyo.OntheEmperor'sSanctioninLaw・Making

Kempo-Satsuyo.On(1)thelegis.PoweroftheDietand(2)ontheKyosan-kenaspartoftheleg.Power

oftheD.)

QUESTIONFORPROFESSOROYAMA:

1.WillyoukindlygivemethenamesofthechaptersinSukuzoYoshino,GendaiKenseinoUnyo?

2.Pleasegivethepagethateachchapterbeginson.

GendaiKenseinoUnyo

Hozumi,KempoTeiyo(1910),Vo1.1,p.107.HozumionSeparationofPowers

紬tstageofthebudgetaryprocedureshouldthehouseseektheconcentoftheGovernmenttoan

amendmentofanyofthereserveditems?Thequestionisdi丘iculttoanswer,inviewofthefactthatthe

DietdoesnotactuaryactasasinglebodyThepresentpracticeisfbreachhouseindependently止rough

itspresidenttorequesttheGovernment'sapprovalofsuchamendmentspriortothefinalvote .

DefinitionsofTerms

QueriesforProfessorOyama(Box71Folder11)

772

773

774

775

776

777

778

779

表紙

表紙

質問

質問

質問

質問・返答

質問・返答

質問・返答

国防の本義 と其教化の提 唱

国防の本義 と其教化の提 唱

STATEMENTREGARD-NGMARSHALUYEHARA

COUNTKOMEIKATO

ITO'SADMIRATIONFORPRUSSIANCONSTITUTION

THELIFEOFPRINCEARITOMOYAMAGATA

ImperialPr・ ・lamati・n・・fF・bruary10and25
,1868.C・eat・d・fightd・ 卿m・nt・,in・ludingth,G。imu、h。

BIOGRAPHYOFBARONKOMURA
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鯉 型}遡

780質 問・返答

781質 問・返答

782質 問・返答

783質 問

784質 問

785質 問

786質 問

787質 問

788質 問

789

790

791

792

793

794

795

796

797

798

799

800

801

802

803

804

805

806

so7

808

809

810

メモ

メモ

質問

返答

メモ

質問

質問

返事

返事

質問・返答

メモ

質問・返答

メモ

質問・返答

質問・返答

質問・返答

質問・返答

質問・返答

メモ

質問

質問

質問

懸

BOOKSONTHECIVILSERVICE

BIOGRAPHYOFPRINCEITO

BIOGRAPHYOFVISCOUNTTAKA-AKIRAKATO

THEARMYPAMPHLET,KOKUBONOHONGITOSONOKYOKWANOTEISHO

THEARMYPAMPHLET,KOKUBONOHONGITOSONOKYOKWANOTEISHO,Questionsfor

ProfessorOyama

THEARMYPAMPHLET,KOKUBONOHONGITOSONOKYOKWANOTEISHO,Questionsfor

ProfessorOyama

THEARMYPAMPHLET,KOKUBONOHONGITOSONOKYOKWANOTEISHO

THEARMYPAMPHLET,KOKUBONOHONGITOSONOKYOKWANOTEISHO

WhatistheJapanesenameofthepamphletissuedbytheWarDepartmentonJuly28,1934,entitled
"JapaninrapidProgressandthepressureofForeignPowers

."?ItislistedinthebookpageoftheArmy

Pamphlet."YakushinNihontoRekkyonoKyoatsu."Pub.July28,1934.

伊藤 公;憲 法 資料 、外交 資料.評 論 社;明 治 大 正新 聞全 集

Prof.Matsunaga,Prof.Miyazawa,Prof.Yuhata....

QuestionsabouttheArmyPamphlet

LAROUSSEGRANDE,SUN-TSEU

KwanchoKankoToshoMokuroku,TokyoAsahi,Sept.1933,0kuboKotoSensei...

HistoryoftheKenseikaiParty

THEARMYPAMPHLET

Mr.Zumoto(ed.OftheTimes,1897to1904)becameofficialpressattacheoftheForeignOfficeat

requestofPrinceIto.

WaristhefatherofCreative(Bozonochichi)andthemotherofCulture(bunksnoNaha)....

NihonKenseishiorConstitutionalHistoryofJapan.ByTakeshiOsatake,Tokyo1930...

NipponRuiten,CodeofLaws8cOrdinancesofJapanbyIchiokaMasaichi1889Tokyo.NipponRoppo

Zensho,Hakubunsha,compiledbyNagaoKagesuke,Tokyo1891

PROFESSORIZUMI

Prof.HirooSasao,KyushuUniv."TatsukichiMinobe"TokyoAsahi ...

BOOKBYNAKAMURA

THECOLLECTIONBYTOKUTOMI

SHIMAMURA'SGYOSEIHOYORON

ISUMI'SKOKUSAIHOMONDAIKENKYU

ARASUKESONE

MEMORANDUM

DRTHOMASBATY

ISUMI'SKOKUSAIHOMONDAIKENKYU

BOOKBYNAKAMURA
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811

812

813

814

815

816

817

818

819

820

821

822

823

.,

825

826

827

828

・

830

831

832

833

834

835

836

837

838

・
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